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極上蜜夜～一夜の過ちから始める契約結婚～










ラブアフェア




　生まれて初めて訪れたローマの街で、私は極上の夜を知った。

『人生で一度くらい、旅先で悪い男にたぶらかされてみるのも悪くないだろ』

　かろうじて繋がっていた理性の糸を、呆あっ気けなく焼き切った誘惑。

　今までの私の辞書には存在すらしなかった、〝たぶらかされる〟というワード。

　それはひどく刺激的で、私の心に淫いん靡びに刻みついた。

　こんな私、私じゃない――。

　自分でも信じたくないのに、彼に触れられ、嬲なぶられ愛あい撫ぶされて、私の身体は強烈な悦よろこびに戦慄わななく。

　それなのに、激しい快感にのまれないよう足あ掻がき、必死に〝自分〟に縋すがる私を、彼は冷笑した。

『安心しろ。君が俺に抱かれてどう乱れようと、見てるのは俺だけだ』

　私がこれまで二重にも三重にも纏まとっていた、固い殻からをあっさり瓦が解かいして、心ごと解き放った、その言葉。

　私が今夜誰となにをしようと、私を知る誰の耳にも入らない。

　誰からも、後ろ指を指されることはない。

　だって、ここは日本から遠く離れたローマの街。

　私を乱れさせ、狂い咲かせるのは、この先一生運命が交わることのない人だ。

　恋人でもない。今日初めて会ったばかりの外交官。

　紳士な顔して私の傷心に土足で踏み入り、言葉巧みに付け入るような悪い男だから――。

『一生忘れられない極上の夜にしてやるよ』

　抗いようのないほど激烈に甘い誘惑にのまれ、私は〝自分〟を手放した。




　時を遡さかのぼること、約半日――。

　私、門かど脇わき泉水いずみは、こぢんまりしたかわいらしいプチホテルのロビーから外に出た。

　不揃いな石畳が敷かれた狭い路地から仰いだ、空の青さが目に染みて、重い溜め息をつく。

　地中海沿岸の国の空は、私の心とは裏腹に、すっきりと爽さわやかに晴れ渡っていた。

　長靴みたいな、おもしろい形をしたイタリア。

　澄み切った青空から燦さん々さんと降り注ぐ太陽光に彩られた街は、どこもかしこもキラキラしていて美しい。日本よりも太陽に近いのかも、と思えるほどだ。

　昨日の夜、成なり田たからの直行便で、私はひとり、ローマに降り立った。

　九月も下旬とはいえ、ローマの街は日が長い。

　夕闇に包まれた空港からエアポートバスで市内に出て、とっぷりと陽が落ちる前にホテルにチェックインできた。

　その後は時差ボケもあり、夕食もとらず、キングサイズのゴージャスなベッドに沈んでしまった。

　長いフライト疲れか、途中一度も覚醒することなく、心地よい目覚めを迎えた朝。

　本日、ローマ観光初日――。

　大学の卒業旅行で、友人たちと訪れたのはミラノだった。

　イタリア旅行はそれ以来六年ぶりで、このローマには、システィーナ礼拝堂やトレビの泉、コロッセオにスペイン階段……ずっと憧あこがれていた観光名所が山ほどある。

　今、私の足元は、街歩きに備えてスニーカー。動きやすいサブリナ丈のパンツに、Ｔシャツ、ウインドドブレーカーといったスタイルだ。

　背中半分の長さの、ゆるふわの茶色い髪は、後ろでひとつに緩く結んである。

　大きな目に丸顔で、普段から〝小動物系〟とたとえられる幼い顔立ちの私は、きっと今、二十八歳の大人の女には見えないだろう。

　初めて訪れた憧れの街、ローマ。

　市内観光に繰り出す準備は整っているけど、私の心は沈んだまま。

　表情も浮かない。

「……はあ」

　声に出して溜め息を重ねてから、ほとんど機械的に石畳の通りに足を踏み出し、とぼとぼと歩き出した。

　本当なら、三年付き合った彼とふたり、婚前旅行で訪れるはずだった。

　それが、今、私はひとりぼっち。

　回しても読めない、苦手な地図を片手に、路上駐車が多く狭い路地をウロウロと行ったり来たり――。ガイドブックでは徒歩十分と記載されている場所に行くにも、その二倍三倍の時間がかかる。

　目的地に辿り着いた頃には心も身体も疲弊していて、この先の心細さの方が強まっていた。

　ひとり旅に踏み切ったのは私なのに、せっかくのローマを堪能できない。

　ローマの街中にある、世界最小のバチカン市国。サンピエトロ広場は、かつて教皇を外部の攻撃から守るために築かれたという城壁で、丸く囲まれている。

　世界各地からの観光客で賑わう広場の前に立っても、私の心はまったく躍らない。

　それでもローマは、どこもかしこも明るい太陽に照らされて、活気に満ち溢れている。

　誰もが陽気で朗らかなこの街を、沈んで淀んだ気持ちのまま楽しめない自分が、とても場違いで異質な存在にも思えてくる。




『すまない、泉水。別れてほしいんだ』

　ほんの三週間前、私は婚約者から呼び出され、カフェの席で向き合った途端、そう言われた。

　大学時代の先輩で、三つ年上の遠えん藤どう春はる馬ま。

　私は、七月の誕生日に、彼からプロポーズされたばかりだった。

　今までで一番の高級レストランを予約してくれていて、どうしたのかと、かえって不安になってソワソワしていた私の前に、彼は豪華な指輪を差し出した。

『一生大事にするから、結婚しよう』――。

　春馬さんは、私にとって、生まれて初めての彼だった。

　私の実家は静しず岡おかにあり、地元ではそこそこの名家として知られている。

　父も母も、いつの時代のものかと思うほど古い家訓を重んじる、とても厳格な人。

　私はひとりっ子で、『門脇の名に恥じることをするな』と、実家で過ごした高校生の時まで、男女交際を禁止されていた。

　東京の大学に進学するのもかなり渋られたけど、時間をかけて説得を繰り返し、ようやく許可を得ることができた。

　厳しい両親から解放されて、晴れ晴れしい大学生活をスタートさせたものの、生活も私自身も百八十度コロッと変われるかといったら、残念ながらそうじゃない。

　わりと頻繁に母が様子を見に来るし、私自身殻を破る勇気がなく、羽目を外すことはできなかった。

　結局私は、アルバイトもせず、勉学に励んだだけ。地元にいるのと、そう大差ない大学四年間を過ごした。

　結果的に、両親を安心させることができたようで、私はそのまま東京で就職した。

　職場の付き合いで、必然的にお酒を覚えた。

　普段から気心知れた人と、オフィスにいる時よりも砕けて、踏み込んだ会話ができる時間を、楽しいと思えるようになった、社会人三年目の夏――。

　私は、春馬さんと、街で偶然再会した。

『よかったら、ちょっとどう？』

　お猪口ちょこを軽く傾ける仕草で、飲みに誘ってくれた彼。

　職場の人と大勢で……という飲み会には慣れていたものの、男の人とふたりというのは、それが初めてだった。

　大学時代から知っている先輩で、懐かしい気持ちもあったけど、職場の、ただの同僚の男性とは全然違う。

〝ふたりきり〟に、私は緊張していた。

　春馬さんは、それを見抜いて気遣ってくれた。

　大学時代の思い出話で一時間ほど経ち、私の緊張もほぐれてきた頃合いで、ようやくお互いの近況を話題にし始めた。

　商社勤務の私と、メーカーの営業職の春馬さん。それまで異業種の人と対する機会があまりなかったから、彼の話は新鮮でとても楽しかった。

　だから、『次は休日に遊びに行かないか』というデートの誘いも、ドキッとしたけど素直にお受けすることができた。

　再会して、一カ月半ほど。

　三度目のデートで『付き合ってほしい』と言われて、恋人になった。

　人生で初めての彼……私に、恋にまつわる〝初めて〟を全部教えてくれた人。

　三年間の交際も順調だったし、春馬さんにプロポーズされて、私は幸せの絶頂にいたはずなのに――。

『会社の後輩と、たった一度……。でも、彼女、妊娠してしまって』

　いつも優しくて紳士的で、頼れる大人の彼が、見たことがないくらい苦し気に顔を歪ゆがめる前で、絶句するしかなかった。

　事情が事情だからか、春馬さんは私の返事など求めていなかった。

　ううん、私には最初から〝承諾〟以外の選択肢はなかった。

『できる限りの慰謝料を払うつもりだ。ごめん。……さようなら、泉水』

　春馬さんがそう言って席を立った時、私の頭の中はまだ真っ白で、彼の方は当たり前だと思っている別れを、現実と捉えることができずにいた。

『他に子供がいてもいい。別れたくない』

　もしも私が、どう考えても常識外れの返事を、心のままに口走っていたら、彼はどうしただろう。

　冷静になれず、思考回路も全然正常じゃなかったけど、喉元まで出かかっていた。

　それをグッとのみ込んでこらえたのは、肩を落としてカフェから出ていく背中が、すごく小さく見えたからだ。

　決して、別れに納得して、見送ったわけじゃない――。

　春馬さんに別れを告げられ、まったく連絡を取らなくなって三週間が過ぎても、私の気持ちは鬱うつ々うつと淀んだまま。

　出口のない真っ暗闇の迷路の中を、彷徨さまよっているような気分だった。

　破談後のことは、なにも手をつけられずにいた。やるべきことは山ほどあるのに、目を背けて逃げていた。

　だから当然、旅行のキャンセルなんて、頭が回るわけがない。

　出発の一週間前、エアーとホテルの手配をお願いした旅行会社から、最終確認の封書が届いて初めて、心が現実に引き戻された、そんな感覚だった。

　彼とふたりで行く予定だった旅行だ。国内ですら、ひとりで旅したことのない私の常識で考えれば、その時すぐにキャンセルの連絡を入れていたはず。

　思いとどまったのは、婚約破棄という悪夢に背を向けたまま、放置してはいられない現状を、やっと実感したから。

　春馬さんに別れを宣告されたあの日からどれだけ時間が経っても、私はまだあのカフェの席で凍りついたまま、動けずにいた気分だった。

　でも、このことは両親にも伝えなきゃいけない。

　浮かれすぎて、『結婚式には来てね』と、フライングで招待した友人にも。

　悲しいし、言いにくい。

　なにより、とても惨めだ。

　だから私には、一歩足を踏み出すきっかけが必要だった。

　私のことを知る人が誰もいない場所で、傷ついた心を癒し、これから先の人生と自分を見つめ直す。

　そう。私には、ひとりになる時間が必要だった。




　だけど――。

　様々な国籍の観光客が行き交う、賑やかなサンピエトロ広場の前に立っていた私の視界の中で、バチカン宮殿が粘土みたいにぐにゃりと歪んだ。

「っ」

　じわっと目に浮かんだ涙が、瞳に映る美しい世界を滲にじませ、頼りなく儚はかなげに揺らす。

　自分が泣いていることに気付き、私は慌てて手の甲で目元をゴシゴシと擦こすった。

　喉の奥がひくっと震えるのを、ごっくんと唾を飲んでごまかし、口をすぼめて「ふうっ」と息を吐く。

　壮大な世界遺産の目の前にいるっていうのに。

　人生初のひとり旅に臨んだのは、少しでいいから前向きになって、ここから踏み出すためなのに。

　春馬さんとのことを振り返って泣いてたんじゃ、なんのためにここまで来たのかわからない。

　沈み切った気持ちをなんとか奮い立たせ、とにかく無理矢理にでも観光を楽しもうと自分を叱しっ咤たした時、いつの間にかすぐそばに立っていた少女が、突然ドンとぶつかってきた。

「きゃっ……!?」

　気がそぞろになっていた私に、少女の行動は、完全に不意打ちだった。

　よろけた途端、バタバタと不揃いな足音が近付いてくるのがわかった。

　ハッとして顔を上げると、数人の子供たちが私めがけて、広場の方から駆け寄ってくる。

　一瞬怯ひるんだ隙に、彼らは、私が肩から提げていたバッグを、あっさり掠かすめ取っていった。

「あっ！　ダメ!!」

　反射的に声を張ったものの、子供たちは恐るべきすばしっこさで、広場とは別方向に脱だっ兎との如ごとく駆けていってしまう。

「ちょっ……！」

　慌てて足を踏み出すと、最初にぶつかってきた少女が、再び私に体当たりしてきた。

　身体を張って行く手を阻まれ、不覚にも足が竦すくんでしまう。

「う……あ……」

　見知らぬ街で、たったひとり。

　日本でも遭ったことのない犯罪に直面している。

　それを自覚した途端、得体の知れない恐怖が胸に巣食った。

　激しく気が動転して、心臓がドキドキと騒ぐ。

　私が声も出せずに立ち尽くしている間に、その少女も他の子供たちの後を追って逃げ出した。

「あ……」

　身体を雁がん字じ搦がらめにしていた恐怖が、一気に緩む。

　怖い目に遭ったものの、命があることにホッとすると同時に腰が抜けて、私は地面にへなへなと座り込んでしまった。

　外国人の初老夫婦が、私になにか言いながら近寄ってきて、手を貸してくれた。

　周りにいた人の何人かが、子供たちを追いかけてくれたらしい。

　英語だったから、かろうじて聞き取れた。

　お礼を言ってなんとか立ち上がったものの、すぐ次の瞬間、全身の血液が足元までサーッと引いていくような、うすら寒さに襲われた。

　パスポート。お金。クレジットカード。ついでにスマホ。

　海外旅行では、命の次に大事といっても過言ではないものすべてを、私は盗まれてしまったのだ。




　少年少女のスリ集団にバッグをひったくられてから、一時間後。

　私は、藁わらにも縋る思いで日本大使館に駆け込んだ。

　ここが大使館だと知らずに来たら、なにかの美術館と間違えそうな建物だ。

　外観はレトロな石造りで、街のあちこちで見かける歴史建造物にも負けない、深い趣が漂ってくる。

　日本の区役所なんかとは全然違う。

　いくら、異国で途方に暮れている日本人でも、誰でもウェルカム状態で開放されているわけじゃない。

　門は鉄柵でしっかりと閉められていて、イタリア人の警備員に来館目的を説明しなければ開けてもらえないのに、私は、イタリア語はもちろん、英語ですらしどろもどろで、まともな会話にはならない。

　それでも、荷物も持たずにオロオロしている私の様子から、警備員は用件を察してくれたようで、中に通してくれた。

　外から見ただけなら歴史的建造物でも、入館に際するセキュリティは近代的。しかも、二段階で相当厳重だ。

　身分を証明するものも、誰かとの通信手段もない。

　その上、無一文……。

　今の私には、この厳しいセキュリティチェックも、私を振るい落とすための無情な関門のように思えてしまった。

　あまりの心細さと不安でガタガタ震えながらも、なんとか領事部まで辿たどり着くことができた。

　ここでもやっぱり、わかりやすい手続きカウンターのようなものはない。

　胸元をぎゅっと握りしめながら、職員を捜してきょろきょろと視線を走らせた。

　そこに。

「こんにちは。ご用件は？」

　背後から、低い落ち着いた声が聞こえてきた。

　事務的に用件を問われただけでも、それが日本語というだけで、飛びつきたくなる。

　海外で盗難被害に遭った後、縋る思いで駆け込んだ日本大使館。

　やっと日本語で会話ができる。

「っ……あ、あのっ。私」

　情けなく顔を歪めて勢いよく振り返ると、寸分の隙もないビシッとしたスーツ姿の、長身の日本人男性が立っていた。

　首から提げた顔写真入りのＩＤ。

　もちろん、彼が大使館に勤務する職員なのは一目瞭然。

　ああ、もう安心――。

　途端に気が緩み、私はここでも腰を抜かしてへたり込んでしまった。

「……どこか、怪我でもしました？」

　男性が背を屈めて、訝いぶかし気に眉根を寄せる。

　私は顎あごを上げて彼を見上げ、慌ててぶんぶんと首を横に振って否定した。

「違うんです。あのっ……私、バッグ……。パスポート、お金……」

　ここに来た理由を説明しようとしたのに、気持ちばかりが先走り、口を突いて出るのはなんのセンテンスにもなっていない単語だけ。

　それでも彼は、私がどんな目に遭ったか察してくれたようだ。

「ああ、スリ被害に遭われましたか。では、早速遺失物の手続きを。……といっても、一般職員はシエスタか」

　ローマに来てここを訪れる日本人の用件は、たいていそれだ……と言わんばかりの、大したことなさそうな口ぶり。

　でも今は、彼の落ち着きっぷりが頼もしくて、安あん堵ど感が強まる。

　よくあること。私だけが怖い目に遭ったわけじゃない――。

　ホッと小さな息を吐くと同時に、鼻の奥の方がツンとするのを感じた。

　いけない！と思った時には、すでに遅く……。

「仕方ない。私が……ん？　どうかし……」

「す、すみません。すみません……！」

　とめどなくこぼれる涙を、止める術すべもなく。

　冷たい大理石の床に座り込んだまま、泣きじゃくってしまった。

「えっ……」

　目の前でいきなり泣き出した私に、彼もさすがにギョッとして、何度も瞬きを繰り返していた、けれど……。

「泣かれても、困るんですが」

　言葉通り、困り果てた声。

　短く浅い息を吐いた後、床に座り込んだままの私を、ひょいと横抱きに抱え上げた。

「っ!?　なっ、なっ……!?」

　ふわっと浮き上がる感覚に怯み、ひっくり返った声をあげた時には、驚きのあまり涙も嗚お咽えつも引っ込んでいた。

「暴れないでください。手続きしなきゃならないでしょう。そっちのソファに移動するだけです」

　すぐ耳元で、そう告げられる。

「はっ……はいっ……」

　私は小さく縮こまって、なんとかそれだけ返事をした。

　商談スペースのようなソファに私を下ろすと、彼は一度奥に姿を消し、なにかの用紙を持って戻ってきた。

　相談受付用紙と、パスポートの再発行に必要な申請書だと言われた。

　ボールペンを貸してもらい、必要事項を記入して渡すと、彼はそれを検あらためる。

　私と彼の間に、無言の沈黙が続く。

　少し落ち着いたのを機に、私は書類に目を伏せる彼を、上目遣いで窺うかがった。

　今になってやっと、意識して彼を見ることができた気がする。

　黒というより少し色が抜けたこげ茶色の髪は、中央よりやや右寄りに分け目を作っていて、自然な形ですっきりセットされている。短すぎず長すぎず清潔感もあり、普通のサラリーマンでも好感度が高いスタイルだ。

　男らしい太い眉は、眉尻がわずかに上がり気味で、わざとらしくなく整えてある。

　切れ長の目は、涼し気で凛りんとした印象。鼻筋が通っていて、薄い唇。

　端整でありながら、どこか精せい悍かんな顔立ちをした超イケメンだ。

　しかも、日本でもトップクラスの選ばれしエリート、外交官――。

　外務省職員の中でも、外交官になれるのは、特に優秀なたった一握りの人間と聞いたことがある。

　目の前にいるのは、普通にしてたら絶対知り合う機会もない、超難関の職務に就く、インテリジェンスな紳士だ。

　そのずば抜けた優秀さゆえ、取っつきにくそう……と勝手なイメージを持っていたけど、この人は偉ぶった感じもなく、穏やかだ。

　同じ大人の男というだけで、別れたばかりの春馬さんと印象がかぶる。

　向かい側のソファに座り、やや正面を外して長い足を組み上げている彼に、春馬さんの面影がよぎる。

　私は、ハッとして顔を背けた。

「門脇泉水さん、二十八歳。東京在住の会社員……ですね」

　彼が、ちらりと私に横目を向けてくる。

「な、なにか？」

　どこか艶つやのある流し目にドキッとしたのを見透かされたようで、彼はクスッと笑った。

「失礼。せいぜい大学生かそこらかと思っていたので」

「……顔立ちのせいですか。幼いって、よく言われます」

　彼は書類に視線を戻し、「いえ」と短く否定した。

「親鳥からはぐれた雛ひなみたいに、心細そうな顔をしてるせいです。大丈夫。パスポートなど、所詮役所が発行するものですから、失ったきりにはなりませんよ」

　――励ましてくれたんだろうか？

　どこまでも機械的で淡々とした口調なのに、なんだか少し、心が軽くなったような気がする。

「勤務先は……へえ。国内最大手の商社ですか。優秀な方なんですね」

　続けて記載事項を読み上げる低い落ち着いた声が、私の耳を心地よくくすぐる。

　それもまた春馬さんと重なり、私は胸元を握りしめた。

「いえ、そんなことは」

　手続きに必要な、事務的な会話をしてるだけなのに、いちいち胸が騒ぐ。

　私は一度ぎゅっと唇を噛みしめてから、恐る恐る彼に視線を戻した。

　この人は、春馬さんじゃない。

　ふたりの違いを見つけて、どうにかして自分に刻みつけたい。

　とにかく、胸の鼓動を抑えたかった。

「ローマには、昨日着いたばかりですか。観光初日で、災難でしたね」

　私が書いた書類に目を落とした彼が、ふっと眉を曇らせる。

　なんと言うか、すごく雰囲気のある人……。

　いつも朗らかな春馬さんは、そういうどこか憂いを帯びた表情を、あまり見せなかった。

「は、い」

　私は、ぎこちなく相あい槌づちを打ちながら、努力して頬の筋肉を動かした。

　かろうじて笑ったといえる表情を、久しぶりに作れたと思う。

　彼は書類から目を上げ、ちらりと私を見遣った。

　宙の真ん中でバチッと目が合ってしまい、私は慌ててそっぽを向く。

　どこに視線を持っていけばいいか困り、結局目を伏せた。

　そうすると、彼が組み上げている長い足が、視界の真ん中を占領する。

　さっき声をかけてくれた時、身長百六十二センチの私が喉を仰のけ反ぞらせるくらいだったから、優に百八十センチはあるとみていい長身。

　春馬さんは百七十センチちょっとだから、見上げる時の角度は、もう少し緩やかだった。

　この人は、無駄な肉などなさそうなスレンダーな身体つきだけど、肩幅も背中も広く、私を軽々と抱き上げた腕は力強かった。

　春馬さんの方が、やや華きゃ奢しゃな体型かもしれない。

　彼を踏み込んで観察して、春馬さんとの違いをいくつも見つけ出すうちに、私の胸の変な高鳴りは徐々におさまってきた。

　今度こそしっかり顔を上げて、今目の前にいる外交官の彼をまっすぐ見つめる。

　すると。

「キツいようですが、言わせていただきます。あなたの行動は、あまりにも無防備で、愚かだ」

　彼はお腹の底から溜め息をつき、その薄い唇をそういう形に動かした。

「……えっ」

　短く聞き返して瞬きをする私の前で、書類をテーブルに置く。

「海外旅行に出る前に、外務省のホームページを見て下調べをしろとは言いません。ですが、ほら、それ。今のあなたの唯一の所持品、ガイドブック。それにもちゃんと書いてあることです」

　骨張った長い指で示されたガイドブックに、私は導かれるように視線を落とす。

「ローマは近隣諸国からの移民が多く、あなたを襲ったような子供のスリ集団は日常的に横行しています。百歩譲って知らなかったとしても、パスポートの現物と有り金全部一緒に持ち歩くのは非常識です。ただでさえ、金持ち日本人はどこに行っても格好の餌えじきなんですよ」

　もうひとつ溜め息をお見舞いされて、私は肩も首も縮めた。

「海外に来ると、なぜか、日本の女性は呑のん気きで無防備で開放的になる。それゆえ、日本人女性を巻き込んだ犯罪が絶えない。ひとり旅なら、なおさらです。痛い目を見たくなければ、もっと危機感を持って……」

「すっ……すみません！　反省してます!!」

　なにもかも、仰る通り。

　あまりの恥ずかしさにいたたまれず、カアッと頬を火ほ照てらせた。

　両手を膝について、身を縮こませる。

　窘たしなめるような口調で苦言を呈していた彼も、口を噤つぐんできゅっと唇を結んだ。

「こんな……こんなボロボロの時に、ひとり旅なんかやめておけばよかった。せっかく憧れのローマに来たのに、陽気な人たちを見ても心は晴れないし、むしろひとりぼっちを痛感するだけで……」

　膝についた手に、ぎゅうと力を込める。

　力が入りすぎて血が失うせ、白くなった拳こぶしを、彼が視界の端に映しているのが感じられる。

「わ、私みたいなのがいるから、外交官さんの仕事も増えるし、迷惑ですよね。ほんとに、すみません」

「どう見ても、ひとり旅は不向きだと思ってましたが、失恋して傷心旅行……ってとこですか」

　ズバリ言い当てられ、私はビクッと肩を震わせた。

　それには答えず、恐る恐る顔を上げる。

　目が合う前に、彼の方が私から視線を逸らした。

「この国を楽しめないなんて、もったいないな。……これだけあればいいですか」

「……え？」

　上着の胸ポケットからセンスのいい黒革の財布を取り出し、カラフルな色合いの紙幣を抜き取る。

　それを、私の視界の真ん中に入るように、テーブルの上に滑らせてきた。

　ユーロ札は数字が大きく印刷されているから、パッと見ただけでいくらあるかわかる。

　百ユーロが十枚、千ユーロ。

　日本円に換算すると、約十二万円といったところ。

「え、えと……？」

「今、手持ちがそれしかないので。足りないでしょうが、節約して使っていただければ」

　足りないわけがない。

　盗まれた有り金全部より多かった。

　それを、仕事で対応してくれただけの外交官にポンと出されても、借りるわけにはいかない。

「い、いえ。ありがたいですけど、こんな大金お借りできません」

「パスポートの再発行にも手数料かかりますよ。無一文なのに、どうやって払うんです？」

「それは……」

　当然の指摘の前で、私も返事に窮した。

「ホテルはいいとして、最終日の空港までの足代は？」

　彼が畳みかけてくるのは、無情な現実問題だ。

「え、っと……」

　声を尻すぼみにして俯き、唇を噛んだ私の前で、彼は眉間に皺しわを刻み、肩を動かして息をした。

「返せとは言いませんから」

「っ、え？」

　ずいぶんとあっさり言われて、私は喉に声を引っかからせてしまった。

「使い途みちのない金です。それでローマの街を少しでも楽しんで、元気を取り戻してください。日本に帰ったら、一からリスタートできるといいですね。希望的投資のつもりです」

「っ……」

　苦言転じて、思いがけず温かい言葉に、口ごもった。

　そんな私の前で、彼はテーブルから書類を取り上げ、ソファを軋きしませて立ち上がる。

「パスポート、再発行急がせます。そうですね……明後日にはご用意できると思いますので、昼時を外してお出でください。では」

　そう言って、きびきびと背を向ける彼を、

「ま、待ってください！」

　私は、無意識に腰を浮かして呼び止めていた。

　片手をスラックスのポケットに突っ込んだ彼が、肩越しに振り返る。

「また、ローマに来ます。それで、お金は必ずお返しします。だから、お名前……あなたのお名前を教えてもらえませんか」

　胸の前で両手をぎゅっと握りしめ、そう告げる。

　彼は無言のまま回れ右をして、私に向き直ると、ふっと口角を上げた。

「成なる瀬せ、といいます。成瀬、柊しゅう甫すけ」

「成瀬、さん」

　彼の言葉を拾って、私もその名を繰り返す。

「ですが、あなたがいつまたローマに来れるかわかりませんし、私もいつまでローマ駐在か不明なので。同情の餞せん別べつ、とでも受け取っていただければ結構です」

「っ……」

「じゃ」

〝同情〟と言われて、傷ついた。

　だけど、彼は言葉に詰まる私からふいっと視線を外して、再び背を向けてしまう。

　大理石の床をカツカツと打つ、革靴の音が遠ざかっていく。

　それを聞いているうちに、私は居ても立ってもいられなくなり……。

「ま、って!!」

　意を決してグッと顔を上げ、床を蹴って追いかけた。

　先を行く成瀬さんの背中でスーツをぎゅっと握りしめ、足を止めさせることに成功する。

「なっ……？」

「だったら、せめて。なにか、私にできることはありませんか？」

　どうしてだか、必死だった。

　私を見下ろす彼の黒い瞳に、言葉を尽くして訴えかける。

「あなたに？」

　訝しげに眉根を寄せるのを見て、私は彼の上着から手を離した。

　一度ごっくんと唾を飲んでから、何度も首を縦に振ってみせる。

「逆に聞きたい。あなたになにができますか？」

　冷静に質問を返され、私はうっと口ごもった。

「そ、そりゃあ、大したことは……。でも借りっ放しになるかもしれないのに、このままじゃ……」

　結局、声を尻すぼみにして黙った私の頭上で、成瀬さんが「ふう」と息を吐いた。

「おどおどしたうさぎかと思いきや、なかなか強情ですね、あなたは」

「う、うさ……？」

「まあ……そこまで言うなら、ひとつお願いしたいことが」

「……！　はい。仰ってください」

　彼がなにを要望するのか。

　目まぐるしく働き始めた思考回路で、言葉の続きを予想した。

「今夜のご予定は？」

「っ、え？」

　今までと打って変わった悪いた戯ずらっぽい微笑みに、胸がドキッと跳ねる。

　大きく見開いた目で見上げると、彼はすっきりとセットした前髪に指を通し、くしゃっと握りしめた。

「私、ここに来て五年、男のひとり暮らしでしてね。夕食はひとりで外食することが多い。せっかくだから、ご一緒に……と思ったんですが」

「ゆ、夕食……？」

「ええ。あなたもひとり旅なら、おひとりでしょう？　……違いましたか？」

　成瀬さんが、小首を傾げてそう続ける。

「いえいえ！　そうです。私も、ひとり……」

〝今夜のご予定〟なんて言い方するから、デートのお誘いじゃないかと、深読みしてしまった。

　ドキッとして勝手に警戒しかけたのが、自意識過剰で恥ずかしい。

　頭からしゅうっと蒸気が出そうなほど顔を真っ赤に染め、しどろもどろになって俯く私を、彼はふっと口角を上げ、目を細めて笑った。

「では、六時にまたここに来てください」

　彼が向けた探るような瞳に、妙な色っぽさを感じて、私の胸がドキッと跳ねる。

　春馬さんは、こういう目で私を見たことはなかった。

　だから、私は、自分がなにに胸を弾ませたのかわからず……。

「は、はい」

　成瀬さんに返事をした後、どこか覚おぼ束つかない気分で宙に目線を彷徨わせた。




　私は一度大使館を出て、再びローマ観光に戻った。

　六時には、また大使館に行くことになっている。

　まだまだ日の長いローマで夕方六時という時刻は、観光を切り上げるには早いし、正直ちょっともったいないけど、その分私は精力的に観光地を訪ね歩いた。

　大使館に戻ってきたのは、午後五時五十分。

　一日歩き回り、ほどよい疲れを心地よく感じているのを自覚して、私は苦笑を漏らした。

　なんだろう。今朝、第一歩を踏み出した時と比べると、信じられないくらい気分が高揚している。

　バッグをすられるなんて、人生でそうそうない最悪な目に遭ったのに、その後の方がずっとずっと、ローマの街を楽しむことができた。

　ひとり旅って、なにが起こるかわからないな。

　いつもは二の足を踏みそうな未体験のことにも、怯まないで踏み出してみよう。

　私の心は、やや前向きに傾いていた。

　午後六時を少し過ぎて、成瀬さんが姿を現した。

　大使館の鉄柵の前で待っていた私を見留めた途端、大きく目を瞠みはる。

「驚いたな。本当に来たのか」

　口元に手を遣り、戸惑ったように呟く。

「本当はご迷惑かと思ったんですが、私も、夕食ご一緒できるの、助かるので」

　私は少し緊張しながら、はにかんでみせた。

「日本でもそうなんですが、ひとりで外食するの苦手で。ちょっとくらい図々しくても、開き直って、甘えることにしました」

　この旅の間は、適当にレストランに入り、慣れないオーダーに緊張しながら、ひとりで寂しく食事をする。そう覚悟していたけど、及び腰でもあった。

　街中のスタンドやスーパーで売っていたパニーニも、なかなか美味しそうだったし、成瀬さんと約束していなかったら、そういうもので妥協して、ホテルの部屋に持ち帰って食べようとしただろう。

　でも、それじゃ、きっと味気ない。

　だから今、成瀬さんが食事に誘ってくれたことが、素直に嬉しい。

「やっぱり、ひとり旅向きじゃないな。君は」

　成瀬さんが、揶や揄ゆするように言うのを聞いて、ひょいと肩を竦める。

「ほんと、その通りです」

　彼にはそう答えてから、私はそっと辺りを見回した。

　大使館の周りは、閑静な住宅街といった印象で、リストランテどころか、トラットリアやカフェも、あるようには見えない。

　私の思考を見透かしたのか、彼が「ああ」と頷いた。

「私、ここまで車なので。一度自宅に戻ってからでないと、せっかく女性とディナーだというのに、酒が飲めない。こんなところにご足労いただいて、申し訳なかった」

　成瀬さんがふっと口角を上げるのを見て、私は思わずドキッとしてしまった。

「い、いえ。全然。私、気ままなひとり旅ですから！」

　胸の反応をごまかそうと、私は明るく声を張った。

　それには彼も目を細める。

「ひとり旅を楽しんでるんだか、どうなんだか。わからないな、君は」

　昼間より、やや砕けた口調。からかうように意地悪に動く瞳も、印象が違う。

　またしても頬が火照りそうになって、私は無意識に手を当てて隠した。

　そんな私を知ってか知らずか、成瀬さんは先導するように一歩前に出る。

「私のアパルタメントは、ここから車で十分ほどです。ワンブロックの場所に、なかなかうまいトラットリアがありますから、そこでどうです？」

　肩越しに振り返り、私に意思を確認してくれる彼に、

「は、はい。ぜひ」

　私は喜んで同意を告げた。

　数時間前に出会ったばかりの外交官と、一緒に夕食。

　私にとっては、完全なる非日常の出来事だ。

　成瀬さんが言うように、私には絶対に不向きだけど、こういうのもひとり旅の醍醐味なのかもしれない――。

　彼と会って、またさらに気持ちが前進しているのに気付く。

　私でも、異国の地で開放的になってるんだろうか。

　今、私の気分を晴れやかにしてくれている彼を見上げて、無意識に顔を綻ほころばせた。

　そんな微笑みが、自然と浮かぶのも久しぶりだった。




　駐車場から成瀬さんの車に乗り、彼が言った通り十分ほどのドライブ。

　彼のアパルタメントは、大使館の周辺とあまり雰囲気は変わらない、住宅街の一角にあった。

　新しい近代的な建築物が少ないローマの街に溶け込むような、風情ある外観。

　日本の〝アパート〟を想像すると、ローマのそれはすこぶる立派だ。

　車を降り、ワンブロック歩いて到着したトラットリアは、もちろん、私が持っているガイドブックに載っているような、高級で有名なリストランテなんかとは全然違う。

　石造りでこぢんまりとした、かわいらしい内装のこのお店の売りは、ローマの素朴な家庭料理。地元民のみが知る、人気店だそうだ。

　暖色系の間接照明で、ちょっとムーディーな雰囲気。

　夕食にはまだ少し早めの時間だというのに、店内のテーブルはすべて埋まっている。

　ほとんどが、男女ふたり組。恋人か夫婦だろう。

　そんな中、私と成瀬さんは、本来なんの関係もない、外交官とひとり旅のＯＬ。

　今日初めて出会って、〝知り合い〟とも言い難い関係の私たちが、こうしてテーブルを挟んで、ワインと食事を楽しんでいるのが、なんとも不思議だ。

　隣のテーブルは、英語圏からのハネムーナーっぽい。

　成瀬さんも、普段は彼女を連れてきたりするのかな、なんて思い、

「成瀬さん、恋人はいないんですか？」

　私は深く考えずに、直球で訊ねてしまった。

「え？」

　彼が虚を衝かれた様子で、何度も瞬きを返すのを見て、ハッと我に返る。

「あっ。あっ……！　すみませんっ。つい、立ち入ったことを……！」

　恐縮しまくって、肩に力を込めて謝る。

　背中に変な汗が伝うのを感じながら身を縮めると、成瀬さんは一度目を伏せてクスッと笑った。

「いいえ。別に、構いませんよ」

　なんだかセクシーにワイングラスを揺らしてから、上品に口元に運ぶ。

「恋人も妻もいません。この職務に就いている間は、必要ない」

「え？」

「外交官は根無し草なので。周期的に、日本と海外を行ったり来たり……。そんな男、嫌でしょう？」

「いえ、そんな」

　成瀬さんの言い方が、なにか自嘲的に思えたから、私はゴクッと唾を飲んだ。

　けれど、彼は一瞬見せた憂いを、すぐに霧む散さんさせる。

「まあ、おかげで、誰に気兼ねすることもなく、今日初めて出会った門脇さんをお誘いできた。かわいい女性とディナーを堪能するという、極上の時間を過ごせる」

　ワインのせいか、間接照明のせいか、ほんのりと赤く染まった頬と目元が、やけに色っぽい。

「か、かわいいなんて」

　私は、頬をカッと赤く染めて目を泳がせた。

　それには、成瀬さんもふっと短い吐息で笑う。

「君の恋人だった男は……そういうことを言わない人でしたか？」

「そういう、って？」

「自分のものだと安心しきって、口説く手間を惜しむような男だった？」

「くど……!?」

　呼吸するようにさらりと言われて、思わず噎むせ込んでしまった。

　慌てて胸を叩いて、咳を鎮めようとする私を、成瀬さんはおもしろそうに目を細めて眺めている。

「ずいぶんと、もったいないことをする男だな」

　しれっとうそぶく彼を、私は顔を火照らせながら上目遣いに窺った。

　大使館ではどこか事務的だった彼が、仕事から離れてプライベートだからか、ずっとずっと柔らかい、寛いだ表情を浮かべる。

　髪のセットも、この時間になるとやや崩れていて、さらりと額にかかっている。

　そのせいか、昼間会った時よりやや幼く見える。

　少しずつ砕けた態度になっていく成瀬さんは、口調や物言いは春馬さんとは全然違う。

　昼間は、そうやって似ていないところを見つけて安心できたのに、今はなぜか胸がとくんとくんと淡い音を鳴らしている。

　春馬さんと一緒にいる時、何度も感じたのと同じ、胸の反応――〝ときめき〟と似ているから、自分に戸惑った。




　トラットリアを出た時、時計は午後九時を指していた。

　成瀬さんと約束したのは、夕食だけ。

「タクシーを呼びましょう。ホテル、どちらですか」

　彼は、高級ブランド物の腕時計で時間を確認しながら、そう言ってくれた。

　だけど、私は、その腕時計を隠すように、彼の上着の袖をちょんと摘まんだ。

「……門脇さん？」

「あの……結局ご馳走になっただけで。夕食をご一緒するくらいで、お礼になったんでしょうか……？」

　俯いて訊ねる私を、成瀬さんが訝し気に見下ろしている。

　それほど強くないのに、楽しくワインを飲んだせいで、私は多分、自分で思う以上に酔っていたんだと思う。

　このままホテルに戻るべきだとわかってるのに、頭上から「え？」と聞き返され、思い切って顔を上げた。

「だって、私ばっかり楽しませてもらって。だ、だから、成瀬さんが私と夕食をとる時間を、極上って言ってくれるなら、明日も明後日も……」

　言っている途中から、成瀬さんの影が降りてくるのは気付いていた。

　だけど、まさか、今日初めて会った人にキスをされるとは、思ってもいなくて。

　言い切る前に唇を塞ふさがれ、私は驚いて大きく目を見開いた。

　少し乾いた彼の唇は、私のそれを数回しっとりと啄ついばみ、最後に余韻を残すように押し当てて、離れていく。

「……なる、せさ」

　彼の行為を受けている間ずっと、瞬きも忘れて開きっ放しだった目。

　まっすぐ視線を返されて、私の胸がドクッと沸き立った。

「恋人がいたわりに、男を知らないんだな。無防備すぎて、呆あきれる。今も、俺にされるままで、抵抗も見せない。よく今まで〝無事〟だったな」

　言葉通り呆れたように短い溜め息を返され、ギクッとして肩を縮めた。

「男とふたりで食事して酒を交わし、その上〝帰りたくない、もう少しだけ〟なんて素振りを見せたのはそっちだ」

「え？　い、いえ。私、そんなつもりじゃ……」

「お言葉に甘えて、持ち帰ってやる。君の気が済むまで、たっぷりと〝お礼〟してもらおうか」

　春馬さんとは似ても似つかない、どこか狡こう猾かつに歪んだ微笑み。

　もちろん、今まで見た成瀬さんのどの表情とも違う。

　背筋にぞくりと戦せん慄りつが走るのを覚えた時、私は勢いよく彼に抱き寄せられていた。

「っ、なる……んっ……！」

　驚いて、とっさにあげた声は、彼の熱い唇にのまれる。

　激しく獰どう猛もうに貪むさぼるようなキスは、突然だったさっきのものとは比べものにもならない。

　強引に唇を割って入ってきた舌が、口内を荒々しくかき乱す。

「ふ、っ……あんっ……」

　鼻から抜けるような声を漏らすだけで、私は二度目も彼にされるがまま。

　ワインの酔いが回る。

　今までに経験がないほど熱い官能的なキスに、頭の芯が焼き切れる。

「人生で一度くらい、旅先で悪い男にたぶらかされてみるのも悪くないだろ」

　濡れた唇で耳をくすぐりながら、直接鼓膜に刻み込まれた、危険で刺激的な誘惑――。

　――私は、本当に、〝そんなつもり〟じゃ、なかったんだろうか？

　どんなつもりだったか判断するだけの、冷静な思考回路は完全に寸断されて、私は成瀬さんのアパルタメントに連れ込まれてしまった。




　それから、二時間――。

　全身至るところから湧き上がる快感が、もう絶え間ない。

　感じっ放しの身体に力は入らず、自分の意思では動けない。

　何度も絶頂を見た今、心身共に疲れ果てていて、なにか考える余裕も失った。

「あっ……や、あっ……」

　彼の律動のリズムに任せて、強く揺さぶられる身体、ギシギシと軋むベッド。

　涙の膜が張った視界に映るのは、私に覆おおいかぶさって、容赦なく最奥を突く男性のシルエット。

　近すぎるからか、ルームライトだけが光源の仄ほの暗ぐらさだからか、その顔は捉えられない。

　今、私を抱くのが誰かなんて、考えるまでもない。

　私が付き合った男性は春馬さんだけだから、彼以外にあり得ない。

「はる……春馬、さ……」

　彼の名を呼ぶのも、当然の連想ゲームから得た結果みたいなものだった。

　なのに。

「よく、見ろ。俺は、君の、最低な元カレじゃない」

　どこか途切れ途切れの不機嫌な声に遮られ、

「っ、ふうんっ……」

　唇を塞がれて、それ以上名前を口にすることができない。

「君を裏切り、他の女との間に子供を作った男なんだろ？　そんな男と一緒にするな。君が知らないところで、〝春馬さん〟はこうして他の女を抱いてたんだよ。今の君と俺のように……熱く激しく」

「っ……！」

　尖とがらせた舌先が、薄く開いた唇の隙間を縫って侵入してくる。

　容赦なく口内を蹂じゅう躙りんする彼の舌に追い詰められ、呆気なくからめとられてしまう。

　絡まった舌が生み出す、なまめかしく湿った音。

「あ、ふっ……あ」

　意思とは関係のない、寒気と紙一重の戦慄が湧き上がり、あっという間に背筋を駆け抜けていく。

　浜辺に打ち上げられた魚のように、ビクビクと痙けい攣れんする私の耳を、ふっと吐息混じりの笑い声がくすぐる。

　私が完全に身体を弛し緩かんさせると、覆いかぶさっていた彼が、ベッドを軋ませて身を起こした。

　さっきまでの荒々しさが嘘みたいに裏腹な優しさで、私の目元の涙を指で拭ってくれる。

　視界を曇らせていた涙の膜が晴れ、

「なる……せ、さ……？」

　一番に映り込んだ人の名を、弾んだ息の中で呼んだ。

「やっと、俺に見えたか」

　返ってくるのは、皮肉っぽい声。

「どう、して。私……」

　無防備に肌を晒さらし、乱れきった姿を見下ろされているのに、腕を持ち上げることもできないくらい、脱力している。

　彼に返した声も視線も、ぼんやりと、とろんとしていた。

　私の呟きには、くぐもった笑い声が降ってくる。

「君は、たった一度も、恋人以外の男とセックスしたことなどなさそうだ」

「え……？」

　脳が酸欠状態でボーッとしていて、成瀬さんがなにを言ったか、理解できない。

「それじゃ、到底思いつかないだろう。だから、教えてやってるんだよ。手っ取り早く、男を忘れる方法」

「教える、って……」

「次回からの教訓にしておけ。くだらない男に身も心も囚とらわれたまま、傷心旅行なんかしても無駄だ」

　つい先ほど、涙を拭き取ってくれた骨張った指が、額に貼りついた前髪を優しくどかしてくれる。

　そうして剥むき出しになった額に、柔らかい唇が触れた。

「っ……」

　もう、彼に触れられるだけで、身体中のどこもかしこも敏感に反応する。

　ぞくりと身を戦慄かせる私に、成瀬さんが再び圧しかかり、肌を重ねてきた。

「な、なる……」

「男を忘れたいなら、それよりもっともっと極上な男に、甘やかされて愛されればいい。こうやって。ドロドロに溶けるくらいまで」

　成瀬さんはベッドについた両腕で私を囲い込むと、見せつけるようにゆっくりと顎を傾け、唇を塞いでくる。

「ふっ……ん、うっ……」

　ほとんど息を乱すことなく、熱く深いキスを私に何度も浴びせる。

　いやらしい音を立てるキスから逃れられず、私の意識は朦もう朧ろうとしていく。

「君にとって、このひとり旅は、一世一代と言っていいほどの、勇気ある行動だったんだろ？」

「成瀬、さ……」

「それなら、めいっぱい羽目を外して日本に帰れ。ひと肌脱いで、一生忘れられない極上の夜にしてやるよ」

　成瀬さんが、大きな手で私の胸を遠慮なく揉もみしだきながら、甘い囁きで挑発してくる。

「や、ま、って……」

　口では『待って』と言えても、成瀬さんの唇が、舌が、指が私の全身にもたらす甘く危険な刺激が、信じられないくらい官能を煽る。

　全身がビリビリと痺しびれていて、なにをされても痙攣してしまう。

　再び涙が滲んだ目に、成瀬さんの綺麗な顔が映った。

　昼間は大人で紳士的だった彼が、野性味を帯びた獣けもののような、欲情を憚はばからない瞳で私を射貫いている。

　彼の目に、今自分がどんな風に映っているか――。

　想像したら、たまらない羞しゅう恥ち心に駆られる。

「嫌……見ないで。お願い、こんな私、見ないで」

　拍動が加速しすぎて、心臓が壊れそうだ。

　涙声で懇願すると、彼がふんと鼻で笑った。

「安心しろ。君が俺に抱かれてどう乱れようと、見てるのは俺だけだ」

「い、や。嫌っ……！」

「俺と君の出会いは偶然。今夜限りの情事は、運命の悪戯。明日になれば、昨日までと同じように、袖を掠めることもない、赤の他人だ。この先二度と、俺と君が会うことはない。……そう思えば、一刻の恥ずかしさなんかどうでもいいだろ」

　こんなに熱く絡み合っているのに、この夜を越えて朝を迎えたら、もう温もりを感じることもない。

　だって、これは、たった一夜の悪い遊びだから――。

　成瀬さんは、私にそう言い含める。

「ほら。いい加減、そのガチガチな理性手放せよ。……俺も、今夜ひと晩は、恥ずかしいくらい君に夢中になってやるから」

「っ……！」

　絶え間ない官能の波間、彼の言葉は圧倒的な媚び薬やくになる。

　ここは、日本から遠く離れたローマの街。

　私がどれほど乱れようと、今身体を重ねている成瀬さん以外の人に、知られることはない。

　そして彼は、この先二度と、運命が交わることのない人だ。

　それなら、もういい。

　彼が言う〝一生忘れられない極上の夜〟を、私も知りたい――。

　一度理性を解放したら、極上を知る期待に心が震えた。

「……なる、せさ……」

　容赦なく襲いかかってくる快感の波に抗うのをやめ、私は成瀬さんの背に両腕を回した。

　耳元を、彼の湿った吐息がふっとくすぐる。

「それでいい。もっと、乱れ咲け」

　最後に残った渇望に溺れ、その夜、私は甘い快楽の沼に沈んだ。










逆プロポーズ




　爽やかな小鳥のさえずりを耳にしたのが先か。

　それとも、全身を覆う心地よい気怠さに、寝返りを打った方が先だったか――。

「ん……」

　自分の声が耳をくすぐり、私はうっすらと目ま蓋ぶたを上げた。

　まだ靄もやのかかった視界に最初に映ったのは、格子状の梁はりが剥き出しの天井だった。

　なんだか、すごいクラシカル。

　お洒落だなあ……なんて思いながら、ベッドについた腕を支えに、のっそりと上体を起こす。

　私の動きで、胸までかけていた毛布がずり落ちた。

　なんとなく自分を見下ろして……。

「っ!?」

　なにも身につけていない、無防備な裸の胸がいきなり目に飛び込んできて、慌てて毛布をたくし上げた。

　なんで私、こんな格好で……！

　疑問がよぎるのとほとんど同時に、昨夜の出来事が脳裏に蘇よみがえってくる。

　途端に、全身がボッと火照るのがわかった。

　そうだ。昨夜あの人と――。

　普段の私だったら、絶対にこんなことあり得ない。

　困り果てていた時、親切に助けてくれたからって、初めて会った人と、あんな、あんな……。

　激しい自己嫌悪に駆られ、思わず両腕で頭を抱え込んだ。

　頭のてっぺんからしゅうっと湯気が立ちそうなほど、顔が熱い。

　成瀬さんが挑発的に囁いた〝極上の夜〟は、大袈裟でもハッタリでもなく、まるでその一生分が一夜に集まったような、濃密な夜だった。

「だからって、あんなの無茶苦茶……」

　何度上り詰めて、果てただろう。

　途中から理性が弾け飛び、恥も外聞も忘れて、本当にドロドロに溶けてしまった。

　そして、朝を迎えて我に返り、今さらの強い羞恥に苛さいなまれる。

　昨夜のアレを、成瀬さんは〝男を忘れる方法〟と言ったけど、一度は結婚を決めた人を、たったひと晩で忘れられるとは思わない。

　だけど――。

「…………」

　私は、ベッドの上で膝を抱えてうずくまった。

　今までずっと、ずんとのっかっていた漬物石が落ちたように、胸が軽い。

　春馬さんを思いながら『忘れなきゃ、忘れなきゃ』と言い聞かせていた昨日までと違って、『くよくよしていないで、街に繰り出そう』と、他のことに目を向けて楽しもうという、前向きな思考が働いてくれる。

　きっと私は、成瀬さんが言うように、自ら春馬さんに囚われ続けていたのだ。

　時間が経てば、自然と忘れられる。

　今、強くそう思える。

　恋人でもない人と身体を交えるなんて、とんでもないことをした自覚はあるけど、この先の人生に踏み出す勇気ときっかけになったのなら、たった一度のことくらい、開き直ってみてもいい。

　一夜明けて冷静になって、昨夜のことを一から十まで思い出しても、一番強く湧き上がるのは羞恥心で、全然後悔はしていないのが認められる。

　こんな気分になれたのも、成瀬さんのおかげだ。やり方は滅茶苦茶だったけど、一応ひと言くらいお礼を言っておいてもバチは当たらない。

「成瀬さん……？」

　ベッドはもぬけの殻だったから、私は彼の姿を捜して、辺りを大きく見回した。

　床に乱雑に散らばっていた服を身につけると、寝室のドアを薄く開けて、リビングに顔を覗かせる。

　広いアパルタメントだけど、ワンフロア使いのスタジオタイプだから、ここからでも十分見渡せる。

　物音はしない。

　しんと静まり返っていて、成瀬さんがいないのは一目瞭然だった。

　ハッとして壁の時計を見上げると、朝九時になるところ。

「仕事……行っちゃったのかな」

　あんなに刺激的な夜を共に過ごした相手をベッドに置き去りにして、仕事に行ってしまうなんて。すごくドライなんだな。

　もしかして、恋人やパートナーを作らないのは、後腐れのないひと晩の関係を楽しむ主義だからとか……。

「…………」

　なぜかモヤモヤしながらリビングに踏み出し、テーブルの上になにか置いてあるのを見つけて、私はハッと息をのんだ。

　重厚感のあるお洒落な鍵と、手帳から破ったようなメモが一枚。

　成瀬さんが私に宛てたものだろうと、急いで飛びついた。

【おはよう。すまないが、鍵だけ閉めてポストに落としておいてくれ。Von viaggio】

　事務的で簡潔なメモは、〝良い旅を〟というイタリア語で締めくくられていた。

〝旅は道連れ〟なんて言うけど、私たちの出会いはただの偶然。

　私と彼の運命が交わることは、もう二度とない。

　そう、昨夜、彼自身が私にそう言った――。

　それが、正しいんだろうけど。

　ズキッと胸が痛むのを、ごまかせない。

「……っ！」

　気が急いて居ても立っても居られなくなり、私は成瀬さんの家を飛び出した。




　スリが日常的に横行しているローマの街で、ポストに鍵を入れるなんて、不用心だから。

　わざわざ大使館まで来た言い訳を考えながら、私は重厚な鉄柵の前に立った。

　昨日とは違うイタリア人の警備員に、たどたどしい英語で、成瀬柊甫さんに会いたいと告げた。

　警備員の返事を理解するのに苦戦していると、大使館から出てきた日本人の男性が、私たちを見て訝し気に眉根を寄せた。

　警備員になにか問いかけて返答を得ると、「ああ」と納得したように何度か頷く。

「成瀬なら、日本に帰任しましたよ」

「……え？」

　私は耳を疑って、大きく目を瞠った。

「昨日でローマでの任期を終えて、本日から赴任休暇に入っております」

　見開いた目で凝視する私に怯みもせず、彼はそう説明してくれた。

「昨日？　任期を、終えた……？」

　私が、耳にした言葉を自分で確認するように繰り返すと、「ええ」と律りち儀ぎに頷いてくれる。

「成瀬に個人的な用件だったら、日本に帰国してから、外務省を訪ねてみたらいかがでしょう？」

　親切な返答は、私の耳を右から左に通り過ぎていく。

　ローマでの任期は、終わり……。帰国するタイミングだから、手持ちのユーロは〝使い途のない金〟だったって、そういうこと？

　でも、それなら、東京で会って直接返すこともできるのに。

　なんで、言ってくれなかったんだろう――。

　いや、疑問に思うほどでもない。

　成瀬さんは、もう二度と会うことのない私なら後腐れがないと思い、ひと晩の遊び相手にしたのだ。

　それなら、〝もう一度会いたい〟なんて、私が思ってはいけない。

　私はようやく、この先の人生のスタートラインに立つきっかけを掴んだところだ。

　今は残りの日程で、ローマの街をしっかり楽しもう。

　この旅を終えて帰国したら、一から再スタートできるように。

　だけど――。

　大使館の日本人男性は、「じゃ」と軽い調子で挨拶して、石畳の通りに出ていった。

　私はぼんやりとその背を見送りながら、ファスナーがついたウインドブレーカーのポケットを、上から押さえつける。

　中には、成瀬さんがポンと差し出した、千ユーロが収められている。

　返さなくていいと言われたこのお金が、昨夜の私への対価みたいに思えてしまい、複雑だ。

　もちろん昨夜のようなことは、後にも先にもない、一生に一度きりのこと。

　それを経験値として活かしていくためには、悪い男にたぶらかされたからじゃなく、私の意思があって招いた出来事でなきゃいけない。

　だから、私はもう一度彼に会って、このお金を返さなければ。




　その後はなんのトラブルもなく、一週間の旅程を予定通りに終えて、私は無事、日本に帰国した。

　休暇明け出勤すると、すぐに期末期初の繁忙期に突入だ。

　私は、日本最大手の総合商社で、国内営業部のアシスタントをしている。

　どちらかというとのんびりした性格の私には、営業部の空気は忙しない。賑やかを通り越して、騒々しいほど。

　特に繁忙期は目が回りそうになるけど、大学卒業以来六年続けた仕事だ。

　国内営業部は若手が多いため、二十八歳の私でも、ベテランの方に数えられる。

　業務量が多いからこそ、自分の仕事だけじゃなく、後輩や新人のフォローもしなければならない。

　ローマから戻って二週間ほどは、プライベートの予定を入れられる状態にはなく、ただ忙しさに埋もれて日々を過ごしてしまった。

　やがて仕事も落ち着き、ようやく定時で上がれるようになった十月中旬、週末土曜日の午後。

　私は、ひとり暮らしの部屋でのんびりと羽を伸ばしながら、成瀬さんのことを思い浮かべた。

　そろそろ休みも取れるし、外務省を訪ねてみようか――。

　そう考えて卓上カレンダーをめくっていた時、実家の母から電話がかかってきた。

《泉水。あなた、いつになったら婚約者を紹介しに来るの》

　スマホを耳に当てた途端、第一声でそう言われて、その連絡をすっかり忘れていたことに気付いた。

「あっ……！」

　思わず声を漏らしてしまい、慌てて口を手で塞ぐ。

　そうだった。

　春馬さんと別れてから、もう二カ月近く経っている。

　両親には、『仕事が落ち着いた頃、ふたりで挨拶に行きます』と電話で婚約を報告したっきり。

　つまり、母の中の情報は古く、そこから更新されていないままだ。

《あ！じゃないでしょう》

　とっさに、どうしよう、と焦った私の耳に、母の呆れたような溜め息が届いた。

《あなた、お付き合いしてる人がいることも、今までなんの報告もなく、突然結婚なんて驚かせておいて。お父さんも、いつになったら来るんだって、怒ってらっしゃいますよ》

　くどくどと咎とがめられて、私は条件反射で背筋をピンと伸ばした。

　門脇家のひとり娘として、厳しく育てられた私にとって、両親は幼い頃からなによりも〝怖い〟存在。

　家を出て、大人になった今でも、苦手意識は根強く残っている。

　三年付き合っていた春馬さんのことを話していなかった理由も、そこにある。

　でも、結婚となったら黙っているわけにはいかず、その時になって初めて『結婚したい人がいます』と報告した。もちろんふたりとも激しく驚き、『すぐにお相手を紹介しに来なさい』と、電話口でまくし立てられた。

　その頃、春馬さんの仕事が忙しかったこともあり、上期末を過ぎたらと約束した。

　それゆえに母も今日まで急かしてこなかったけど、期末期初を終えてもう二週間。さすがに、催促されても仕方がない。

「す、すみません、お母さん。ええと、実は……」

　破談をなんと説明すればいいのか。

　ローマから帰って以来、仕事のことや成瀬さんにお金を返しに行くことばかり考えていて、他のことに頭が回らなかった。

　そのおかげで、春馬さんのことを思い出すこともなかったのが救い。

　でも、こうして電話をかけてこられた以上、もうごまかし続けるわけにもいかない。

　うまい言い訳を探して、無意味に目線を彷徨わせた。

　ところが。

《いつまでも紹介できないなんて、変な男に騙されてる可能性もあるので、お父さんとふたりで伺います。あと四十分で東京駅に着きますから、新幹線の改札口まで迎えに来なさい》

「え……」

　母は私の言葉には耳を貸さず、信じがたいひと言で遮った。

《それから、いいお話があるの。婚約者を紹介できないなら、ちょうどいいから、こちらでお見合いして結婚なさい》

「っ……え、えええっ!?」

《今日まで、ずいぶんと待ちましたからね。これでも譲歩してます》

　よくよく耳を澄ましてみれば、母の声の後ろに、時折なにかノイズが入る。

　電波の関係か、周りの環境のせいか。

　母が言った通り、今まさに新幹線の車内にいるんだろう。

　どうしよう……!!　これじゃあ、破談になったなんてもう言えない。

　私の目の前は、一瞬にして真っ暗になった。

　今日のところは〝婚約者〟を紹介できなくても、来訪が突然すぎるからだと、言い訳で乗り切れる。

　とにかく、今は急がなければ。

　なんとしてでも、お見合い結婚は阻止しなきゃ……！




　焦りで、まともに思考回路が働かないまま東京駅に着き、案内表示に従って、東海道新幹線の改札に向かった。

　腕時計で時間を確認すると、母の電話を切ってから、一時間弱経過している。

　もうきっと、ふたりは到着していて、私が来るのを今か今かと待ち構えていることだろう。

　大きな荷物を持った人たちで賑わう改札が近付いてくると、怯む気持ちが抑えられず、私は歩を緩めた。

　重い足取りで、とぼとぼと歩く。

　何人もの人が追い越していく中、両親を捜し、辺りに視線を走らせる。

　すると……。

「……!?」

　この人混みにもかかわらず、端整で精悍な顔立ちをした、長身の男性に目が留まった。

　意図せず、胸がどくんと音を立てて沸き上がる。

　自分の目を疑って二度見したけど、間違いない。それは、確かに成瀬さんだった。

「っ……」

　瞬時にせり上がってくる焦燥感に駆られ、私は新幹線の改札に背を向け、彼の方へ走り出していた。

「成瀬さん！」

　まだ距離はあるけど、気持ちばかりが急いていた。

　でも、人混みに紛れて声が届かないのか、彼はピクリとも反応せず、前を向いて歩いていく。

「っ、成瀬、さんっ!!」

　二度目は、お腹の底から力いっぱい声を張った。

　周りの全然関係ない人までも、訝しげに私を見遣っている。

「……え？」

　当の本人がやっと足を止めて、振り返った。

　彼の視線が、宙を彷徨う。

「成瀬さんっ」

　ようやく、彼の目が私に留まった。

「なっ……君……」

　驚いた様子で目を丸くする彼の真ん前で、両足を揃えて立ち止まった。

「あの、私……」

「柊甫さん？　お知り合いですか？」

　呼吸を整えながら呼びかけた私を、女性の不審そうな声が遮る。

「え？」

　私は虚を衝かれて、彼の横に視線を流した。

　すると、セレブリティな雰囲気をそこはかとなく漂わせる美人が、私を見て眉根を寄せていた。

　彼女の手は、成瀬さんの腕に添えられている。

　私は、ハッと我に返った。

　もしかして……この人、成瀬さんの恋人!?

「す、すみません！」

　この機を逃すなとばかり、無我夢中で走ってきてしまったけど、〝デート〟の邪魔をしてしまったのは、一目瞭然。

　同時に、成瀬さんに特別な人がいたことを知って動揺して、思わず後ずさった。

『恋人も妻もいない』なんて言っておいて。本当は、日本で、こんな素敵な人が待っていたんじゃない。

　私とあんなことしたのは、二度と会わない女だから。

　日本から遠く離れたローマでなにをしようが、誰にもわからないのはお互い様。

　それならきっと、今、私はすごく迷惑に決まってる。

　切ないんだかなじりたいんだか、よくわからない。なにか複雑な思いが胸をよぎるのをグッとこらえ、私は彼を呼び止めた目的を思い出した。

　成瀬さんの勤務先は、外務省。

　同じ東京にいるのだから、偶然街で会えることがあるかもしれない。

　もしもその時が来たら、いつでも返せるように、私はお金をバッグに忍ばせていた。

　希望的観測から、準備だけは万全。

　でも、まさか本当に再会できるなんて。

　期待しておきながら、そんなうまくいくわけがないとも思っていたから、脇目も振らずに突っ走ってしまった。

　とにかく、さっさと用を済ませて退散しないと。

「あ、あの。ローマでは、お世話になりました」

　彼の顔をまっすぐ見られないまま、バッグの中に手を突っ込む。

　お金を収めた封筒を手探りしていると……。

「……会いたかった」

「っ、え？」

　低い声が頭上から降ってくる。

　わりとはっきり聞こえたけど、その内容に、一瞬耳を疑った。

　反射的に顔を上げた途端、成瀬さんが私の腕を掴み、自分の方にグッと引き寄せる。

　彼の影が、私に色濃く落ちる。

　一気に距離を詰められ、視界が彼の顔に占拠された、次の瞬間。

「んっ……、ふ、うっ……!?」

　私は、唇を塞がれていた。

　ギョッとして大きく見開いた瞳いっぱいに映り込む、端整で精悍な顔は、近すぎてぼやけ、はっきり捉えられない。

「柊甫さんっ!!」

　すぐそこから聞こえた女性の絶叫が、私の耳をつんざく。

　でも、強引に唇を割って入った彼の舌に口内をかき回され、他のことを気にする余裕はない。

　淫らに濡れた水音に耳をくすぐられ、否応なく、ローマでの濃密な一夜の記憶が掠めた。

「ふ、あっ……」

　激しい心拍で鼓動が加速してしまい、私はキスに抵抗もできないまま……。

　やがて、成瀬さんの方から唇を離した。

　呼吸を乱してぐったりする私を、その逞しい腕で支えながら、隣で立ち尽くしている女性の方を見遣る。

「志し乃のさん。申し訳ないが、あなたとの縁談はなかったことに」

　私のすぐ額の先で、妖あやしく濡れた唇が、そういう形に動く。

「え？」

　呆ほうけていた彼女が、困惑を隠せない様子で、私と成瀬さんを交互に見ている。

「ま、待ってください。柊甫さん、この人はいったい……」

「私がイタリア駐在中、付き合っていた女性です。やんごとなき事情があって、帰任前に別れましたが、彼女が戻ってきてくれた今、あなたと結婚はできない」

〝志乃さん〟と呼んだ女性を、淡々と、でも芝居がかった口調で遮って、成瀬さんが私に視線を落とした。

　照れくさそうにはにかんだ笑みは、また新しく知る表情で、私の胸はドキドキと高鳴ってしまう。

「あ、あの。成瀬さん」

「君を愛してる。結婚しよう」

　なんとか言葉を挟んだ私に、成瀬さんが、到底理解不能なプロポーズをした。

「しゅ、柊甫さん!?」

　私より先に反応した志乃さんが、大きくひっくり返った声で名を呼ぶ。

　私は、このあまりに意味不明な状況下で、一瞬金縛り状態になっていたけど。

「成瀬さん、本当に、なにを……」

「いいから。話、合わせろ」

　わざわざ背を屈めた彼に、耳打ちして阻まれた。

「はい……？」

　秘密のやり取りは、ほんの二、三秒。

　語尾を上げて返した私を、彼がぎゅうっと固く抱きしめてくる。

「そうか、ＯＫしてくれるか！　ありがとう。嬉しいよ。絶対に幸せにする」

「!?」

　耳をくすぐる弾んだ声。

　鼓膜に直接刻みつけられるこの感覚を、私は身体で覚えている。

　反射的に背筋がゾクッとして、足から力が抜けていく。

　当然、腕を解くことも抵抗もできないまま――。

「な、なんなの。そんな人がいるのにお見合いなんて、不実ですわ！　ええ、ええ。あなたのような男、こちらから願い下げですっ」

　興奮で上擦ってはいたけど、華麗な〝捨て台詞〟が耳に届いた。

　床に打ちつけるようなヒールの音が、遠退いていく。

　それが聞こえなくなると、あとは人々のざわめきと、せかせかした足音だけが聴覚を刺激する。

　そこに、「ふう」と深い息を吐く声が割って入った。

「タイミングよく現れてくれて、助かった。サンキュ」

　成瀬さんがそう言って、ようやく私を腕から解放してくれた。

　私は我に返り、弾かれたように彼から飛び退く。

「なっ、成瀬さんっ!?」

　ひっくり返った声をあげる私を、たくさんの人が遠巻きに見物している。

　私は、カアッと頬を火照らせた。

　なのに成瀬さんは、好奇の視線はまったく意に介さず、ふっと口角を上げて微笑む。

「久しぶりだな。元気だったか？」

　こんなたくさんの人の前で、私にあんなキスをして、自ら修羅場を演じてみせて、平然と挨拶できる彼の神経を疑う。

　私の心臓は、さらに加速度を増して高鳴り続けている。

　私はそこに手を当てて、喉に引っかかる声を繰り出した。

「な、なんてことをするんですかっ！　あの人、完全に誤解して……」

「俺の恩師の知り合いのお嬢さんでね。帰国早々で見合いを強しいられ、恩師の顔を立てるために一度会ったんだが、勝手に婚約者面で困っていた」

　彼は、言うほど困った口ぶりでもなく、飄ひょう々ひょうと言ってのけた。

「だからって、こんなやり方……」

「君も抵抗しなかったじゃないか。別に構わないだろ。今さら、キスくらい」

　成瀬さんは太ふて々ぶてしくうそぶいて、志乃さんの前とは全然違う、意地悪でどこか妖しい目つきで私を見遣った。

「……ローマでは、あんなに熱く絡み合った仲だ」

　そう、この人は、ローマで私をたぶらかして翻ほん弄ろうした〝悪い男〟――。

「っ……」

　意味深に低められた声に煽られ、あの夜の出来事が、鮮明に脳裏に浮かんでくる。

　私の胸が、猛烈に騒ぎ出した。

「か、構わないわけないでしょう!?　こんな人前でいきなりっ……！」

　まだまだビシバシと向けられる視線から逃げるように目を泳がせた時、バタバタと騒々しい足音が近付いてくるのに気付いた。

　不本意ながら言葉を切って、その方向に顔を向けると。

「……あっ!!」

　こちらに向かって走ってくる鬼の形相に怯み、一瞬、〝父〟と認識するのが遅れた。

「貴様っ!!」

　私が短い声をあげた時には、やけにドスの効いた太い声が、すぐ近くで聞こえた。

　成瀬さんも、何事かとばかりに、訝しげに眉根を寄せて、「え？」と同じ方向に目を遣る。

　その次の瞬間――。

　バキッとすごい音がして、彼の頬に鉄拳が打ち込まれていた。

　いきなり殴りかかられた成瀬さんが、よろけて二歩後退する。

「お、お父さんっ……!!」

　私は、父の突然の登場に動転して、その第一撃を止めることはできなかった。

　でも、硬い拳が再び持ち上がるのを見て、なんとか我に返る。

「やめて、お父さん！」

　慌てて父と成瀬さんの間に入り、心臓をバクバク騒がせながら、両手を大きく横に広げる。

「……お父さん？」

　私の背後で、成瀬さんが呟くのが聞こえた。

　だけど、説明する余裕はない。

「どけ、泉水！　こんな人前で……お前はこの男になにをされたんだ、なにを！」

　怒ど髪はつ天てんを衝く父に、さすがに私も恐れをなした。

　どうやら、成瀬さんが私にキスをしたところを、見られてしまったようだ。

　再び頬が熱くなるのを感じたすぐ後で、全身の血が足元までサアッと引いていく乱降下を味わう。

「ちょ、ちょっと待って、お父さんっ」

　私の肩を押し退け、後ろに立っている成瀬さんに掴みかかろうとする父と揉み合いになる。

「どけと言ってるだろう、泉水っ。ええい、放さんかっ！」

　父があんまり暴れるものだから、さっきよりも大注目を浴びている。

　取り巻く人たちの中には、父を不審者と捉えた人がいるようで、「警察」という声も聞こえてくる。

　マズい。なんとか、この荒ぶる父を止めないと。

　本当に警察沙汰になってしまう……！

「お父さんっ！　この人なの、私の婚約者!!」

　気付いたらそう口走って、父の手を払い、成瀬さんに駆け寄っていた。

　切れた唇の端を気にして片手を遣っていた彼が、「え？」と聞き返してくるけど、構わず、反対側の腕をぎゅうっと抱きしめる。

「なんだと？」

　父もさすがに目を丸くして、つい一瞬前までの怒髪天を鎮めた。

　娘の私も見たことがない、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をしている。

　この機を逃さず、私はヤケになってまくし立てた。

「外交官で、五年間イタリアに赴任していて、ずっと遠距離恋愛だったの。やっと帰任して、会うの久しぶりだったから……私も彼も、人目も憚らずバカなことしちゃって、ごめんなさい！」

「……おい」

　成瀬さんが、低く潜めた声で私を制止しようとする。

　でも、一度口を突いて出てしまったが最後、もう今さら引き返せない。

「お父さん、お母さんのところに行きましょう。改めて、私の婚約者を紹介しますから！」

「ちょっ、君……っ」

「成瀬、柊甫さんと言います!!」

　焦った様子で口を挟んだ彼が、声を張る私の横で額に手を遣り、天井を仰いだ。




　それから三時間後――。

「それじゃあ、入籍が済んだら、一度静岡に帰ってらっしゃい。親族を呼んで盛大な祝言を挙げなければね」

　母だけではなく父も、カフェに入った時とは打って変わって上機嫌で席を立った。

　カフェを出たふたりが、窓の向こうの通りを軽い足取りで歩いていくのを目で追ってから、

「……はあああっ」

　私は三時間ずっと力を入れていた肩をがくんと落とし、テーブルに伏せる勢いで深い溜め息をついた。

「溜め息つきたいのはこっちだ。……あ、すみません。コーヒーお代わりもらえますか」

　私の隣に座っていた成瀬さんが、向かい側の席に回りながら、テーブルの横を通りかかった店員にそう声をかけている。

「……君は？」

　一応といった感じで問われ、私は慌てて身体を起こし、シャキッと背筋を伸ばした。

「お、お願いします」

「ふたり分で」

　かしこまりました、と店員が離れていくと、彼はテーブルから軽く正面を外して、やや窮屈そうに長い足を組み上げた。

　胸の前で腕組みをして、上目遣いで「で？」と訊ねてくる。

「なぜ俺は、君のご両親に、婚約者だなんて紹介される羽目になったんだ？」

　私の両親の前では、ローマの大使館で助けてくれた時と変わらない、寸分の隙もない大人の紳士だったけど、今はガラッと百八十度転換。

　不機嫌極まりない、苦々しそうな目。言葉の端々から、毒が漂う。

　こんなことになったのも、もとはといえば、成瀬さんがあんなところで私にキスしたのが原因だ。

　そう主張したいところだけど、今は圧倒的に立場が弱い。

「すみません……」

　再び肩に力を込めて、しどろもどろになって謝罪をする。

「実は私……両親に、はる……元婚約者を、紹介するよう、急かされてて」

　俯いて、歯切れ悪く切り出すと、長い溜め息が降ってきた。

「俺が抱いてやったのに、性懲りもなく〝元婚約者〟に縋ってるのか」

　嫌みたっぷりにきわどいことを言われて、私は一瞬グッと言葉に詰まった。

「まあ、他の女との子供がいてもいいと口走るほどだ。ひと晩じゃ足りなかったか」

「ロ、ローマでは、恥ずかしい姿を晒してしまい、すみませんでした」

　なんとか虚勢を張って、ここでも謝罪を繰り返すと、「いいえ」と短く返される。

「その件については、こっちもいい思いさせてもらったからな」

　あまりにもしれっとした言い草に、思わず顔を上げた。

「君との夜は、俺にとっても極上だった」

　ジッと私を見据えていた彼と、テーブルの真ん中で視線が交わる。

「っ」

「が、それとこれとは別問題だ。……君のご両親。あれ、完全に本気だろ。どうするつもりだ？」

　反射的に目を逸らした私に、成瀬さんが、逃がさないとばかりに淡々と畳みかけてくる。

「そのことですけど……」

　私は気を取り直して、背筋を伸ばした。

「婚約者を紹介できないなら、実家に戻ってお見合い結婚しろ、と言われてしまって」

　言いにくさのあまり、ボソボソとした声で続けると、店員が近付いてくるのが目に映った。

　新しいコーヒーをふたつサーブされる間、口を噤む。

　成瀬さんも、無言で足を組み換えた。

　私は目線を上げて、気付かれないように彼を観察した。

　彼は外交官。外務省の総合職外務員。つまりキャリア、将来の官僚で、日本でトップクラスのエリートだ。

　田舎でも一応代々続く名家のせいで、うちの両親は基本気質が見栄っ張り。

　成瀬さんは娘婿として、願ってもいない逸材だった。

　父は、東京駅で彼を殴ったこともコロッと忘れ、浮かれまくって〝婿扱い〟に転じてしまった。

　成瀬さんの方は、私にキスしたのを見られた手前、話を合わせて〝婚約者のフリ〟をするだけのつもりだったのだろう。

　でも、彼のステータスを聞いて舞い上がる両親を見て、私はいろいろと覚悟を決めていた。

　成瀬さんも、あの夜を極上だったと言った。

　それならば――。

「ごゆっくりどうぞ」と下がっていく店員の背を視界の端で見送り、会話を再開しようと口を開いた。

　なのに。

「すればいいじゃないか。見合いして、結婚」

　すげない言葉で、先を越される。

　成瀬さんはカップを持ち上げ、静かに口元に運んだ。

　男の人にしては長い睫毛を伏せ、薄く形のいい唇をカップに寄せる。

　私は、否応なく、さっきのキスを思い出してしまう。それだけではなく、ローマでの一夜まで蘇ってきて、カッと身体が熱くなるのを感じた。

「っ……」

　喉の奥まで出かかった言葉をのみ込む私に、彼は上目遣いの視線を向ける。

「君にとっては、〝春馬さん〟じゃなければ、他の男は誰でも同じだろう？」

　探る瞳に射貫かれて、一瞬、言い返すことも忘れた。

　成瀬さんが眉根を寄せるのを見て、金縛りが解けたように我に返る。

「わ、私」

　私は、喉に引っかかる声を、無理矢理口に出した。

「あの後、春馬さんとは会っていません。もちろん、連絡も……」

「だから、見合いを阻止するために、今縋れるのは俺しかいない。そういうことか？」

　成瀬さんはカップをテーブルに戻すと、腕組みをして首を傾ける。

　斜めからのじっとりした目は、意地悪なのに妖よう艶えんで、私はとっさに顔を背けた。

　だけど。

「成瀬さん、私に言いました。『会いたかった』って」

　なんとか、そう言い返した。

　それには、「はあ？」と、小バカにしているのがわかる、間延びした声が返ってくる。

「本心じゃない。それに、君の方こそ。俺が二度と会わない男だから、あんなに……」

「『結婚しよう』とも、言いましたよね」

　彼の返事は予想していたから、最後まで聞かずに、先を続けた。

　成瀬さんが、ムッとしたように、口をへの字に曲げる。

「さっきの女を追っ払うための、嘘に決まってるだろ。真に受けるな」

「それで私にキスしたのを、父に見られたんですから。成瀬さんには、殴られる理由がありました」

　言い負けないよう、必死に目に力を込める。

「もちろん、暴力はいけませんから、私は父を止めました。成瀬さんが二発目を回避できたのは、私のおかげですよね？」

　彼は無言でピクリと眉尻を上げた。

　私の頭の先から、値踏みするように目を下ろしていき……。

「へえ」

　最後は、ニヤッと笑った。

「俺に恩を売って、脅迫する気か」

　腕と足を解き、テーブルにのせた両腕に体重をかけて身を乗り出してくる。

　私は無意識に背を反らし、ゴクッと唾を飲んだ。

「人聞きの悪い言い方しないでください。身から出た錆さび、ということです」

　私の返事を聞いて、成瀬さんは不快げに眉間の皺を深めた。

　鋭い視線で私を射貫いたまま、背を起こす。

　彼がなにか逡巡するように顎をさするのを見て、考える間を与えてはいけない、と直感した。

　私は、成瀬さんのことをほとんどなにも知らない。

　彼に関する私の知識は、名前と職業、それから〝エリートな紳士は表の顔で、本性は、多分、漆しっ黒こくに近いブラック〟ということのみ。

　実は、私よりふたつ年上なだけで、三十歳という年齢ですら、彼が私の両親に自己紹介するのを聞いて、初めて知ったくらいだ。

　こんな、知らないことだらけな人を相手に、私は絶対に早まってる。

　でも、ここまできたら背に腹は代えられない。

　自分にそう言い聞かせて意を決して、私は姿勢を正して改まった。

「あの」

「なに」

「成瀬さんは、外交官でいる間は、恋人も結婚も必要ないって、私に言いましたよね？」

　彼が、質問の意図を探るように、上目遣いの目を向けてくる。

「日本と海外を行ったり来たり……根無し草だから。それは、身軽がいいってこと？」

「その通り」

　睫毛を伏せてコーヒーをひと口飲み、カップをソーサーに戻した。

　それを見て、私はわずかに身を乗り出す。

「成瀬さんは五年間のローマ駐在を終えて、日本に帰ってきたばかり。ということは、次の任地に発つまでの間は、〝行ったり来たり〟に当たらない。身軽である必要もないですよね？」

　早口で畳みかけ、彼の返事を待たずに、その先を口にした。

「だから、日本にいる間だけ……五年くらい？　いえ、三年間でいい。私と結婚してください……!!」

「……はあ？」

　最後は声を掠れさせて言い切った私の前で、成瀬さんがあんぐりと口を開けた。

「もしくは、夫婦のフリでもいいです。とにかく、私の両親を騙し通せれば」

「ちょっと待て。俺が婚約者というのは嘘だと正直に白状する方が、騙し通すなんて考えるより、よっぽど常識的じゃないのか？」

　いろいろ滅茶苦茶なのは成瀬さんだったはずが、今、常識的なことを言っているのは確かに彼の方。

　わかっているけど、彼を紹介して、あんなに喜んだ両親を、落胆させたくない。

　返事に困って俯く私に、彼は溜め息を放った。

「今さら、嘘だとは言えない。言って、どこの誰かもわからない男と見合い結婚するくらいなら……俺の方がマシ、そういうことか」

　意地悪に揶揄されて、私はきゅっと唇を噛む。

　正直なところ、そういう気持ちがまったくない、とは言い切れない。

　だけど。

「マシ……なんて言い方しないでください。私だって、進んで戸籍に傷をつけようなんて、思ってません」

　わざと、擦れた不ふ遜そんな言い方をして、そっぽを向く。

「戸籍に傷をつける？」

　成瀬さんは訝しげに、私の言葉尻を拾って繰り返した。

　けれど、私の答えは待たずに、「は～ん……」となにか納得顔で顎を撫なでる。

「それで三年間……つまり、期間限定の契約結婚か。本当に籍を入れるか、籍は入れずに偽装夫婦になるか……」

　彼は胸の前で腕組みをして、私に確認するというより、自分に刻むように呟く。

「どちらの場合でも、三年経ったら〝離婚する〟って約束します」

　そう付け加える私に、彼がちらりと視線を投げた。

「簡単に言うな。どっちであろうが、君のご両親を欺あざむくってことだろ。いくらなんでも、寝覚めが悪い」

「……成瀬さんって、そんないい人じゃないですよね。……多分」

　つい、ボソッと心の声を漏らすと、綺麗な目に過剰な力を込めて、ギロッと睨まれた。

　その圧倒的な目力に怯み、ギクッとして身体を強張らせる。

　けれど。

「君、なかなか言うね」

　成瀬さんは、おもしろそうに肩を揺らした。

「え？」

　目尻を下げて笑う彼に、不覚にもドキッとしてしまう。

　彼は長い足を組み上げながら、ニヤリと口角を上げた。

「箱入りのお嬢さんで、今時希少な大和撫子かと思いきや……ベッドではなかなかエロくて、扇せん情じょう的てきな目で煽ってくる」

「っ、なっ……!?」

　昼下がりのカフェ。こぢんまりとした店内は、隣のテーブルとの間隔もそう広くはない。

　彼のすぐ後ろの席には、私と同じくらいの年格好の女性がふたり座っている。

　誰に聞かれるかもわからない場所で、いきなりなんてきわどい話題を……！

　私は頬にカッと朱を走らせ、思わず腰を浮かした。

　彼の言動につられて、今日だけで何度も鮮明に思い出してしまった、ローマの夜。

　頭のてっぺんから湯気が立ち上りそうなくらい、頬が火照って顔が熱い。

「褒めてるんだよ。エロい女は好みなんでね」

　成瀬さんは上目遣いに私を見据え、反応を楽しむようにニヤニヤしている。

　からかうような瞳もまた、真昼間に相応ふさわしくないほど妖しく艶っぽくて、私はドキドキしながらそっぽを向いた。

「君、俺との夜を忘れられなくて、声かけてきたのか？」

「っ、ちが……！」

　持ち上げたカップに目を伏せながら問われ、私も事の発端となった用件を思い出した。

「そうだ。成瀬さん、私……」

　再び椅子に腰を戻し、バッグの中を手探りする。

「お声がけしたのは、ローマで借りたお金をお返しするためです」

　手に触れた封筒をバッグから取り出し、テーブルに滑らせるようにして差し出した。

「え？」

「ありがとうございました。おかげで、助かりました」

　背筋を伸ばし、丁寧に頭を下げてお礼を告げる。

　しっかり顔を上げると、成瀬さんは呆れた様子で、封筒を見遣った。

「返さなくていいって言っただろ」

「そういうわけにはいきません。だってあれじゃあ……」

「え？」

「……千ユーロでひと晩買われたみたいで、不愉快ですから」

　あの時私の中に残った複雑な思いを、自ら口にしなければいけないのが屈辱的だ。

　成瀬さんは、「ふ～ん……」と目を細める。

「金で買われたことになるのが嫌で、自分の意思で俺に抱かれたと、割り切った方がいいってことか？」

　質問を畳みかけられ、私の手が一瞬ビクッと震えた。

　そっと目線を上げると、顎をさすりながら「へえ」とほくそ笑む彼と、宙の真ん中で目が合う。

「な、なにを言ってるんですか」

「怒るなよ。俺の方が〝マシ〟なのは、少なからず知らない関係じゃないから。打算だろ」

　上から目線は悔しいけど、今はどうしたって、私の方が分が悪い。

「……返事、いただきたいです」

　話題を戻して、返事を求める。

　成瀬さんは私からふと視線を外し、無言で封筒を手に取った。

　中を軽く覗き込み、すぐに目を瞠る。

「日本円か」

「日本でユーロで返されたって困るでしょうし……。ローマでお借りした日の為替かわせレートで計算して、ご用意しました。これ、参考までに、銀行のレート表です」

　続けてバッグから取り出したレート表をスッと滑らせると、成瀬さんの目がますます真ん丸になった。

「……くっ」

　彼は口元に手を遣り、一度小さく吹き出してから、小気味よく笑い出す。

「君、バカ正直だな」

「正直なのを、バカとは思いません」

「だから、俺みたいな男にあっさり騙されて、たぶらかされるんだってことだよ。痛い目見たくなければ、人を疑うことを覚えておけ」

　自分のことは棚に上げて、どこまでも太々しく飄々と言ってのける。

　思わずムキになって頬を膨らませる私の前に、彼は封筒を無造作に放ってよこした。

「え？」

「これは、さっきのキスでチャラだ。キスにも値段つけられたと受け取って不満なら、引っ越し資金だと思え」

　成瀬さんが、私の反応を探って意地悪に目を細める。

　その瞳の前で、私の胸は跳ね上がり、頬が熱くなる。

「ひ、引っ越しって」

「〝プロポーズ〟の返事。契約結婚の方でのってやる。契約でも、本当に結婚して夫婦になるなら、嘘にはならない。その方が、いくらか罪悪感も薄い」

　ローマで私をなし崩しにしたあの挑発的な目が、今、日本でもまた、私を真正面から射貫く。

　不覚にも、私の胸はドキドキと高鳴ってしまう。

「……いきなり善良ぶらないでください」

　目線を逃がして、そっぽを向いた。

　精いっぱい皮肉ったのに、彼はひょいと肩を動かしてクスッと笑うだけ。

「そんな男に『結婚して』と言ったのは君だ。せいぜい、忘れるなよ」

　イケメンで、超エリートの外交官。表向きは、ハイスペックで、かつ紳士的な大人の男。

　でも、その本性は、私に一夜の遊びを教えた、セクシーで悪い男――。

　成瀬さんが揶揄したように、そんな男に人生初……いや、最初で最後だと思いたい契約結婚の逆プロポーズをしたのは、私自身だ。

　悔しいを通り越して、女性としては屈辱的。

　なのに、不思議と、成瀬さんに対して怒りは感じない。

　ローマでも、そうだった。言葉巧みに翻弄されて、ひと晩の遊び相手にされただけなのに、私はこの人に会いに行った。

　なんだかきゅんと疼うずく胸に手を当て、彼にそっと視線を戻した。

　それに気付いた成瀬さんが、なにか企んでるような笑みを浮かべる。

「親父さんの鉄拳二発目、回避できたのは、君の嘘のおかげだからな。俺の気が変わる前に、さっさと俺のマンションに越してこい。……泉水」

　呼吸するようにさらりと名前で呼んで、私の胸を沸き立たせた。










ドラスティック




　翌週水曜日の夜。

　私は、学生時代からの親友、中なか村むら沙さ知ちと飲みに行く約束をしていた。

　沙知は、私がフライングして、春馬さんとの結婚式に招待していたうちのひとりだ。

　婚約破棄のことは、黙っていてもいずれ知られる。だから隠すつもりはない。むしろ、このとんでもない事態を知っておいてもらいたかった。

　お互い、東京でも屈指のオフィス街、丸まるの内うちに勤務している。

　ふたりで約束して赴く場所は、いつも決まって、やや銀ぎん座ざ寄りにある洋風居酒屋。

　いつものようにビールで乾杯して、近況を語り合う。

　だけど私は、〝契約結婚〟のことを、なかなか言い出せないまま――。

「へえ。週末、引っ越し？」

　会話の切り口として、なんとか〝引っ越し〟のことを話題にすると、二杯目に頼んだサワージョッキを手にした沙知が、ほんの少し目を丸くした。

「ずいぶん急だね。この間は、なにも言ってなかったじゃない」

　驚いた様子ではあるけど、その口調は平然としている。

　私の予想通り、沙知の反応はあっけらかんとしたものだった。

「あー……うん」

　私はポテトフライを指で摘まみながら、なんとなく言葉を濁す。

「マンションの更新、あと半年だし。タイミングもいいというか」

　一気に真相を告白するところだったのに、変な言い訳をして遠退かせてしまった。

　心の中で『バカ！　私っ』と葛藤していると、沙知は「ふーん」と鼻を鳴らしてジョッキを傾ける。

「あ。遠藤さんと、婚前同居？」

　そう問われて、ふるふると首を横に振る。

　彼女は、「ひとり暮らし？　なんで」と当たり前にツッコんできた。

「じきに、遠藤さんと結婚して、また引っ越すことになるじゃない」

　本当のことを切り出すチャンスなのに、私は言い淀んで俯いた。

　そんな私に、彼女は小首を傾げる。

「短い間でも住みたいような、いい物件見つけたの？」

　私も、同じ仕草を返した。

「いい物件……なんだろうけど」

「？　なに？　煮え切らない返事ね」

　軽く眉根を寄せる沙知の前で、私は指で摘まんだままだったポテトを口に運んだ。

　冷めてるけど、揚げすぎのせいで、硬い。

「で？　場所。どこ？」

　沙知は特に関心を持った様子ではなく、何気ない調子で問いかけてくる。

「ええと……青あお山やま……？」

　私は目線を横に流しながら、微妙に語尾を尻上がりにして答えた。

「は？」

　枝豆の鞘さやを口にくわえた沙知が、きょとんと目を丸くする。

「だから、その……。青山の、マンション」

　その反応も想定内だったから、私はぎこちなくへらっと笑ってみせた。

「ちょっ……泉水！　それ、どういう事故物件!?」

　彼女はいきなり腰を浮かして、私の方に身を乗り出して声を上擦らせた。

　ああ……やっぱり、そういう反応。

　私はテーブルに両肘をのせ、顔の前で指を絡めて、「はあ」と声に出して溜め息をついた。

「泉水、やめときなって。いくら超高級住宅街でお得だろうと、地縛霊とかいるような部屋で寝起きできるの？　変な見栄張るの、よしなって。私、招待されても行きたくないよー」

　沙知はストンと椅子に腰を落とし、両肘を抱え込んで身を震わせる。

　地縛霊という言い方に、思わず笑ってしまった。

　まあ、〝先住民〟という意味では、間違ってないけど……。

「人間だから、そこは大丈夫」

「は？」

　テーブルの木目模様に目を伏せ、私は肩を縮めた。

「人間って、どういう……」

「その……ついてるのは地縛霊じゃなくて。〝旦那様〟なの」

「……はい？」

　ここに来てやっと話の核心に踏み込んだものの、沙知はすでに鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしている。

　私は、一度グイッとカクテルグラスを傾け、喉をしっかり潤して、意を決してから……。

「えっと……沙知。あのね。いろいろ……ほんとにいろいろあって」

　成瀬さんとの〝期間限定契約結婚〟を、まくし立てるみたいにして報告した――。




　そして迎えた週末。

　成瀬さんのマンション前の通りで、荷物の搬入を終えた引っ越し業者のトラックを見送ってから、私はがっくりと肩を落とした。

　東京でも有数の、エレガントでエグゼクティブな街、青山。

　確かに、ただのＯＬの私がこの街に住もうと思ったら、沙知が言ったようによほどの事故物件か、築うん十年のおんぼろアパート、バス無しトイレ共同の四畳半が関の山。

　それが、こんなラグジュアリーな超高級タワーマンションに引っ越しだなんて、なんとも分不相応だ。

　トラックが見えなくなると、私はくるりと背を向け、セレブリティ感漂うエントランスに引き返した。

　二十四時間常駐というコンシェルジュの男性に会釈して、奥にある居住フロア直結のエレベーターに向かう。

　カードキーで操作すると、途中で停まることなく、二十階まで一気に上がる。

　軽い浮遊感の後で再びエレベーターが開き、成瀬さんの部屋のドアが視界に飛び込んできた。

「はあ」

　一歩踏み出すのにちょっと勇気がいって、私は声に出して息をついた。

　これは私が〝望んで〟招いた事態。

　三年間の新しい生活を、これからスタートさせるのだ。

　だけど、出鼻から怯む。

　どう考えても、私と成瀬さんの金銭感覚や生活スタイルに、天と地ほどの差があることは予想できる。

　どうしよう。初日にして、これからの生活のなにもかもが、私の肩にプレッシャーという形でのしかかってくる。

　音を立てないようにドアを開け、変に緊張しながら玄関に入る。

　マンションとは思えないくらい長い廊下を歩き、突き当たりのドアを開けると、太陽が近く採光のいい、広々としたリビングが目の前に広がった。

　このマンション、二十階以上の居室は、贅沢なツーフロア使いのメゾネットルームになっている。リビングは上階と吹き抜けで、体育館のような広さ。

　思い切って、たどたどしい足取りで中に進むと。

「泉水。ちょっとこっち来い」

　リビングの奥、羊革張りのソファに悠然と座っていた、先住民の地縛霊……いや、〝家主〟の成瀬さんが、私に向かっておいでおいでと手招きしていた。

　なにか企んでるようにも見える表情を前に、私は逃げ腰になり、警戒しながら奥に歩を進める。

　ソファ周りには、毛足の長いブラウンのラグマットが敷かれている。

　成瀬さんが、ソファの前のローテーブルになにかを広げているようだったから、私はラグマットの上にちょこんと正座した。

「……おい。なに、地べたに座ってんだ。隣に来い」

　無駄に肩に力を込める私を不審げに見遣り、彼は眉間に皺を刻む。

　私はそっと目線を上げて、成瀬さんの隣のひとり分のスペースを見遣った。

　そこに座ったら、腕が触れないようにと身体が強張り、肩が凝ってしまいそう。

「す、すみません。私、床の方が落ち着くというか」

「はあ？　君、そこそこいい家のお嬢さんだろ」

「大していいわけじゃ……片田舎だし、無駄に広い古い家があるだけで」

　こんな、時代の最先端をいくような、機能的で近代的なタワーマンションとは比べる次元が違う。

　私はボソボソと答えながら、ちらりと成瀬さんに横目を向けた。

　外交官とはいえ、日本では外務省勤務の国家公務員である彼は、基本は私と同じ土日祝日休み。

　休日で、特に外出予定がないからか、スリムなスタイルのチノパンに、ざっくりニットというラフな服装だ。

　髪もなんのセットもなくさらりと自然体で、いつもより少し若く見える。

「狸たぬきとかヤモリとか出そうだな」

「い、いえ。田舎っていっても、一応は街中なので。さすがにそんなもの出ないですけど……」

「まあ、どっちでもいい。ほら、とにかくこれ書け」

　自分から話を膨らませたわりに、あっさり引き取って、長い足を組み換えながら私の方にペンを転がす。

「これ？」

　コロコロと転がってきたペンを取り上げ、テーブルの上に置かれた紙に目を凝らし――。

「っ」

　条件反射で、手が止まってしまった。

　初めて見た、実物の婚姻届。

　まっさらではなく、すでに成瀬さんの方は記載済みの状態だ。

　彼は、これを書くのに、なんの躊ちゅう躇ちょもなかったんだろうか？

　私が記入して区役所に提出したら、私たちの〝契約結婚〟は本当に成立してしまうのに……。

「あ、あの。成瀬さん」

　少しの間頭の中で葛藤してから、ペンを婚姻届の上に置いた。

　成瀬さんは、骨張った長い指で膝に置いたタブレットを操作していて、こちらに目を向けもせず、「ん？」と聞き返してくる。

「あの……今さらなんですが、やっぱり〝偽装夫婦〟の方がいいんじゃないかなって」

　思い切って切り出すと、彼が私に横目を流してきた。

「この間、俺を脅した気勢はどうした」

「遅ればせながら、とんでもないことに巻き込んだって自覚しました。同居さえしていれば、本当に籍を入れなくてもいいのではないか、と。外側からじゃ、その実態はわかりませんし」

　心の中で、『成瀬さんみたいに』と付け加えたのは、もちろん秘密。

　それでも妙に後ろ暗くて、意味もなく両手の指を絡ませる。

「往生際が悪い」

　目を泳がせながら言った私を、成瀬さんはビシッと短いひと言で寸断した。

「契約結婚でのると、言ったはずだけど？」

「でも三年後の離婚前提だし、私はともかく、成瀬さんの戸籍にも傷がつくのに、そこはかとなく罪悪感が……」

「俺の罪悪感は、無視ってことか？」

「書きます。……書きます」

　鋭い一喝を前に、あえなく撃沈。

　成瀬さんが言う〝罪悪感〟というのは、私の両親を騙すことに対してだ。

　身軽を望む非婚主義で、女性とは都合のいい遊びの関係に徹してきた〝悪い男〟のくせに、嘘が嫌で本当に入籍する方を選ぶなんてよくわからない。

　私は大人しくペンを持って、自分のところに記入し始めた。

　意味もなく肩を縮め、小さくなってペンを動かす間、彼の視線を横顔に感じていた。

　普通なら、人生を左右する書類。

　だけど私たちの場合は、ただの〝契約書〟だ。

　緊張する必要もないのに、婚姻届という文字がチラついて落ち着かない。

「か、書けました」

　わずかに上擦る声で報告すると、

「ん」

　記載事項に間違いがないか確認しようというのか、成瀬さんが足を解いて身を乗り出してくる。

　肩すれすれに、気配を感じる。

　まっすぐ前を向いたままの視界の端に、彼の端麗な横顔が映り込み、私は慌てて横に飛び退いた。

「なにやってるんだ、君」

　彼は婚姻届を手に取り、私を横目に不審げに首を傾げる。

「だって、いきなり近くて」

　モゴモゴと口ごもりながら言い返すと、彼は一瞬虚を衝かれた様子で目を丸くして、すぐに呆れた顔をした。

「バカか。もっと密着しなきゃできないこともしてるだろ」

「っ……」

　なにかというと口にするほど、あの夜のことを記憶にとどめているはずなのに。

　全然意に介していない口ぶりで、表情も変えずにしれっと言ってのける。

　私は反論を諦め、しっかりと正座し直し、膝にのせた両手をジッと見つめた。

「よし。記入漏れ、ないみたいだな」

　成瀬さんはそう言って、わりと丁寧に婚姻届を三つ折りにした。

「昼間、外に出ることもあるから、ついでに提出してくる」

〝入籍〟にこれっぽっちもためらいはないのか、年賀状をポストに投函するくらいの軽い調子。

　成瀬さんが出すと言うなら、もう私に止めようはない。

　私は、無言で頷いた。

「あと、確認するの失念してたけど」

　思い出したように付け加えるのを耳にして、上目遣いにそっと視線を返す。

　彼は、大きく開いた膝に肘をのせて身を屈め、斜めの角度から探る目を向けてくる。

「例の元婚約者」

「え？」

「会ってない、連絡もしてないというのは、本当だな？」

　クッと目に力を込め、不機嫌さを滲ませる彼にドキッとして、私は無意識に胸元をぎゅっと握りしめた。

「は、はい」

「ならいい。俺は、遊びにしろ契約にしろ、誰かの代わりにされるのはごめんだ」

　思わず言葉に詰まる私に、成瀬さんはふんと鼻を鳴らす。

「これから三年。所詮契約結婚だし、心まで縛るつもりはさらさらないが。俺を他の男と間違えるようなことがあれば、容赦なくお仕置きする」

　口角と眉尻を上げて不敵な顔で脅され、私は慌てて勢いよく頷いた。

「約束します」

「へえ？」

　私が即答したからか、彼はちょっと意外そうに語尾を上げた。

「他の女との間に子供がいても、『好きなのっ！』ってほざくほどの男だったのに？」

　目を細め、意地悪な質問をしながら、彼は再び長い足を組み上げる。

「えっ……」

「覚えてないのか？　ローマで俺に抱かれながら、何度も口走ってた」

　いつ言ったのか、まったく覚えがなかった。

　でも、ローマで成瀬さんと出会った時、私はまだそういう気持ちでいたから、多分彼を春馬さんと錯覚して、そう口走ったんだと思う。

　恥ずかしい……。

　自分で思う以上の痴態を晒していたことを自覚して、返事に窮して口ごもった。

「君。意外と諦めの早い、淡泊な性格なのかもな」

　成瀬さんは皮肉げにふんと鼻を鳴らし、ソファをギッと軋ませて立ち上がる。

　目の前にそびえるような彼を、私は顎を仰け反らせて見上げた。

「まあいい。これを提出したら、君は俺の妻だ」

　成瀬さんが、婚姻届を収めた封筒を、顔の横でひらひらと揺らす。

　そんな気もないくせに、妙な独占欲を露あらわにする。

　彼の真意がどこにあるか掴めず、私も返答に困って口を噤んだ。

　それを、躊躇とでも取られたのかもしれない。彼は私の返事は待たず、くるりと踵きびすを返した。

　自分の書斎に歩いていく背中を、私は無言で見送った。

　ひとり、リビングに取り残され、肩を落としてがっくりとうなだれる。

　ゆっくり立ち上がり、ほんの少しためらってから、遠慮がちにソファに腰を下ろした。

　高級な羊革はとても柔らかくなめらかで、驚くほど座り心地がいい。

　ローマのアパルタメントにあったのとはデザインが違うけど、もしかして、日本に帰任した後で、新しく買ったのだろうか？

「……家具家電、全部？」

　いくら根無し草だからって、引っ越すたびに全取っ替えなんて、なんとももったいない。

　予想通りの、金銭感覚の違い。

　いや、それ以上だったことに怯みながら、なんとなくポケットに手を突っ込んだ。

　中からスマホを取り出すと、着信通知が浮かんでいた。

　いつの間にか、沙知からＬＩＮＥのメッセージが入っていた。

【引っ越し、終わった頃？　旦那様付きの高級マンションの居心地はど～お？】

　続いて送られていたスタンプを見ても、からかってるのはよくわかる。

　私はソファに浅く腰かけたまま、〝旦那様〟が消えていった書斎のドアを見つめた。

　溜め息混じりに腰を浮かせて、【電話！　していい？】と返す。

　せっかくの休日なのに、沙知は家でのんびりしているのかもしれない。

　すぐに【ＯＫ】と返事をもらい、私はスマホを手にベランダに移動した。

　途端に、ちょっと強い秋風が吹きつける。

「うわ……すごい見晴らし」

　さすが、都心の二十階。地面が遠く、ものすごく空が近い。

　高所恐怖症じゃなくても、真下を見下ろしたら足が竦みそうだけど、背の高い二重の柵のおかげで、それほど危険は感じない。

　私は柵に手をかけながら、沙知に電話をかけた。

《泉水！　どう？　新婚生活は》

　ほとんどコールを待たずに応答があり、沙知が開口一番で探ってくる。

「まだ、新婚じゃないもん。籍入ってないし」

　少しふてくされて揚げ足を取るように答えると、《時間の問題でしょ》と笑う声が耳に届く。

　それには、見えないとわかっていて、無言で何度か頷いた。

　確かに、婚姻届も書いてしまったし、時間の問題には違いない。

《なかなか出会える人種じゃないよね。イケメンの、超エリート外交官なんて！　私も、逆プロポーズしてでも、旦那様にゲットしたい！》

　電話の向こうで、沙知が夢見心地になってるのが、目に見えるようだ。

《まあ、泉水にしては、ずいぶんと冒険した感はあるけど》

　私は、「はは」と空笑いで返してから、リビングに続く大きなガラス窓を振り返った。

　冒険……どころの騒ぎじゃない。

　沙知には、成瀬さんのことを『春馬さんと婚約破棄してひとりで行ったローマで、助けてくれた外交官』とだけ、説明してある。

　もちろん、あの一夜のことは、いくら親友でも言えるわけがない。

　彼女に話せたのは、日本に戻ってからも、私は成瀬さんに会いたいと思っていたこと。

　春馬さんのことを報告できないまま、両親が急に上京した時、日本に帰任した彼と再会したところで、婚約者と紹介してしまったこと。

　両親は大喜びで引くに引けなくなって、私から逆プロポーズをして、期間限定の契約結婚という密約を取りつけたこと――。

　アウトラインだけは、事実となんの相違もない。

　沙知は、〝期間限定の契約結婚〟というところに、ごく普通の驚きを見せた。

　でも、成瀬さんのことは〝外側〟だけしか説明していないから、彼女の頭の中では、私が短い間で心を奪われた完璧な王子様と、偶像化されてしまっている。

　むしろ、『期間限定でも契約でも、羨ましい！』と本気で身悶えして、私のとんでもない逆プロポーズを支持してくれた。

《遠藤さんとは結婚しなくてよかったんだよ。婚約者がいるのに、他の女に手を出すような男》

　春馬さんとの婚約破棄を告白した夜と同じく、沙知が電話越しに憤慨するのを聞きながら、私は軽く相槌を打った。

《泉水も、成瀬さんにもう一度会いたいって思ってたんなら、好意があったってことでしょ？　いっそ、擬似新婚生活の間に、契約結婚を本物にしちゃえばいいじゃない！》

　それには、どう答えていいかわからない。

　日本に帰ってきてからも、彼に会いたいと思っていたのは、ローマで借りたお金を返すため。そこに好意があったかと言われると、そうじゃない、と反論したい。

《とにかく、遠藤さんのことはさっさと忘れて。〝仮〟でも極上の旦那様に、めいっぱい甘やかしてもらいな！》

　沙知が何気なく発した〝極上〟というワードに敏感に反応して、私の胸がドキッと跳ねる。

　それでも、彼女の言葉は確かに私の背中を押してくれた。

　私は、小さく「うん」と返した。

　その後、少しだけやり取りしてから電話を終え、柵に背を預けた。

　青い空を仰ぎ、「はあ」と声に出して溜め息をつく。

「春馬さん、か……」

　別れを告げられ、カフェで背中を見送った後、春馬さんとは会っていない。

　成瀬さんとの一夜が明けて、彼のことは過ぎゆく時間に任せて、ゆっくり自然に忘れればいいと、思えるようになった。

　おかげで、ローマ旅行から帰ってきた後も、春馬さんに会いたいと思わなかったけど、それは日々の忙しさに埋没していたせいでもある。

　例えば、今、偶然街で再会したら、私はどんな気持ちになるのか――。

　ほんの少しも揺れないほど綺麗さっぱり忘れられたか、ジャッジはまだ下せない。

　こんな私の現状を、沙知は目をキラキラさせて、『すごい、ドラマティック!!』とはしゃいでくれたけど。

　全然ドラマティックなんかじゃない。私にとっては、手痛いほど現実だ。

　そう、当事者の感覚で言うと、これはむしろ……。

「ドラスティック、が正しいかな」

　政治家が抜本的な改革に取り組む時なんかに、よく口にするのを聞く。

〝思い切った〟とか、〝劇的な変化〟という意味合いを持つ単語が、私の頭の中にポンと浮かんだ。

　この契約結婚を表すのに、我ながらうまく言ったと思う。

　今までの私の常識や価値観で考えれば、戸籍に傷をつけて期間限定の契約結婚なんて、絶対にあり得ない。

　成瀬さんと出会って、この二十八年の私のすべてが、根底から覆された、そんな感じ。

　三年間、どんな風に過ごしていくのか、自分でもまったく想像がつかない。

　これから進む道は厚い雲に覆われていて、先が見通せない感覚は、不安で怖いというのが本音ではあるけど――。

　ローマで、彼と過ごした一夜。

　あのまたとない経験は、保守的で型にはまった生き方しかしてこなかった私を、少しだけ大胆不敵に変えてくれたんだろうか。

　だからこそ、私は密約を交わしての結婚にも、ドラスティックに踏み出せた。

　あの日出会った成瀬さんに、私が幾重にも纏っていた分厚い殻を、たったひと晩で破られたのかと思うと、ちょっとくすぐったい。




　新居で私に与えられたのは、メゾネットフロアにある七畳ほどの一室。

　これまで住んでいた１Ｋの部屋より狭いけど、洗濯機や冷蔵庫といった生活家電を置くスペースが必要ないから、生活するには十分な広さだ。

　土曜日は荷物をほどくだけで疲れ果ててベッドに潜り込み、日曜日は部屋の片付けに追われ、週末はあっという間に終わってしまった。

　そして、週明け、月曜日を迎えた。

　この週末二日間で、私の生活は激変したけど、オフィスに出勤してしまえば、周囲の環境はなにひとつ変わりない。

　プライベートがドラスティックな変化を遂げた今、いつものオフィスはむしろとても居心地よくて、仕事も集中して進められた。

　繁忙期を越えて、仕事量が落ち着いていたのもあり、私は定時で退社することができた。

　今まで五十分かかった通勤も、今日からはたったの三十分。

　帰宅後も、だいぶのんびり過ごせる。

　普段、平日の夕食は、簡単に済ませてしまうけど、今夜はちゃんと作ろうかと考えていた。

　土曜日も日曜日も、成瀬さんは食事の時間になると、ひとりでふらっと外出してしまった。

　私も自分のことに忙しくて、彼に声をかけることもできなかったから、それも仕方がないけれど……。

　契約結婚といっても、本当に夫婦として生活するわけじゃない。

　誰も見ていないところで夫婦を装う必要もないし、この週末と同じように、それぞれ別々に過ごしても問題ない。

　でも、三年間、それじゃ寂しいと思う私もいる。

　――成瀬さん、ローマで私と食事をした時間を、極上だって言ってくれた。

　あの時、食事に誘ってきたのも、彼の方だ。

　だったら夕食を準備して待っていても、嫌がられはしないだろう。

　もし、食べてもらえなくても、それならそれで残った分は明日、お弁当に持っていけばいい。

　冷蔵庫にほとんどなにも食材がないのは知っている。

　だから私は、駅から出ると、大型スーパーに寄った。

　物価の高さに驚きながらも、両手にずっしりとしたエコバッグを提げて、マンションに帰った。

　部屋に荷物を置いて、楽な部屋着に着替えてから、すぐに夕食の支度に取りかかる。

　一合分のお米をといで、炊飯器にセット。

　メカジキの切り身を生しょう姜がとお酒、醤しょう油ゆを混ぜたタレに漬け込み、きゅうりとはんぺん、炒り卵を甘酢で和えて冷蔵庫に入れる。

　さやえんどうの味噌汁の味を見て、厚揚げとひじきの煮物に落し蓋をして弱火にしたところで、リビングの壁時計を見る。

　ここまで、所要時間三十分。ひとりだと三品も用意しないから、キッチンに立つ時間はもっと短い。でも、ふたり分の夕食を三十分で作れれば上等だ。

　自画自賛して、胸を反らして腕組みをする。

　そして。

「成瀬さんって、いつも何時頃帰ってくるんだろう……？」

　無意識に、独ひとり言ごちる。

　ローマでは、午後六時に大使館から出てきたけど、あれは多分、日本への帰任前で残務がなく、特別早かっただけだろう。

　それでなくても、働き盛りのキャリア外交官が、あっさり定時で上がれるわけがない。

　でもせっかくだから一緒に食べたいし、九時ぐらいまでは待ってみようかな……。

　煮物の火加減を気にしながら、リビングに移動する。

　座り心地のいい羊革のソファの上で、膝を抱え込む。

　なんとなくつけたテレビをぼんやり眺めながら、私は成瀬さんとの今後の生活の在り方を考えていた。




　結局、時計の針が九時を指しても、成瀬さんは帰ってこず――。

　私はひとりで食事を済ませ、彼の分にはラップをして、キッチンの後片付けをした。

　すべて終えると十時を過ぎていた。

　そろそろお風呂に入ろう。

　入浴中に成瀬さんが帰ってきても、お腹が空いていたら食べられるように、ダイニングテーブルに夕食を並べた。

【お帰りなさい。もしよかったら、召し上がってください】と、メモを添えておく。

　ゆっくり湯船に浸かりたいところだったけど、彼がいつ帰ってくるか気になって、熱いシャワーをちょっと長めに浴びるだけで、バスルームを出た。

　キッチンに戻ってみると、ダイニングテーブルの上の夕食は手つかずで、私は「ふうっ」と口をすぼめて息を吐いた。

　もうすぐ、十一時。キャリア外交官って、いつもこんなに遅いのかな。

　そもそも、日本ではどんな仕事をしているんだろう。

　背中半分まである髪を、タオルドライしながら、リビングに向かい、

「!?　な、成瀬さんっ!?」

　ソファの上に、彼が仰向けで転がっているのを見つけて、ギョッとして声を裏返らせた。

　ネクタイを緩め、ワイシャツのボタンを上から三つ外した格好で、目の上に右腕をのせて、天井の照明を遮っている。

　伸びている。明らかに、そんな様子。

　そして、そうでなくても。

「うっ。お酒臭っ……」

　離れていても漂ってくる、日本酒特有の濃厚なアルコールの匂い。

　思わず口と鼻を手で覆ってから、私は恐る恐る彼に近付いた。

「成瀬さん。成瀬さん、大丈夫ですか？」

　ラグマットの上に膝立ちになり、わずかにためらってから、彼の肩に手をかける。

　そっと揺さぶってみると、「う」と小さく呻うめく。

「ん……誰だ。触んな……」

　やや呂ろ律れつが怪しい。

　邪魔な虫を払うような仕草に、私は反射的に手を引っ込める。

　それでも、意識があってホッとした。

　安堵して胸を撫で下ろす私の前で、成瀬さんが目元を覆っていた腕を持ち上げた。

　天井から注ぐ明かりに眩まぶしそうに目を瞑つぶって、再び薄く開き――。

「……か、さん？」

　ぼんやりと虚うつろな黒い瞳は、確かに私に向けられている。

「え？」

　なんと言われたのか確認しようと、無意識に身を乗り出した。

　と、次の瞬間。

「きゃっ……」

　いきなり腕を掴まれ、引っ張られた。

　私は一気にバランスを崩し、彼の胸に顔から突っ込んでしまった。

　引きしまった厚く硬い胸板に、顔が埋まる。

「わぷっ……」

「しず、かさ……」

「っ、え？」

　くぐもった声を漏らした私の耳に、成瀬さんのか細い囁きが届く。

〝しずか〟と、女性の名のように聞こえて、私は思わず顔を上げようとした。

　なのに、それを阻むみたいに、頭を抱え込まれてしまう。

「むぐっ……」

　それほど高くない鼻が潰れ、さすがに苦しい。

　とっさに、彼の胸に手をついた。

　自分から引き剥はがそうとして、力を込めたのに。

「ここにいてくれよ。しずかさん……」

　離すまい、というように腕の力は強まる。

　それよりなにより、掠れてはいたものの、はっきり聞き拾えたその言葉に、私はひゅっと音を立てて息をのんだ。

　それが、成瀬さんらしくない、懇願するような言い方だったから、この腕に込められた力に、なにか切実な思いが感じられる。

「あ、あの。成瀬さん……？」

　彼は、私の濡れた髪に、なにやらとても優しく指を通している。

　とても大事なものを、愛おしむような仕草。

　その指先に頬をくすぐられ、ドキッとしてしまい……。

「な、成瀬さんっ！」

　身体を強張らせて、声を張った。

　私の髪を梳といていた成瀬さんの指が、ビクッと震える。

「……え？」

　訝しげな声と同時に、腕の力も弱まる。

　この機を逃さず、私は彼の腕をほどいて逃げた。

　勢い余ってラグの上に尻餅をつき、

「痛っ……」

　思わず顔をしかめる。

　すぐにハッとして顔を上げると、成瀬さんがソファに肘をついて、上体を起こしていた。

　困惑した様子で瞳を揺らし、私と目が合った途端に何度も瞬きをする。

「えっ……」

　一瞬、私が誰だかわからなかったらしい。

　クッと眉根を寄せるのを見て、私は慌ててその場に立ち上がった。

「成瀬さん。私、泉水です。気分悪くないですか？」

　まだ騒がしい胸に手を当て、取ってつけたように訊ねる。

　成瀬さんは、視界の焦点を合わせようとしてか、一度目頭を指で押さえた。

　そのまま目を伏せ、「ああ」と頷く。

　どうやら、我に返った様子。

　私はホッとして、ポンと手を打った。

「お水！　持ってきますね」

　成瀬さんの返事は待たずに、弾かれたようにキッチンに駆け込む。

　冷蔵庫のペットボトルから、冷えたミネラルウォーターをグラスに注いで、急いで彼の横に戻った。

「どうぞ」

「……サンキュ」

　成瀬さんはしっかり起き上がってソファに座り直してから、私の手からグラスを受け取ってくれた。けれど。

　改めて正面に立ってみると、酔っているせいか、目の下がほんのり赤く染まっている。やや力の抜けた、しなだれたような姿勢もセクシーだ。

　その上、シャツがわりとはだけていて、鎖骨がチラチラと覗けて、目の遣り場に困る。

　かといって、このまま立ち去るのも、隣に腰かけるのも違う気がして、私は目線を外し、宙に彷徨わせた。

「い、いったい、どこでどれだけ飲んだんですか」

　不自然にならないよう、なんとか話題を探すと、軽く腰に手を当てて、呆れたフリをして訊ねる。

　成瀬さんはグラスの水を揺らし、なにか逡巡していたけれど。

「……うるせーな」

　私の視線から逃げるように顔を背け、グッとグラスをあおった。

　ゴクゴクと上下する、男らしい喉仏。仰け反った喉元に、ついつい目が釘付けになってしまう。

　勢いよく飲んだせいか、唇の端からつーっと雫が流れ落ちる。

「あ、成瀬さん。こぼれ……」

「ご馳走様」

　無意識に手を伸ばした私を遮り、彼は手の甲でグイッと口元を拭った。

　空になったグラスを私の手に押しつけると、ソファから立ち上がる。

「あ」

　ほんのわずかに足元がふらつくのを見て、私はとっさに支えようとした。

　でも、彼は私の肩を押しのける。

「邪魔」

　ひと言だけ残し、額に手を遣りながら、ふらふらと上階に続く階段に歩いていった。

　二度も拒まれてしまい、私は後を追うのを躊躇した。

　結局、その背を眺めるだけ。

　螺ら旋せん階段に姿が見えなくなるまで見送った。

　グラスを両手で持ったまま、脱力気味にドスッとソファに腰を下ろす。

　ラグの上に落ちたタオルを拾って首にかけ、なんとなく口元を覆い、

「……びっくりした」

　掠れた声で、独り言ちる。

　ローマでは、私と一緒に結構な量のワインを飲んでも、酔った様子のなかった成瀬さんが、あんなになるなんて。きっと、相当飲んだんだろう。

　仕事絡みの飲み会かな。外交官の仕事の付き合いって、なんかすごく高級なところに行きそうな気がするけど……。

「明日の朝は、お味噌汁作ってあげよう。しじみ、常備しとくべきかな……」

　あえて、彼の二日酔いを心配することで、自分に予防線を張った。

　そうじゃないと、彼が私を抱きしめながら口にした〝しずかさん〟が誰だか、気になってしまう。

　だけど、それが彼にとってどういう存在の女性だとしても、私には関係ないこと。

　わかっているから、知りたい気持ちは紛らわせるしかない。




　翌朝――。

　ふたり分の和朝食を用意していると、リビングの奥の螺旋階段から、成瀬さんが下りてきた。

　髪はまだ無造作だけど、きちんとシャツを着て、ネクタイも結んである。

　見た目だけなら、昨日の朝と変わらない。

　だけどやっぱり、朝から眉間に深い皺を刻んでいて、浮かない顔。

　二日酔い、相当キツそうだ。

「成瀬さん。おはようございます」

　キッチンから声をかけると、ちょうどリビングに降り立った彼が、ピタリと足を止めてこちらを向いた。

「……ああ」

「二日酔い、つらそうですけど。だからこそ、朝ごはん食べた方がいいですよ。少しでも楽になるよう、考えて作りましたから」

　返事を待たずに、私はダイニングテーブルにふたり分の朝食を並べた。

　成瀬さんは無言でその場に立ち尽くしていたけど、短い溜め息をついて、こちらに向かってくる。

「……ありがたく、いただく」

　わりと素直にお礼を言って、私の向かい側に腰を下ろした。

　少しネクタイを緩め、ベルトのバックル付近まで垂れた大剣が邪魔にならないよう、シャツの胸ポケットに突っ込んでいる。

「はい。どうぞ」

　ニッコリ笑って応じると、彼は私から目を逸らした。

　ボソッと「いただきます」と言って、すぐにみょうがの味噌汁を口元に運ぶ。

「しじみ、なくてすみません。今後は、買い置きしときますね」

　私もお椀を手に取ってそう言うと、成瀬さんは箸を止めた。

「成瀬さん？」

「昨夜、答えてなかったな。どこでどれだけ飲んだのかって」

「？　はい」

　どうして突然、彼がそう切り出したのかわからず、私は首を傾げた。

「君は一応、〝妻〟になる女だから、説明するのが正解だろうと、考え直した」

　彼は味噌汁のお椀と箸をテーブルに戻し、さらっと前髪をかき上げる。

「昨夜は、上司について赤あか坂さかの料亭で接待会合。その後、会員制クラブに移動」

「会員制クラブ……？」

「接待相手がそこのＶＩＰ客だったおかげで、店のナンバーワンからファイブまで、テーブルに勢揃い」

　つまり……女性が同席しておもてなししてくれるお店、ということだろう。

「俺の両隣には、ナンバーワンとナンバーツーが陣取って離れなくてね。日本酒はあまり得意じゃないが、昨夜の席では俺が一番下っ端。勧められたら、断れるもんでもない」

「…………」

　妻になる女だからって、女性に囲まれてお酒を飲んでいたことを、包み隠さず話す〝旦那様〟って、潔いと思っていいんだろうか。

〝妻〟の私はどう反応すべきか困り、お椀をそっとテーブルに置いた。

「え、えーと……」

「ローマでは君もワインに酔って、俺の前で存分に痴態を晒しただろ？　俺だって酔えば同じだ。両隣にいい女がいれば、手が出るのも自然のこと」

　成瀬さんは私から視線を外したまま、わりと本気で最低なことを、平然とまくし立てる。

　なんて口を挟んでいいのか、ますますわからない。

　結局私は、唇を結んだ。

　彼は一度言葉を切って、ハッと短く浅い息を吐く。

「だから……昨夜は間違えた」

　目を伏せ、ボソッと呟くのを聞いて、私もようやく、彼がなにを言わんとしているのか察した。

「私を、そのクラブのホステスさんと間違えた、ってことですか」

　両手を膝に置き、ピンと背筋を伸ばして、質問を返す。

　成瀬さんが、静かに目線を上げた。

「その通り。理解が早くて、助かる」

〝旦那様〟なら、気まずくなって目を逸らすのが普通だと思うのに、ぶれない強い瞳で、私を射貫く。

「わ、わかりました」

　私がそう返事をすると、わずかにホッとしたような表情を浮かべた。

　そのまま無言で、梅がゆを口に運び始める。

　私も、もう一度箸を手に取った。

　気付かれないように、彼を上目遣いで窺う。

　成瀬さんが弁解したかったのは、ホステスさんと飲んでいたことではなく、私を抱きしめたことだろう。

　だけど、そんな話聞かなくても、誰かと間違えられたことくらいよくわかっている。

〝新婚の旦那様〟としては、最低すぎる告白。

　私にどう思われようと、構わないからだろう。

　太々しい潔さの裏に、彼が隠そうとしたものを、垣間見た気がする。

「ご馳走様。うまかった」

　つい、思考を巡らせていたら、成瀬さんは食事を終えていた。

　ガタンと椅子を鳴らして立ち上がるのを見て、私はハッと我に返る。

「あ……お粗末様です」

「ありがたいけど、朝も夜も、俺の分、気にしなくていいからな」

　彼は私をチラッと一いち瞥べつしただけで、ダイニングから出ていった。

　私は、洗面所の方へと向かう背中を目で追い、綺麗に空になった食器を見つめる。

　昨夜、夕食を用意したのは、戸籍上は本当に〝夫婦〟になるのに、三年も他人のような生活を続けるのは、寂しいと思ったから。

　今朝は、純粋に彼の二日酔いを心配したからだ。

　成瀬さんも私を〝妻〟と言うけど、実態は赤の他人でしかない。

　だから、知りたいと思ってはいけないんだろう。でも……。

「……しずかさんって、誰？」

　私は、無意識に独り言ちた。

　あんなに堂々と、〝不貞〟の説明をしたりするから。

　成瀬さんの最低な告白の目的は、誰と間違えたのかをごまかすためだと、見抜けてしまった。










マリッジリング




　外務省のキャリア職員である成瀬さんの仕事は、日本の外交政策に密接な関わりがある。

　世界各国にある大使館や総領事館からの、最新で生の情報収集が欠かせない。

　海外が相手なだけに、日本のオフィスアワーだけ外務省に詰めていればいいわけじゃない。

　ひとたび有事となれば、不眠不休で対応にあたる。

　……というのを、彼の口からではなく、ネットで調べて知った。

　私は、これまではあまり気に留めることもなかった、国際情勢のニュースにも真剣に耳を傾けるようになった。

　邦人が絡む事件事故といった、わかりやすい〝有事〟だけではなく、各国との外交問題まで……。

　そうすれば、成瀬さんの仕事の繁忙度合いを、私も少しは感じ取ることができる。




　そして、その週の金曜日。私は今夜もひとりで夕食を終え、お風呂から上がって、リビングのソファでテレビを観ていた。

　午後九時。番組と番組の合間に差し込まれるニュースによれば、この一週間、世界で大きな事件事故はなかった。

　世界の平和を確認して、ホッと息をつく。

　そのまま、なんとなく壁時計を見遣った。

　昨日までずっと、成瀬さんの帰宅は毎日日付が変わる頃、私が自室に下がった後だった。

　遅いのはわかってるし、『気にしなくていい』と言われた手前、彼の食事は用意しなくなっていた。

　今日は金曜日だし、いつもよりもっと遅いかもしれない。いや、もしかしたら帰ってこないことも考えられるかも……。

　軽い揶揄のつもりで想像してみたものの、本当にそうなりそうで、そこはかとない不安が込み上げてくる。

「まあ、契約結婚だって、私が押し切っただけだし、そういうのも仕方ないけどさ……」

　彼に言わせれば、〝脅して〟密約を取りつけただけで、ここまで突っ走ってしまったことは自覚している。

　それでも、契約結婚でのると言ったのは彼だし、これから三年間、私たちは〝夫婦〟なんだから、ちゃんと向き合ってふたりの生活について話しておきたい。

　この週末、少しでいいから時間取ってくれないかな――。

　明日、成瀬さんにお願いしてみよう。

　密かな決意を胸に秘めた時、不意に玄関の鍵が開く音が聞こえた。

「……えっ」

　玄関の方と時計を交互に見遣り、思わず「早っ」と口に出してしまう。

　いや、午後九時を回ってるんだから、驚くほど早いってことはない。でも、この一週間の成瀬さんを見ていれば、心の声が口を突いて出てしまうほどの早さだった。

「お、お帰りなさい」

　リビングのドアまで走ったところで、成瀬さんが中に入ってくる。

　ドア口で正面からお見合いする格好になり、彼は訝しげに瞬きをした。

「……ただいま」

「あの、成瀬さん。ご飯、食べましたか？　まだだったら、なにか作ります」

　冷蔵庫の中身を脳裏に浮かべ、なにが作れるか考えながら、私はそう声をかけた。

　彼は、無言で白いコンビニ袋を掲げる。

　ガサッと音を立てるそれに、私もつっと横目を向けて……。

「おにぎり？」

「持ち帰りの仕事がある。片手が空くから、これで十分だ」

　成瀬さんはそう言って、私をどかすように軽く肩を押し、さっさとリビングの奥に向かっていった。

「え。これから仕事……？」

　振り返った私の視界の端で、成瀬さんはソファにドスッと腰を下ろし、ふーっと長い息を吐いた。片手でネクタイを緩め、私をチラ見する。

「今日、出してきたから。婚姻届」

　ずいぶんと簡潔に言われて、一瞬なんのことだかわからなかった。

「本当に出すとは、思ってなかった……って顔だな」

　心の奥底を見透かされた気がして、即座に反応できない。

　だけどすぐに気を取り直して、ソファの前まで歩いていく。

　私を見上げる彼の視線を感じながら、グッと胸を反らした。

「そ、そうじゃないです。ただ、成瀬さんお忙しいから、提出に行く時間もないんじゃないか……って……」

「今は特段急ぎの仕事もない。それより、こっちの方が急務だったからな」

「っ、え？」

　言われた意味がわからず、私はパチパチと瞬きをした。

「これで、名実共に、君は俺の妻だ」

　わざわざ、といった感じで宣言され、私の胸がドキンと跳ね上がった。

「は、はい」

　本当に、契約結婚、成立したんだ……。

　意味もなく、ごくんと唾を飲む。

　緊張なのか、武者震いなのかわからないけど、私の身体は微かに震えた。

「不束者ですが、これから三年間よろしくお願いします」

　改まって挨拶をして、ペコッと頭を下げてから、

「成瀬さん。ちょっとここで待っててもらえますか？」

「え？」

　私は、彼の返事を待たずにくるっと背を向け、一度自分の部屋に駆け込んだ。

　そして、クローゼットに忍ばせていたジュエリーケースを手に、急いでリビングに戻る。

　成瀬さんは、シャツの第二ボタンまで寛げていた。

　再び私が前に立つと、ソファにふんぞり返って、目線だけ上げる。

「多分、絶対気に入らないと思うんですけど……。できれば、これをつけてほしくて」

　自分でも微妙だと思う前置きをして、ケースを突き出した。

　彼は一度瞬きをしてから、私の手に目を落とす。

「なに、これ」

「結婚指輪です」

　私は頬を火照らせ、箱の蓋を開いてみせた。

　訝しげに眉根を寄せた成瀬さんの視線が、そこに並んだ大小ふたつのリングに注がれる。

「成瀬さんも、言ったじゃないですか。私たちは、今日から〝夫婦〟です」

　反応の薄い彼を前に、声が上擦るのを意識しながら、私はそう答えた。

「〝旦那〟をいつまでも名字で呼ぶ妻に、夫婦という自覚があるのか、聞きたいところだけど？」

「っ……。そ、そうですよね」

　表情も変えずに真っ向から指摘され、口ごもる。

「あの……今から、柊甫さんと呼んでいいですか？」

　彼は、「どうぞ」と気のない返事をして、

「普通、女がひとりで買うか？　結婚指輪」

　心底から、呆れ果てた顔で言った。

「は、は……」

「〝結婚ごっこ〟に、少しでも真実味を持たせようって魂こん胆たんか？」

　意地悪な質問には、私もほんの少し憤慨する。

「ごっこ、なんて。これは、遊びじゃないんです。〝結婚〟も〝夫婦〟も、本当です。なる……柊甫さんも、そう言ったじゃないですか」

「言ったね」

　意外とあっさり肯定した彼の、表情の変化を窺う。

　以前、オフィスの男性の先輩が、結婚した後、『結婚指輪は人のものになった証。人生の足あし枷かせをはめてる気分だよ』とボヤいてるのを耳にしたことがある。

　それが本心だったのか、後輩を相手に新婚を語る照れ隠しだったのかは、わからない。

　どちらにしても、もともと非婚主義の柊甫さんは、確実に嫌がるだろうと予想していた。

　そもそも彼が、この結婚を、親しい人に話すことはないと思う。

「仕事中とか、プライベートの場では、外してくれて構いません。独身で通してもいいです。ただ、その……私の両親に会う時だけ、夫婦らしくつけてほしいだけで」

　反論の隙を与えないよう、私は彼から目線を外して、早口でまくし立てた。

　なのに。

「本当にそう思ってるのか？」

　長い足を組み上げ、腕組みをした柊甫さんに、素っ気なく遮られる。

「え？」

「仕事中もプライベートでも、つけててほしいって。三年間とはいえ、〝妻〟の権利かざして、俺を束縛したいんだろ？」

「そ、そんな。束縛なんて」

　ドキッと跳ねる胸に手を置き、なんとか言い返した私の前で、彼はゆっくり立ち上がった。

　それまでと違って見上げる体勢になり、私はおずおずと顎を上げる。

　柊甫さんは、ベルトに両手の親指を引っ掛け、背を屈めて私の顔を覗き込んでくる。

「仕事でも、女と飲むな。……いや、たとえ飲んでも、触れさせるな。この金属で、妻として主張したいんじゃないのか？」

　ケースから、大きな方の指輪を摘まみ、私の目の高さに持ち上げる。

　意地悪に探る瞳に、私の心臓は拍動を狂わせた。

　心の奥底まで見透かされる感覚が居心地悪くて、顔を背けて逃げる。

「ほんとに、そんなこと……」

　女性がつくようなお店での接待も、柊甫さんにとって仕事なら、契約妻の私がどうこう言えることじゃない。

　嫌がられるとわかっていて、結婚指輪を用意した理由の大部分は、幼少時からの憧れだ。

「私はただ、離婚前提でも結婚は結婚だから、指輪、したかっただけで……」

　絶対小馬鹿にして笑われると思いながら、歯切れ悪く答える。

　言ったことは、嘘じゃない。

　でも、声が尻すぼみになったのは、接待帰りの彼が私と間違えた〝しずかさん〟が、心の片隅で、やっぱり気になっていたからだ。

　ジュエリーショップで、他のお客さんがみんなカップルで選ぶ指輪をひとりで眺めながら、見ず知らずの〝しずかさん〟に、対抗意識のようなものが湧いたことを、柊甫さんには知られたくない。

　結局、最後まで言えずに黙り込む私を、彼はまだ怪訝な目で見遣っていたけれど。

「はあ」

　声に出して、乾いた息を吐き出した。

　そして、指で摘まんでいた指輪を、無言でズボッと自分の左手の薬指にはめる。

　それを目の前で見ていた私は、

「あ、あ～っ！」

　意表を衝かれ、ギョッと目を剥いた。

「なんだよ」

「なんで！　ここは、普通、はめ合うところじゃないですか！」

　悲壮な声で咎める私を、柊甫さんは鬱陶しそうに見下ろす。

「指輪の交換か？」

「そ、そうです！　他になにが……」

「バカか。永遠なんか誓う必要もないのに、どうでもいいだろ、そんなもん。……ほら」

　不機嫌に眉根を寄せ、今度は小さい方の指輪を摘まみ、私の左手をわりと乱暴に掴み上げた。

　大きく目を瞠る私に構わず、薬指に滑らせてくれる。

「っ……！」

「これでいいだろ」

　左手を目の高さに掲げる私を、柊甫さんはふんと鼻で笑った。

　女性の夢を、なにもわかっていない。

　いや、わかっていて無下にされてるのは、一目瞭然。

　全然ムードがないし、人生初の〝指輪の交換〟はなんとも残念に終わったけど、一応、彼が私にはめてくれたというところだけは、ドキッとした。

「え、っと……ありがとうございます」

「それはいいけど」

　ちょっと照れながら、はにかんでお礼を言った私に、彼はムッと眉をひそめた。

「回る」

「え？」

　私の目の前に、左の手の平を突きつけてくる意味がわからず、私は目を瞬かせた。

　彼が無言で、右手の指で指輪を摘まむのを見て、言わんとするところに合点した。

「すみません……。柊甫さんの指のサイズ、わからなかったので……」

　柊甫さんの骨張った指を思い浮かべながら、店員さんから男性の一般的なサイズを教えてもらった。

　春馬さんも同じサイズだったから、大丈夫かと思っていたけど……。

「そっか。柊甫さんの指は、細いんですね」

　旦那様の指のサイズもわからず、ひとりで結婚指輪を買いに来た私に、店員さんは不審げだったけど、『サイズ直しもできますよ』と言ってくれた。

「それなら、直してもらって……きゃっ!?」

「君、誰のサイズを参考にして、これ買ってきたんだ？」

「っ、え？」

　指輪をはめた左手をぎゅっと掴まれ、私は怯んで聞き返した。

　柊甫さんが、不機嫌に眉尻を上げて、手に力を込める。

「痛っ……」

「俺は、ちゃんと言ったはずだ。誰かの代わりにされるのはごめんだ、と」

「っ」

　真正面から鋭い瞳で射貫かれ、私は不覚にも言葉に詰まった。

　それが、答えだと思われてしまったようだ。

　柊甫さんは、いっそう眉間の皺を深くして、不快げに舌打ちをした。

　そして。

「……ほら。次はこれだろ？　誓いのキス」

　強い目力で私を射竦めたまま声を低くして、私の顎を掴み、無理やり持ち上げる。

「っ、え……？」

　私が漏らした声は最後まで音にならず、彼の唇に封じ込まれていた。

　まるで、噛みつくように乱暴に塞がれた唇。

　一瞬、頭の中が真っ白になりかけた。

　でも、柊甫さんが舌先を尖らせて、唇を強引にこじ開けようとしてるのを感じて、グッと歯を食い縛る。

　私の抵抗が伝わったようだ。彼は、私から唇を離した。

　まだ互いの鼻先が掠めるほどの至近距離から、眉根を寄せて不服そうな目で睨ねめつけてくる。

「お望みの誓いのキス、してやったのに。抵抗するなよ」

「ち、誓いのキスって、そんな濃厚にしないですよね!?」

　私は目線を外しながら、虚勢を張って声を上擦らせた。

　柊甫さんは、私の顎を掴んだまま、もう片方の腕を腰に巻きつける。

「妻にキスして、なにが悪い」

　顔を覗き込んでくる挑発的な瞳に射貫かれ、私の鼓動がドクッとリズムを狂わせた。

　言い含めるような口調に、危険信号に近い警鐘が、頭の中にこだまする。

　柊甫さんは、私が怯えているのを見抜いて、意地悪にほくそ笑む。

「俺が、君如きの脅しにのって、ただで結婚なんかすると思うか？　もちろん、こっちにもメリットがあるから。決まってるだろ？」

「メリット？」

「妻にしてしまえば、思う存分君を抱ける」

「なっ……」

　裏返った声をあげて絶句する私に、彼は妖艶に微笑んだ。

「偽装ではなく、契約結婚でのったって……そういう目的ですか」

　ドッドッと、太鼓の乱れ打ちのような音を立てる胸が苦しい。

　前髪が掠め合う距離で、なんとか目を逸らさずに質問をぶつけると、彼がふっと吐息を漏らした。

「他に、なにがある？」

「っ……」

「あの極上の夜が再来すると思うと、三年くらいの足枷、むしろ進んではめたくなったよ」

　そんな言葉にきゅんと胸を疼かせる自分が、不可解で仕方がない。

　結局、柊甫さんが望んでいるのは、身体の関係だけ。

　わかっているのに、挑発されて思い出した〝極上の夜〟の記憶が、私の身体の奥を刺激する。

「束縛、されてやるよ」

「しゅ、柊甫さ……」

「その代わり君も。今日から三年間、君を抱いていいのは俺だけだ」

　不遜な言葉に滲む独占欲。

　そこに本気があるのか、見抜けない。

　でも、一度極上の夜を刻み込まれたこの身は、意思に反して疼く。

　必死に息をのんで隠そうとしても、小刻みに震えるのを、見透かされてしまった。

「この後は、新婚初夜だ。順番、間違ってないだろう？」

　柊甫さんは、太々しく言い捨て、再びキスを仕掛けてくる。

　私は、心の中で激しく葛藤しながら――。

　黙って、目を閉じた。




　私と柊甫さんの〝新婚初夜〟は、あの極上の夜の記憶が塗り替えられるほど、濃密で激しい一夜になった。

　彼から熱く求められ、それだけで、ローマで身体に刻まれた悦びが蘇る。

　私が理性を手放すまでに、そう時間は必要なかった。

　お互い自分と相手の肌の感触以外いらなくなり、ひと晩中獣みたいに絡み合い、溶け合って――。

　カーテンの隙間から射す朝日の眩しさで微睡まどろみから醒めた私は、気怠い身体をゆっくり起こした。

　あの朝と同じ。私は、なにも身につけていない。

　まだ、身体の芯に、甘い疼きが残っている。

　火照る身体を抱きしめながら、傍らで眠っている柊甫さんを見下ろした。

　ローマで迎えた朝と違うのは、彼がそこにいる、それだけ。

　柊甫さんは、私と同じように、あられもない姿で寝入っている。

　初めて見た寝顔は意外と年齢相応で、どこかあどけない。いつもソツがない彼が、隙を見せているように思えて、不覚にも胸がきゅんと鳴いた。

　一緒に朝を迎えたくらいでときめく自分ごまかそうと、彼から顔を背ける。

　とにかく、早く服を着よう。

　床に散らばっている衣類を取ろうと、ベッドサイドから身を乗り出しかけて――。

「あ」

　シーツの皺の間に、指輪が落ちているのに気付いた。

　無意識に、左手を目の高さに掲げる。

　私の指輪は、昨夜、柊甫さんがはめてくれたまま、ちゃんと薬指に収まっていた。

　それならもちろん、これは柊甫さんのものだ。

　彼が言っていた通り、サイズが合わなくて、緩かったのだろう。

　昨夜――ローマでの極上の夜がパワーアップして再来した、と思うほどの初夜の途中で、指から抜け落ちてしまったのだとわかる。

『誰のサイズを参考にして、これ買ってきたんだ？』

　昨夜の彼の言葉が、胸をよぎった。

　怒らせてしまった……よね。

　私は、指輪をぎゅっと握りしめた。




　リビングの壁時計の針は、十時を過ぎていた。

　もう朝食という時間じゃない。

　私は、ブランチを用意するつもりで、キッチンに立った。

　しばらくすると、上の方からバタバタと、やけに騒々しい音が聞こえてきた。

　ＩＨコンロを止めて、耳を澄ます。

　柊甫さんが寝室にいるから、音源はそこだろうけど、なにをしているのかわからない。

　私は思い切って階段を上り、寝室のドアを開けてみた。

「柊甫さん……？」

　ドアからそっと顔を覗かせた途端、心臓がドクッと騒いだ。

　柊甫さんは上半身裸のまま、床に這はいつくばり、ベッドの下を覗き込んでいる。

「あの……柊甫さん？」

　ドア口からもう一度呼びかけて、ようやく彼の耳に届いたようだ。

「っ、泉水」

　柊甫さんがギクッとした様子で、顔を上げた。

　だけど、その視線は私にとどまらず、落ち着きなく虚こ空くうを漂う。

「お、おはようございます。どうしましたか？」

　彼は無言で、寝乱れた髪をかき上げた。

　なんてことのない仕草がやけに艶めいていて、私の胸は飛び跳ねる。

「いや……。なんでもない」

　柊甫さんは、私から顔を背けて立ち上がった。

　床に落ちていたシャツを取り上げ、勢いよく羽織る。

　私は、慌てて目を逸らした。

　なんだろう……。長い腕を広げて袖を通す姿が、どうしてだか色っぽすぎる。

　ごく普通の動作なのに、柊甫さんのそれは直視していられない。

「あ、あの。ブランチ作ってるので、支度できたら、出てきてください……！」

「え？」

「休日のご飯くらい、一緒にしたいですっ」

　聞き返してきた彼に一方的に言い切って、私は寝室から飛び出した。




　一緒に食事したいと言ったのは、私だけど……。

　昨夜の今朝で、なんとも気まずい。

　ブランチを並べたダイニングテーブルで向き合ったものの、「いただきます」の後は、時折フォークがお皿にぶつかる小さな音と、静かな咀そ嚼しゃく音がするだけ。

　強引に食事に誘い出した私が無言でいるから、せっかくの休日、食卓を共にしているのに、会話もない。

　ローマでの夕食は、初対面だったにもかかわらず、明日も明後日も一緒に、と願うほど楽しかったのに……。

　さすがに、昨夜あんなに乱れた姿を晒したすぐ後では、なにを話題にしていいのかもわからない。

　バターを塗ったトーストをもそもそと食べながら、正面にいる柊甫さんを上目遣いに窺う。

　白いシャツとラフなチノパン。髪も軽く手ぐしで整えた程度で、相当寛いだ格好。

　寝顔に続き、寝起きの柊甫さんを見るのも初めてだ。

　彼は私をちらりとも見ず、黙々と、機械のようにフォークを動かしている。

　ずっと目を伏せているのが、話しかけるなオーラのようで、私はさっきから話しかけられずにいた。

　柊甫さんが、もともと口数が多いタイプではないのは、私もわかる。

　私が黙っていては、今後もほとんど会話にならないんだろうな……。

　だけど、よく考えたら、ずっと私ひとりで悩んでいた〝夫婦の在り方〟を切り出すには、ちょうどいい機会だ。

　昨夜、柊甫さんは、『妻にしてしまえば、思う存分君を抱ける』と言って、私を抱いた。

　私も、拒む理由がまとまらないまま、ひと晩中翻弄されてしまったけど……。

　私たちのアレは、夫婦が愛し合ってした行為じゃない。欲望を解き放った獣同士の、本能にまみれた戯たわむれだ。

　夫婦だからって、愛し合ってもいない私たちが、昨夜のような夜を繰り返してはいけない。

　そう、それで間違っていない。

　私は食べかけのトーストをお皿に置き、自分を鼓こ舞ぶするように、スッと背筋を伸ばした。

「あの。柊甫さん」

　改まって呼びかけると、彼がビクッと手を震わせた。

　手にしていたフォークが落ち、お皿がガチャンと鳴る。

「っ」

　突如、ダイニングに響いた硬質な音に、私はビクッと肩を竦ませた。

「すまない」

　柊甫さんは取り繕って、コーヒーカップを口元に運ぶ。

「い、いえ。こちらこそ、突然呼びかけたりして……」

　そんなに驚く？と不可解ではあるけど、私は肩に力を込めて謝った。

　彼は、私と目が合わないようにしているのか、ずっと睫毛を伏せていたけど……。

「ジロジロ見るな」

　目線を上げもせずに、素っ気ないひと言を繰り出した。

「すみません。でも、柊甫さんの様子、おかしいので」

　思い切ってそう指摘すると、彼はコーヒーに噎せてゴホッと咳き込んだ。

「別に。君は知らないだけで、俺はいつもこんな感じだけど？」

　数度咳をした後、私から身体の正面を外すように座り直し、無言で長い足を組み上げる。

　テーブルに頬杖をついて目を逸らす彼は、どこか苦い顔をしている。

　話を逸らそうとしているのが明らかだし、その言い訳も不自然だと思うけど、『君は知らないだけ』と言われてしまうと反論できない。

　だから私は、それ以上ツッコむのはやめて、先を続けることにした。

「あの……」

「泉水、指輪のことだが……」

　口を開いた途端、ふたりの声がかぶった。

　テーブルの真ん中で視線がぶつかり、互いに顔を見合わせる。

「どうぞ」と同時に譲り合ったおかげで、またしても沈黙がよぎる。

　柊甫さんが口に手を遣り、そっぽを向くのを見て、私は背筋を伸ばした。

「柊甫さん。昨夜は、結婚指輪をつけてほしいなんて言って、すみませんでした」

　一気に言って、頭を下げる。

　恐る恐る顔を上げて反応を窺うと、私を見ていた彼と目が合った。

　虚を衝かれた、といった感じの丸い目に、私はぎこちなく笑ってみせる。

「私も、夫婦らしいことをしたいなんて、もう言いません。だから、その……昨夜みたいなことも、なしにしましょう」

「昨夜みたいな、って？」

「だから……妻だから、とか、そういうこと……」

　ピクリと眉尻を上げて即座に問われ、私はしどろもどろになって答えた。

　それには、「はあ？」と間延びした声が戻ってくる。

「妻を抱いて、なにが悪い」

　柊甫さんは太々しく言い捨て、ガタンと椅子を鳴らして立ち上がった。

「ご馳走様。うまかった」

　一方的に話を切り上げ、テーブルから離れる。

「ま、待ってください！」

　私は、彼を追って腰を浮かせた。

「だって、おかしいです。私たちは、愛し合う夫婦じゃない。なのに、あんなこと……」

　テーブルに両手をついて訴える私を、柊甫さんはパンツのポケットに手を突っ込み、上体を捩よじって振り返った。

「愛し合っていなかったのは、ローマでの夜も同じだ」

　表情も変えずにさらっと言われ、私は言葉に詰まった。

「だけど、昨夜……君の身体は、あんなに悦んでいたじゃないか。なんの問題もない」

　意地悪に細めた目で、私に昨夜のことを思い出させる彼の前で、不覚にもカッと頬を染めた。

「間違ってないだろ？　泉水、君は俺にどこを愛でられても、敏感に震えてかわいく鳴いて……」

「っ……やめてくださいっ」

　昨夜の自分をこの目で見ているような気分になって、羞恥のあまり声を上擦らせた。

　頭のてっぺんから湯気が出てるかと思うほど、顔が熱い。

　柊甫さんは、そんな私はふんと鼻で笑った。

「最高だった、と言ってるんだよ。奥さん」

　それだけ言って、歩き出す。

「しゅ、柊甫さ……」

「仕事をする。午後一度外出するが、夕飯頃には戻る」

　リビングの中ほどで一度ピタリと足を止め、中途半端に腰を上げて固まっている私を、肩越しに見遣る。

「俺と一緒に食べたいなら、用意してくれていいよ」

　ふっと口角を上げて、どこまでも上から目線で言ってのける。

　再び向けられた背中が、書斎のドアに消えていくまで見送って……。

「っ」

　私は脱力して、ドスンと椅子に腰を下ろした。

　テーブルに両肘をのせ、頭を抱え込んで重い息を吐く。

　どう考えても、私の提案は間違ってないと思う。

　それが常識だと思うのに。

　私が自ら頼み込んだ契約結婚は、最初からなにもかも、私の常識と価値観を根底から覆すことばかり。

　私と柊甫さんの感覚は、水と油のように相容れないとわかっているのに、私は言われた通り夕食を作る気満々だし、今夜、またベッドに誘われるかもしれないと考えて、胸を騒がせている。

「なんで、言いくるめられてるの……」

　独り言ちて、唇を噛んだ。




　朝食の後片付けをして時計を見ると、ちょうど正午を回ったところだった。

　もっと話がしたかったけど、柊甫さんは書斎にこもって仕事を始めてしまった。

　仕方ない。続きは夕食時か明日に持ち越し。

　そうなると、この後、一気に暇になってしまった。

　先週は、自分の荷物を片づけるのが先決で、家のことを気にする余裕はなかったけど……。

　家事は、どうしたらいいんだろう。

　食事の件を考えると、自分のことは自分でというルールが当てはまりそうな気がする。

　でも、この一週間見ていた限り、柊甫さんが自分でやる暇はなさそう。家政婦さんとか雇ってるのかな、と思ったけど、その形跡もない。

　出しゃばりかもしれないけど、ここはやっぱり私がやるべき……！

　そうと決まれば、まず洗濯機を回さなきゃ。

　タワーマンションの高層階では、ベランダに洗濯物を干すことができないけれど、今から浴室乾燥機をフルに稼働させれば、夜までには乾くはず。

　浴室の脱衣所に向かいかけて、私はピタッと足を止めた。そして、寝室に続く螺旋階段を、そおっと振り返る。

　そうだった。まず……ベッドのシーツ、洗わないと。

　それがマストの理由は、昨夜の行為のせいで、かなり寝乱れているからだ。

　ほんの数時間前まで、柊甫さんと裸で眠っていたことを思い出すと、カッと頬が火照る。

　しかも、『悦んでた』なんて言われた後だし、足を踏み入れるのも怯んでしまう。

　でも、現実問題、そのままにしておける状態じゃない。

　私は意を決して、くるりと方向転換した。

　階段を上り、勢いに任せて、すぐ手前のドアを開ける。

　すると。

「あれ？　柊甫さん……」

　書斎にいるとばかり思っていたのに、そこに彼の背を見つけた。

「っ……。泉水」

　柊甫さんは、ボックスシーツに手をかけていた。

　ギクッとした様子で、中腰の姿勢からこちらを振り返る。

　どうやら、私と同じことを考えていたらしい。

　すでに剥がされた寝具のカバーが、床に落ちている。

「あ、あの……私も、シーツ、洗濯しないとって思って」

　改めて寝室で向き合ってしまい、ブランチの時の比じゃないほど気恥ずかしい。

　それでもなんとかぎこちなく笑いかけると、彼はスッと背を起こした。

　私に向き直ってくれたものの、大きな手で口を覆い、目を逸らしている。

「私がやりますから、柊甫さんはお仕事してください。替えのシーツは、どこに……」

　私も彼から目線を外しながら、寝室に足を踏み出した。

　ところが。

「いや、ここはいい」

　なぜか、目の前に立ち塞がって、通せんぼされた。

「え？」

　喉を仰け反らせて、背の高い彼を見上げる。

「でも、柊甫さん。お仕事の後、出かけるって……」

「いいから」

　柊甫さんは、私の両肩に手を置いて、短く遮る。

　頑な、と言ってもいいほど、強い固辞を示す彼は、怪訝を通り越して不審だ。

　どうにも不可解で、私は首を傾げて眉を寄せる。

　彼は私から手を離し、そっぽを向いた。

　その視線を追うと、床に置かれたダストボックスが目に入る。

「……アレを片付けたい、と言うなら、どうぞ？」

「アレって。……!!」

　意味深に声を低くされて、柊甫さんが『ここはいい』と言う意味に合点した。

　条件反射でカッと頬を染める私を、彼は意地悪に目を細めて見下ろす。

「そういうわけだ。ここは俺に任せろ」

「は、はいっ……」

　頭からしゅうっと湯気が出そうなほど顔を真っ赤にして、私はくるっと回れ右をした。

「あ、あのっ。それなら私は、リビングのお掃除します。掃除機はどこに……」

「ロボット、走らせるからいい。せっかくの休日だ。君は、ショッピングにでも行ったらどうだ？」

「え？　え？」

　私の肩をぐいぐいと押す柊甫さんに戸惑い、肩越しに振り返る。

「泉水も、平日は仕事で忙しいんだから。休日くらい羽伸ばせ。ほら」

　彼は有無を言わせないほど強引で、私はまるで追い立てられるようにして寝室から出た。

「あの……」

「行ってらっしゃい」

　廊下に押し出され、鼻先でドアを閉められた。

　私は呆気に取られて、ドアの前で立ち尽くす。

　なんか私、追い出された……？

　ますます不可解な気分になって、すごすごとリビングに降りる。

　と同時に、部屋着のポケットに何気なく手を突っ込み……。

「あ」

　指に触れた硬質な感触のものを、そこから摘まみ上げた。

　柊甫さんの指には緩かった結婚指輪。

　両足を揃えて立ち止まり、それをジッと見つめる。

　さっき、夫婦らしいことをしたいなんて言わない、と宣言してしまった手前、つけてほしいなんて、もう言えないけれど。

「……サイズだけでも、直しておこう」

　自分に言い聞かせるように呟き、彼のための指輪をぎゅっと握りしめた。




　私が結婚指輪を買ったのは、今週の火曜日のこと。

　丸の内のオフィスから徒歩圏内にある、大型デパート。

　宝飾品フロアには、高級ブランド品からカジュアルで手頃なものまで、ジェリーショップのカウンターがズラッと並んでいる。

　私はフロアを行ったり来たりして、値段とデザインを照らし合わせながら吟ぎん味みした。

　結婚指輪が必要なのは、三年間だけだ。極論を言ってしまえば、なくても事足りる。

　でも、やっぱり憧れが強くて、柊甫さんに嫌がられるのは承知の上で、最後は開き直った。

　彼が、引っ越し資金と言って返してくれた千ユーロ分のお金は、ここで使わせてもらうことにした。

　もちろん、自分の貯金も崩して、〝幼い頃からの夢〟や〝見栄〟のためだけに、二十八年の人生で一番高価な買い物をした。

　あれから、まだ数日しか経っていない。

　私は、このフロアではちょうど中間くらいのグレードのショップに、あの時の店員さんを捜した。

　最初はちょっと遠い場所から目を凝らし、結局カウンターに近付いてみて、最後は躊躇して足を止めた。

　同じ店員さんなら、購入からたった数日で、指輪のサイズ直しをお願いしに来た理由を説明しなくていいと思ったけど、いないみたい。

　どうしよう。

　名刺をもらっているし、彼女のアポイントを取って、出直そうか。

　どうせ、急ぐ必要もないことだし……。

　逡巡しながら、なんとなくフロアに視線を走らせた私は、

「……っ！」

　大きく目を瞠り、息をのんだ。

　少し先、別のショップのカウンター。寄り添ってショーケースを覗き込むカップルに焦点を合わせて、ドクッと心臓が沸き立つ。

「春馬さん……」

　唇が、その名を無意識に紡いでしまう。

　自分の耳にもやっと届くくらいの、小さく不確かな声。

　彼らに聞こえるはずがないのに、私は慌てて両手で口を押さえた。

　そのまま、勢いよく顔を背ける。

　私とは違い、仲良く結婚指輪を選びに来た、そういう感じだ。

　休日だからか、ふたりともとてもカジュアルな服装。誰から見ても、結婚を控えて幸せなカップルだろう。

　私は口に手を当てたまま、彼らをそっと窺い見た。

　ふたりは、指輪選びに夢中だ。離れた場所で、ひとり立ち尽くす私に、気付く様子もない。

　私はそろそろと口から手を離し、不穏な鼓動を打ち鳴らす胸に手を置いた。

　春馬さんの隣で笑顔を弾けさせている女性に、目を凝らす。

　あの人が、春馬さんが一夜の過ちを犯した相手。そのたった一度で、妊娠させてしまった後輩。

　私がなるはずだった、彼の奥様になる人――。

　別れを告げられた時、私は、なぜ春馬さんがオフィスの後輩と一夜を共にすることになったのか、聞いただろうか。

　彼は話したかもしれないけど、『別れてほしい』のひと言の後、私の中にはなにも入ってこなかった。

　それからずっと、どうして、どうしてと、心の中で春馬さんをなじることしかできず、漆黒の闇の中を彷徨い歩いているような感覚でいたけれど……。

　相手の女性は、とても小柄で華奢で、それほど大柄じゃない春馬さんとも身長差がある。

　男の人から見て、守ってあげたくなるって、ああいう女性なんじゃないかと思う。

　複雑な思いで観察するうちに、女性のお腹に視線がいった。

　お腹、全然目立たないな……。今、何カ月くらいなんだろう？

　彼女が妊婦さんらしい体型ではないせいか、こうして初めてふたりの姿を目にしても、なぜ私が春馬さんと別れなければならなかったのか、その理由が見えてこない。

　私は、ざわざわする胸元を、強く握りしめた。

　あの後、私も彼と同じように、人生で初めての一夜の過ちを経験した。

　恋人じゃない異性と抱き合う時、そこにあるのは人間の本能や欲望だけだと思っていた。

　でも、そうじゃない。いろんな想いが混じり合って、葛藤があることも、今、私は身に染みて知っている。

　だけど……。

『君が知らないところで、〝春馬さん〟はこうして他の女を抱いてたんだよ。今の君と俺のように……熱く激しく』

　柊甫さんに言われたことを思い出して、胸がドクッと嫌な音を立てた。

　春馬さんも、そうだった？

　私がいるのに、あんな風に熱く激しく、あの人と――。

　ローマ旅行から帰ってきてから、春馬さんに強く会いたいと思ったことはないけど、もし偶然、街でばったり会ったりしたら、私はどんな気持ちになるだろう……とは考えていた。

　まだ彼に、想いが残っているというのとは違う。

　だけど、彼にとって、彼女との結婚は不本意なはずなのに、私と違って幸せそうに見えるから、猛烈に胸がざわつく。

　あの女性に嫉妬して妬んでいる……というのとも違う。

　強いて言うなら、羨ましい……？　それもまたしっくりこない。

　ただ、なにかやるせない――。

　息苦しさを覚え、私はふたりから顔を背けた。

　そのまま、フロアから立ち去ろうとしたのに。

「いらっしゃいませ。お客様、なにかお探しですか？」

　図らずして、カウンターに向き直ってしまった私に、店員さんが声をかけてきた。

　ニコニコと、柔らかい笑みを向けられ、ギクッと顔が強張ってしまう。

「あ、あの……」

　店員さんから目を逸らし、肩越しに春馬さんたちを窺った。

　彼らが、ショーケースから離れて、他のショップに歩き出すのを見て――。

「指輪のサイズ直し……お願いしたいんです」

　バッグからジュエリーケースを取り出し、目を伏せたままカウンターに滑らせた。




　気分転換のはずの外出先で、春馬さんと婚約者を目撃してしまった私は、帰宅してからもどこか塞ぎ込んだまま。

　沈んだ心でキッチンに立ったせいか、柊甫さんの舌を唸うならせる夕食を用意することはできなかった。

　柊甫さんは、サバの味噌煮をひと口食べて、「ぼんやりした味だな」と辛口な感想を憚らなかった。

　だけど、私が言い返しもせず、ほとんど無反応だったからか、それっきり無言で箸を進めるだけ。

　さっさと先に食べ終え、「ご馳走様」と席を立ってしまった。

　私が食器の片付けをする間に、柊甫さんが先にシャワーを浴びていた。

　彼と入れ替わりで、私もたっぷり一時間入浴した。

　頭からタオルをかぶり、スウェットの部屋着を身につけ、リビングに戻る。

　柊甫さんは、ソファにふんぞり返って、長い足を組み上げていた。膝の上で雑誌をめくっていた彼が、戸口に立った私に気付き、ちらりと横目を流してくる。

　宙でバシッと視線がぶつかり、私の方が先に逸らす。

　きゅっと結んだ口元をタオルで隠し、そそくさと自分の部屋に戻ろうとした。

　と、その時。

「待て、泉水」

　背中に声をかけられ、私はギクッと身を竦めた。

　食事中も無言でいた彼に、なぜ呼び止められたのかわからず、恐る恐る振り返る。

「は、はい」

　窺うように低くなった声に、警戒心が滲み出ているのが、自分でも感じられた。

　それは、もちろん彼にも伝わったのだろう。

　ソファから立ち上がった柊甫さんは、眉根を寄せ、やや不服そうな表情を浮かべて――。

「ごめん、泉水……!!」

　どこか張り詰めていた空気を引き裂く、凛とした声で、きびきびと謝罪した。

　続いて、戦時中の軍隊かと思うほど腰を折り、直角に頭を下げる。

「っ、え……？」

　いきなり謝られても、意味がわからない。

　いや、強引を通り越して傲慢、不遜で尊大な彼のこれまでの言動には、謝ってほしいこともたくさんある。

　でも、今さらそんなに改まって、なにに対しての謝罪なのかがわからない。

「あ、あの……柊甫さん？　なにか……」

　だから私は大いに戸惑って、そおっと歩を進めた。

　私が目の前で両足を揃えて立っても、彼は深く頭を下げた体勢のまま、微動だにしない。

「頭、上げてください。いったい、なんの謝罪ですか？」

　口元にタオルを当てたまま、困惑して訊ねると、彼はゆっくり背を起こした。

　だけど、目が合うのを避けるように、つっと視線を横に流す。

「実は、その……」

　よほど言いにくいことなのか、歯切れ悪く切り出したものの、大きな手で口を覆って言い淀む。

　そんな柊甫さんを見たのは初めてだったから、私もわけがわからず、彼が先を続けるのを待つしかない。

　ふたりとも直立して向かい合ったまま、ぎこちない沈黙がよぎる。

　やがて、彼が深い溜め息をつき、肩を落として口を開いた。

「……指輪を」

　彼の声は、口元の手に阻まれ、聞き取りにくい。

「指輪？　ですか？」

　私は耳を澄まして、自分で繰り返して確認した。

　柊甫さんが目を伏せ、無言で何度か頷く。

「その……申し訳ない。たったひと晩で、失くした」

　先を続けたものの、またしても、空気に消え入ってしまいそうな小さな声。

「え？」と聞き返したのは無意識だったけど、それを、『信じられない』と、私がショックを受けての反応だと思ったのか。

「やっぱり、そんな顔されるなら、白状するよりも、似たものを探して買ってくる方が先決だったか」

　自嘲気味に顔を歪めて、なにに対してか、チッと小さく舌打ちをする。

「……すまない。落としたなら、寝室かリビングに違いないのに、どうしても見つからない。結局、範囲を広げて、家中くまなく探したんだが……」

　柊甫さんは一気にまくし立てて、少し湿った前髪を乱暴にかき上げた。

「まあ、言い訳にしかならないか。……泉水、あれはどこで買った？」

　私は、なにか焦燥感のようなものが滲む柊甫さんの言動に驚き、ただポカンとして彼を見つめていたけれど、

「っ、しゅ、柊甫さん」

　ハッと我に返って、言葉を挟む。

「同じものは揃うだろうか。無理なら、一緒に選んで新しいものを……」

　柊甫さんは、私の呼びかけも届かないのか、きまり悪そうにガシガシと頭をかく。

　私は慌てて、その手をぎゅっと掴み――。

「聞いてください！　あれは、私が拾いました」

　上擦った声で、なんとかそう伝えた。

「……え？」

　彼が、たっぷり一拍分の間を置いて、目を瞠った。

「今朝……ベッドで。私が、柊甫さんのサイズを確認せずに勝手に買ってきたりしたから、やっぱり緩かったんですよね。昨夜、外れちゃったみたいで」

　呆けたような彼の視線が居心地悪くて、私は顔を横に向けて逃げながら説明した。

「柊甫さん、やっぱり指輪は嫌だろうし。だから、つけてほしいなんて我わが儘まま言って申し訳なかったな、と思って、私が持ってようと。でも、あれは……ちゃんと柊甫さんのために買った指輪だから、せめてサイズだけは合うように直しておこうと、今日……」

「君が？　……なんだ、そうか……」

　柊甫さんは、ようやく事態をのみ込んだようだ。

　ぐしゃぐしゃと髪をかき回し、「はあっ」と声に出して吐息を漏らす。

　ホッとした、といった様子の彼を前に、私はゴクッと唾を飲んだ。

　とくんと淡い音を立てる胸に、そっと手を当てる。

「昨夜……あれのせいで怒らせたと思ってたのに。家中探してくれたんですか？」

　思い切って問いかけると、彼はグッと詰まった。

　無言で前髪をくしゃっと握りしめ……。

「誰のサイズを参考にしたかわかりやすいから、不愉快だった。でも、今君も言った。俺のためだというのは、間違ってないだろう？」

　答えるのが不本意そうに、そっぽを向く。

　私に向けられた拗ねた横顔に、胸がきゅんとして締めつけられた。

「三年間の契約結婚という密約を交わしたのは、間違いなく俺だからな。それに必要な小道具なら、意固地に拒むようなものでもな……」

　取り繕うように、素っ気なく言ってのけていた彼が、ふと、言葉を切った。

　そして、怪訝そうに眉根を寄せ、私に視線を落とす。

「……泉水？」

　視界を占拠していた柊甫さんの顔が、ぼやけて滲み始めていたのは、ちゃんと気付いていた。

　だけど、訝しそうな声で呼ばれると同時に、下目蓋を越えて頬を伝った熱い感触で、私は初めて自分が泣いていることを自覚した。

「なぜ、泣く？」

「ご、ごめんなさいっ」

　困惑した様子の彼に反射的に謝り、私は両手で顔を覆った。

「だって……今朝、柊甫さん、明らかに挙動不審でおかしかった」

「……悪かったな」

「あれが、指輪を失くして焦って、私にバレないように必死になってたせいだって思ったら……」

　肩を動かし、ズッと洟はなを啜る。

　頭上から、忌いま々いまし気な溜め息が降ってきた。

「別に、焦ってなどいない。というか……持ってるなら持ってるって言えよ……」

「ごめんなさい。でも、嬉しくて。柊甫さんって、ローマで私をたぶらかした悪い男なのに」

　それには、「はっ」と浅く笑う声で返された。

「結局、同意の上だろ」

「こんな人なのに。必死に探してくれたとか、真剣に謝ってくれるとか……そういうの、ズルい」

「だから、別に必死になんか……」

　柊甫さんは即座に言葉を挟み、居心地悪そうに目を逸らした。

　そのまま、口を噤んで黙り込む。

　本人も認める悪い男の、〝いい人〟な一面を見せつけられて、普段とのギャップに、たまらなくきゅんとする。

　自分でもなにを口走っているのかわからなくなり、私は彼に責任を押しつけるように、「ズルい、ズルい」と繰り返した。

「……この件に関しては、君の方がずっと悪女だな」

　揶揄するようにふんと鼻で笑うのが、照れ隠しだと、なぜだかはっきりとわかる。

　どんな顔をしているのか見たくて、私はそっと顔から両手を離した。

　そして、

「っ……」

　背を屈め、私の顔を覗き込んでいた彼と、真っ向から目が合う。

　あまりの近さに驚き、思わず息を吸い込んだら、喉の奥でひゅっと変な音がした。

　逃げる余地もなく、カッと頬が火照る様を、まざまざと観察されてしまう。

「そ、そんな近くで、見な……」

「なあ、泉水」

　とっさに背けようとした顔を、顎を掴んで固定される。

　その上、さらにグイッと踏み込んでくる柊甫さんと、鼻先が掠めた。

「それで……今夜も俺に抱かれる気になったか？」

「……!?」

「だって君。『ズルい、ズルい』って言いながら、俺にきゅんとしてただろ？」

　意地悪な瞳に、心の奥底まで暴かれる。

　不覚にも声を詰まらせて口ごもる私を見て、彼は満足げにほくそ笑んだ。

「……指輪。直ったら、今度は俺の指にはめさせてやるから」

　あまりに上から目線の言い草に、言い返す言葉が本当に見つからない。

　涙目で真っ赤な顔をして、プルプルと身体を震わせる私を、柊甫さんはおもしろそうに見つめて――。

「泉水」

　顎を掴んでいた指で、私の頬を挑発するみたいにくすぐる。

「今夜も俺のベッドに来いよ」

　太々しいひと言と同時に、いとも簡単に唇を奪った。










ラブホリック




　契約結婚だろうがなんだろうが、入籍したとなると、諸々の人事手続きが必要になる。

　三年後には離婚の届け出をするとわかっているから億おっ劫くうだけど、戸籍が変わった以上、隠しておくわけにもいかない。

　月末の繁忙期だったのもあり、ついつい後回しにしてしまっていたけど、十一月に入り、やっと書類を揃えることができた。

　入籍から二週目の水曜日。

　私は朝一番で、直属の上司である課長に、書類を提出して報告した。

「おや。そうかい。それはおめでとう」

　課長には、春馬さんとの結婚が決まった時、『婚約しました。年内に結婚予定です』と伝えてある。

　そのワンクッションが効いているせいで、特段驚かれはしない。

　だけど、この短期間で結婚相手が入れ替わったとは、想像だにしないはず。

「引っ越しは済んだのか。新居はどこ？」

　通勤時間の心配をしてくれているのだろう。

　課長は、社交辞令的な世間話といった様子で訊ねてきた。

　私は、一度グッと言葉に詰まってから……。

「ええと……。青山、です」

「青山あ!?」

　課長が、素っ頓狂な声をあげた。

　まだ始業前だけど、課員の多くはすでに出社していて、デスクで仕事を始めている。

　何事だ？とばかりに、こちらを向く。

　一斉に注目を浴びた私は、慌てて肩を縮めた。

「……課長」

「あ、ああ。すまんすまん」

　課長もフロアに視線を走らせ、声を潜めた。

　そして、取ってつけたような笑みを浮かべると、私を上目遣いにチラッと見遣る。

「まあ、ずいぶんとその……いいところだね。旦那さん、メーカー勤務だって言ってなかったかい？」

　課長には、春馬さんの勤務先を話してある。

　ごく普通のメーカー勤務の旦那様じゃ、青山の新居は分不相応。きっと、家計を懸念したんだろう。

　でも、それが普通の反応。

「はあ……」

　大丈夫なんですと胸を張れるけど、その根拠は説明できない。

「と、共働きなんで……？」

　ぎこちなく笑って、苦しいとわかっている返事で濁す。

　課長はどこか胡う散さん臭そうな顔つきだったけど、それ以上は問い質すこともなく、「まあ、おめでとう」と話を切り上げてくれた。

　無意識に、ホッと息を吐く。

　課長に一礼してから、くるりと回れ右をする。

　課長のデスクに近い席の同僚には、話が聞こえていたようだ。みんなわざわざ振り返って、デスクに戻る私に、「おめでとう」と声をかけてくれる。

　予期せず、花道みたいになってしまった。

　温かい祝辞に、妙な後ろめたさで笑顔が引きつり、背筋に変な汗が伝う。

　自分のデスクに辿り着き、脱力して腰を下ろした。

　その途端。

「門脇さん。結婚指輪、見せてくださーい」

　隣の席のひとつ下の後輩が、私のすぐ横まで、椅子ごと移動してくる。

「えっ!?」

　ギクッとして、ひっくり返った声をあげた。

　無意識に右手で左手の指輪を隠し、ゴクッと唾を飲む。

　だけど、彼女に便乗して、他の女性たちまでも「見せて見せて」と、無邪気に群がってきた。

　私の周りに、ちょっとした人だかりができてしまい、もう引くに引けない。

「え、えーと……。はいっ」

　あまりじっくり見られないように、顔の前にサッと左手をかざすだけで、すぐに引っ込めた。

　瞬時に湧く、ブーイング。

「えーっ!?」

「全然見えませんよ～」

　もったいぶったとでも思われたのか、じっとりした目を向けてくる。

「あ……う」

　逃げ場を探して視線を彷徨わせると、パソコンのデジタル時計が『9：00』を表示しているのが目に入った。

「ほ、ほら。始業時間だし。すぐ朝礼始まるよ」

　もっともらしく、笑いかける。

　後輩たちは、「えー……」とまだ不服そうだけど、渋々といった感じでそれぞれのデスクに散っていった。

　今度は、大きく肩を落として安堵の息を吐いた。

　オフィスでは、プライベートを奥深くまで語るほどの仲間付き合いはない。

　話題になったその時は、みんな興味津々で群がってくるけど、わざわざ蒸し返すほどの関心はないはず。

　私はなんとか気を取り直して、溜まっている請求書の処理に取りかかった。




　終業後、「今度、お祝いしましょうよ！」と言ってくれる同僚たちには愛想笑いを返し、私はいそいそとオフィスを出た。

　十一月、晩秋の夜。

　午後六時を過ぎたオフィス街には、やや肌寒い夜風が吹いている。

「はあ……」

　私はビルのエントランスから出たところで、真っ黒の空を仰いで溜め息をついた。

　なんとなく左手を持ち上げ、目の上にかざしてみる。

　指の隙間から、夜空を見つめて……。

「なにやってるんだろ、私」

　自嘲気味に、独り言ちる。

　私は、普段から、オフィスではあまりアクセサリーをつけない。

　そんな私が結婚指輪をしてくれば、好奇心旺盛な後輩たちが『見せて、見せて』と群がるのは、十分予測していた。

　みんなにちやほやされて、『おめでとう』って言ってもらいたかったのかな。

　三年後には、腫はれ物もの扱いが確定してるというのに。

　なんかもう、自分が痛すぎて笑えてくる。

　溜め息が夜の闇に消え入るのを待って、私は広い歩道に足を踏み出した。

　同居して三週目、夫婦になって二週目を迎えたけど、柊甫さんの帰宅が遅いのは変わらない。

　月曜から木曜までは、ひとり暮らしをしていた時と、生活の変化はほとんどなし。

　せっかく早帰りできても、急いで家に帰る必要もない。

　タイミングのいいことに、昼間、ジュエリーショップから留守電が入っていた。

　預けていた指輪のサイズ直しが終わったらしい。

　彼に渡せるのは週末だろうけど、早速受け取りに行こう。

　改めて渡す段取りを考えながら、デパートに向けて歩き出し……。

「っ」

　週末という言葉がよぎったせいで、柊甫さんと過ごす週末を思い浮かべてしまった。

　ドキッと弾む胸の反応に動揺して、ピタリと足を止める。

　そんな私を、何人もの人が、颯さっ爽そうと追い越していく。

　秋の夜気は冷たいのに、頬が火照る。

　私は無意識に手を当てた。

　火傷やけどしそうなくらい熱い。

　平日は〝ひとり暮らし〟でも、週末の夫婦の時間は、ローマの再来かと思うほど濃密だ。

『妻を抱いてなにが悪い』と開き直る彼に、強く反発したのは、他でもないこの私。

　なのに私は、結婚指輪に関する彼の一連の言動で、意外な誠実さに触れ、たまらなくきゅんとしてしまった。

　久しぶりに春馬さんの姿を見た日、私の胸はあんなにざわついていたのに、その後は考えずにいられたのは、柊甫さんへのときめきが勝ったからだ。

　柊甫さんと過ごす極上の夜は、戸惑うほど中毒性が高い。

　私たちの新婚生活は、言わば週末婚みたいなもの。平日は離れている分、週末、彼の寝室に誘われれば、私はきっと、本気の抵抗はできないだろう。

　心の片隅では、愛し合ってないのにこんなこと、と葛藤しているのに――。

『いっそ、本当に愛し合ってしまえば……』

　快楽に負けて堕ちていく途中、何度もそんな考えが脳裏をよぎった。

　今も、こうして思い出して心を揺らす自分に、混乱しそうになる。

　――私、どうかしてる。

　頭の中から思考を吹き飛ばすために、一度強くかぶりを振った。

　そして、気を取り直して、先を急ぐ。

　柊甫さんは、いずれまた日本を離れ、海外で外交業務に就く。

　何年かして、また日本に帰国して……これから先、その繰り返し。

　彼が特定の恋人を作らず、非婚主義を貫いていたのは、根無し草の生活で、その方が身軽だからだ。

　私との密約に応じてくれたのも、あくまでも日本にいる間の〝期間限定〟だから。

　入籍したその日から、三年後の別れに向けて、もうとっくにカウントダウンが始まっている。

　だからこそ、〝いい人〟の柊甫さんなんて、微み塵じんも知りたくない――。

「男を忘れるためには、それ以上の極上の男……」

　柊甫さんに『次回からの教訓にしておけ』と言われた、男を忘れる方法が、無意識に口を突いて出る。

　柊甫さん以上の、極上の男。そんな人、どこにいるの？

　即座に疑問を呈してしまうなんて、もう疑いようもない。

　私は、多分、柊甫さんに惹ひかれている。

　冷静に結論を導き出したものの、それをどうしても認めたくない。

　三年後。密約通り離婚するために、私は彼を好きになってはいけないのだ。

　だから柊甫さんには、悪い男のままでいてもらわなきゃならない。

　あの人は、愛してもいない女性に〝極上の夜〟を教え、幸せな錯覚を見せる悪い男。

　紙切れ一枚の関係を盾に、妻だからと理由をつけて私を抱くけど、もしかしたら私だけじゃないかもしれない。

　史上最低なほどズルくて、ひどい男だ。

　そうやって、自分の中の柊甫さんを悪い男に貶めていたら、脳裏をチラッとよぎった記憶――。

『ここにいてくれよ。しずかさん……』

「っ……」

　お酒に酔った柊甫さんが、ぼんやりと口にした寝言のような言葉が、やけに鮮明に蘇ってくる。

　ドクッと跳ねる心臓に驚き、足を竦ませて立ち止まった時。

「……泉水」

　どこからか、私の名前を呼ぶ低い声が聞こえた。

　それが、とても耳馴染みのある声だったから、私はギクッと身を強張らせ……。

「っ……え？」

　声の出所を探して、視線を走らせた。

　進行方向、少し先の街路樹のそばに、スーツ姿の男性が佇たたずんでいる。

　目が合った瞬間、心臓が一際大きく、ゴプッと沸き返るみたいに拍動した。

　全身の血液が逆流したかと思う不快感に、めまいすら覚える。

「春馬さん……」

　私の唇が、無意識にその名を紡ぐ。

　それを合図に、彼がこちらにゆっくりと足を踏み出した。

「ちょっと……久しぶりだな」

　私の前で立ち止まり、ぎこちなく笑う春馬さんを見上げる。

　鼓動が、ドクドクと猛烈に加速するのを感じた。




　その夜――。

　たっぷり一時間かけて入浴してリビングに戻ると、壁時計は十時を指していた。

　私は濡れた髪をタオルドライしながら一度キッチンに入り、冷蔵庫から缶ビールを取り出して、ソファに向かった。

　わりと勢いよくドスッと腰を下ろし、テレビのリモコンを手に取る。

　夜の報道番組にチャンネルを合わせ、ソファの背に仰け反るように寄りかかった。

　顎を反らして高い天井を仰ぎ、口をすぼめて「ふうっ」と息をつく。

　ゆっくり身体を起こし、缶ビールを開けて、テレビに目を向けた。

　今週の初めに、とある大臣の収賄疑惑がスクープされてから、朝も夜もそのニュースで持ち切りだ。

　つい昨日まで、居丈高に『秘書が勝手にやったこと』とマスコミを追い散らしていた大臣が、どうやら今日になって疑惑を認める発言をしたらしい。

　テレビの隅のテロップには、『辞意表明』という言葉が浮かんでいる。

　最近、こんなのばかりだなあ……。

　口元に運んだ缶をグッと傾け、数口ビールをあおった。

　苦い炭酸が喉を刺激し、ちょっと焼けるような感覚を覚える。

　こうやって、トップが不祥事を起こして辞任すると、官公庁で働く国家公務員たちの業務にも、影響があるんだろうか。

　柊甫さんの職場は、外務省。

　海外情勢だけじゃなく、国内の政治動向のニュースも、他ひ人と事ごとではない。

　私はテレビに身を乗り出して、ニュースの映像に目を凝らした。

　……だけど。

　さっき春馬さんと会ってしまったせいで、ニュースに集中できない。

『少し、話せないか？』

　そう言われて、私は立ち尽くしたまま、返事に窮した。

　この間、彼を見た時と同じ、嫌なリズムの鼓動を再び感じて、うまく声を出せなかったのだ。

　春馬さんは、黙って目を逸らす私を連れて、カフェにでも行こうと思ったのだろう。

　私の左手を取り……。

『えっ……』

　ビクッと身を震わせ、絶句した。

　彼が一瞬怯んだ隙を突いて、私は手を払うことができた。

『泉水っ……』

　私を呼ぶ声を背に、人の群れの間を縫うように走って逃げてきた、けれど――。

　結婚指輪……気付いたよね。

　これを見て、春馬さんがどう思ったか、正直気になる。

　とっさに逃げ出してしまったけど、彼の話がなんだったのかも……。

　胸にモヤモヤが広がるのを感じて、私は勢いよくビールをあおった。

　今度は、喉が刺激に耐えられる限界まで一気に飲み、缶をテーブルに置いた。

　ソファの上で、膝を抱え込む。

　膝頭に額を預けた、その時。

「ただいま」

　声と同時にリビングのドアが開く音がして、私はピクリと肩を震わせた。

「っ、え？」

　弾かれたように顔を上げる。

　ネクタイを緩めながらこちらに歩いてきた柊甫さんが、怪訝そうに眉根を寄せた。

「なんだよ」

「い、いえ。お帰りなさい。今日はいつもより早いなって」

　玄関の鍵が開いた音、全然聞こえなかった。

　自分が春馬さんのことを気にしていた証みたいで、妙な後ろめたさを覚える。

「珍しいな。泉水が家で酒飲むとか」

　柊甫さんが、私の飲みかけのビールの缶を指先で摘まむようにして、テーブルから持ち上げた。

「すみません」

「構わないけど」

　素っ気なくそう言って、缶を口元に運び、豪快にグッと傾ける。

「あ」

　仰け反った喉で、男らしい喉仏が上下するのを見て、私の胸はドキッと拍動した。

　ビールの残りを一気に飲み干した柊甫さんが、口元を手の甲で拭いながら、私に探る視線を向ける。

「飲むのはいいが、珍しい行動の裏に、どんな理由があったのか聞きたいね」

「っ」

　鋭い指摘に、私は口ごもってしまう。

　柊甫さんは、空になった缶をテーブルに戻し、私の隣にドカッと腰を下ろした。

　シートに深く身を沈め、頭の後ろで両肘を抱え、私に横目を流してくる。

「で？」

　斜めの角度からの上目遣いに、またしても胸が飛び跳ねる。

「べ、別に。大したことじゃないです。ちょっと、そんな気分だっただけで」

　私はお尻をずらして身体の向きを変え、心を裸にするような彼の瞳から逃げた。

「ふ～ん？」と、納得していないのがわかる、尻上がりの声が返ってくる。

「え、ええと……今日、人事に、結婚に係る変更届を提出したので。指輪してたんですけど、思いの外、後輩たちに騒がれちゃって」

　言い訳を探して、今日一日の出来事を頭の中で思い浮かべる。

「普通、婚約指輪の方が騒がれるんじゃないか？」

　意地悪だけど的を射たツッコミに、私も「はは」と苦笑した。

「そうですよね。でも、婚約指輪はオフィスでは派手なので、つけていったことがなくて……あ」

　ぎこちなく返す途中で、私はそこに思い至った。

　言葉を切った私に、柊甫さんが「ん？」と聞き返してくる。

「い、いえ。ええと……」

　春馬さんのオフィスは離れたところにあるし、偶然通りかかったとは思えない。

　もしかして、彼の話って、指輪の返却に関わることだった？

　そうだったら、私は逃げてきてはいけなかったんじゃなかろうか……。

「泉水？」

　思考を巡らせた私に、柊甫さんが怪訝そうな目を向けている。

　私は、慌てて首を横に振ってごまかした。

「そ、そう、指輪！　今日、サイズ直しから返ってきたんですよ！」

　一際明るく声を張って、傍らに置いておいたジュエリーショップの紙バッグを持ち上げた。

　軽く揺らしてみせると、柊甫さんの目が、まるで振り子を追うように動く。

「え。もう？」

「もう？って。お直し出してから、十日だし」

　私にはめさせてくれると言ったのに、ここに来て怯んだ様子がちょっとおかしい。

　私はクスクス笑いながら、紙バッグからケースを取り出した。

　そこには、初披露した時とは違い、大きなサイズの指輪がひとつだけ収められている。

「今度は絶対、緩いなんてことないですから。はい！　左手、拝借します」

　無言の溜め息は気にせず、私は指輪を摘まみ上げた。

　進んで出してくれない彼の左手を自ら取り、その薬指をジッと見つめる。

　腰を引かせて、私の行動を見ている柊甫さんの前で、なんだか変な緊張が強まる。

　おかげで、狙いすますような間が空いてしまい……。

「……やるなら、ひと思いに行けよ。下手にもったいぶられると、注射待ちしてるみたいで、身構える」

　渋い顔して苦言を呈する柊甫さんに、私は思わず吹き出してしまった。

　彼は、「なんだよ？」と不服そうに眉根を寄せるけれど。

「いいえ。注射、嫌ですよねー。痛いし」

　心の中で、『大人になっても注射に身構えるなんて、かわいい』と思ってしまったのは、もちろん内緒。

　この間とは違う胸の疼きには気付かないフリをして、私は口をすぼめて深呼吸をした。

「じゃ、じゃあ、行きます！」

　変に意気込んだせいで、なんだか〝指輪の交換〟って空気じゃなくなってしまった。

　彼の薬指に指輪を滑らせながら、なんとか持ち直そうとして、

「病める時も、健やかなる時も……」

　自分の指先に目を伏せ、ボソッと呟く。

　それを聞き拾った柊甫さんが、肩を揺らしてクッとくぐもった声を漏らした。

「三年後には離婚するって決まってるのに、誓いの言葉は神への冒ぼう涜とくだ」

　辛しん辣らつなツッコミには、私もひくっと頬を引きつらせる。

「柊甫さんって、そういうところは〝いい人〟ですよね。うちの両親に対しても、罪悪感って言ってましたし」

「君は逆に、意外と肝きもが据わってるな」

　即座に返される皮肉には、肩を竦めてクスッと笑った。

　そんな会話をしているうちに、サイズを直した指輪は、関節に引っかかることもなく、彼の薬指に収まった。

「よかった。今度は、ぴったり」

　よかったと思うのは、私だけだろう。それでも、ホッと胸を撫で下ろした。

　柊甫さんは口をへの字に曲げて、自分でもサイズを確認するように、左手を目の高さに持ち上げていたけれど。

「ほら。次はこれだろ？　誓いのキス」

　ニヤリと口角を上げて、私の肩をグッと抱き寄せた。

　形勢逆転とばかりに身を乗り出してきて、綺麗なラインの顎を傾ける。

　けれど。

「……おい。なんだ、この無言の抵抗は」

　触れる直前で彼の唇を阻んだ私の手の平が、小さな吐息にくすぐられる。

　不機嫌に上がる眉尻に、ドキッと胸を弾ませながらも、自分を律した。

「たった今、柊甫さんが言ったじゃないですか。誓いは神への冒涜って」

　冷静に揚げ足を取る私に、柊甫さんがチッと舌打ちをする。

「キスは宣誓とは違うだろ。ただの行為だ」

「そ、それに！　柊甫さんの誓いのキスは、濃厚すぎて目的を違えてるんですっ」

　言い負けないよう、毅然と返す私を、彼はふんと鼻で笑った。

「なるほど。確かに、神様に見せつけるだけかもな」

「そうでしょう？　だから……」

「だったら、誓いじゃなくていい。夫婦のキスだ」

　太々しく言ってのけ、唇を阻んでいた私の手をぎゅっと掴んだ。

　私にひと言も挟む隙を与えず、キスを仕掛けてくる。

「っ……」

　思わず息をのんだ私を、柊甫さんが薄く開けた目で見ている。

　どこか妖しい光を湛えた瞳に射貫かれ、私はなんの抵抗もできない。

　ただされるがまま、淫らな音を立てるキスに、ぞくりと背筋を震わせた。

　それほど長いキスじゃなかったのに、彼の方から唇を離した時、私は呼吸を乱していた。涙で潤んだ目で、離れていく彼の唇を追う。

「い、いきなり、なにを……」

　限界を超えて、ドキドキと高鳴る胸が苦しい。

　それでも、なんとか言葉を挟んだ私の目の前で、妖艶に濡れた唇がわずかに歪んだ。

「キスくらい、もう今さらだろ。それに君だって、嫌いじゃないはずだ」

　わざわざ耳元で囁かれ、沸き立った心臓が鼓動を狂わせる。

「好きだろう？　俺とのキス」

「……っ」

「……ふっ。素直な反応だな」

　どこかねっとりした視線で横顔を観察されて、私は顔だけじゃなく耳まで真っ赤に染めた。

　そんな私に、彼はくくっと含み笑いをしながら、ゆっくり上体を起こした。

「なんなら、このままベッドに……」

「にゅ、入籍も済んだし、こうして指輪も揃ったので！」

　私は両手で彼の胸を押し退けながら、死に物狂いになって遮った。

「そろそろ、うちの両親にも報告しなければ」

　肌に変な汗をじんわりと浮かべながら告げると、柊甫さんも「う」と唸った。

　上目遣いで窺うと、彼は大きな手で顔を覆い、お腹の底から深い溜め息をつく。

「それがあったか……」

　苦虫を噛み潰したような表情が、指の隙間から覗いて見える。

　彼の反応は予想通りで、私はなぜか強く安堵した。

「柊甫さんはお忙しいので、日帰りできるよう、話してみます。日程は、改めて相談させてください！」

　彼に口を挟む隙を与えず、一気にまくし立てると、勢いよくペコッと頭を下げた。

「では、お休みなさいっ」

　一方的に言うだけ言って、彼の腕を擦り抜けるようにして立ち上がる。

　そのまま脱兎の如く、自分の部屋に逃げ込んだ。




　その翌週。週の最後になって、少し仕事がバタついた。

　大口取引先との商談に出ていた営業社員の帰社が、予定を大幅に遅れてしまい、持ち帰りの書類や伝票処理は、アシスタントみんなで分担することになった。

　とはいえ、花の金曜日。後輩の多くは、アフターファイブの予定がある。

　定時を過ぎた頃から、待ち合わせに遅れることを気にして、ソワソワし始めた。

　時計ばかり見ながら残業しても、ミスを招くし能率も悪い。

　まあ、こういう時はお互い様……。

　私は、何人かの後輩の分を引き受け、彼女たちを先に帰すことにした。

　集めた書類を積んでオフィスを見渡すと、デスクに残っているのは、私より上のベテランの先輩ばかり。要は、既婚者たちだ。

　きっと、みんな『私たちは、別にデートの約束もないしね～』と思ってるんだろう。

　意図せず目が合い、互いに苦笑で返した。

　二時間半ほど残業して、片付けが済んだのは、午後八時近く。

　帰りも自然と足並みが揃い、五人の先輩たちと、会話しながら駅まで歩いた。

「門脇さん、新居、青山だって？」

「リッチねー。旦那さん、なんの仕事してる人なの？」

　……なんて追及を、冷や汗をかいてかわしていると、駅に着いた。

　五人のうち、ひとりの先輩とは方向が同じで、私は見送られる形で電車を降りた。

　金曜日の夜、青山の街は、車道も歩道もいつもより混雑している。

　賑やかな大通りを歩き、マンションに通じる路地に入ると、一気に喧けん騒そうが遠退く。

　私はスマホを手に持ち、帰路を急いで歩を速めた。

　ハイセンスな建物が立ち並ぶ街でも、一際目立つタワーマンションのエントランスに辿り着いた、その時。

「……泉水」

　背後から遠慮がちに呼びかけられ、びくんと身を竦ませた。

　その反動で手からスマホが落ち、ガツッと音を立てて、足元に転がる。

　それを拾う余裕もなく、勢いよく振り返る。

　そして、ここで見るはずのない姿を目に留め、大きく息をのんだ。

「な、なんで。春馬さん、どうしてここに……!?」

　静かな街に、私の上擦った声が響く。

　彼はゆっくり歩いてきて、私の目の前でしゃがみ込んだ。

　反射的に目で追うと、スマホを拾ってくれたようだ。身体を起こした彼が、「はい」と差し出してくれた。

「驚かせて、ごめん。液晶、割れてないみたいだけど……」

　私は大きく見開いた目で彼を凝視して、戸惑いながら手を出す。

「あ、ありがとう……」

　私の心臓は、バクバクと激しく打ち鳴っていた。

　受け取ったスマホを、両手でぎゅっと握りしめる。

　警戒しているのが伝わったのか、春馬さんも表情を固くした。

「どうしても、話したくて。実は先日、泉水のマンションを訪ねたんだ」

「え……？」

「電話やメールじゃ、きっと反応返してくれないだろうと思って。でも、空室になってたから、この間、オフィスの近くまで行ったんだけど……」

「に、逃げたりして、ごめんなさい」

　私が挟んだ謝罪に、彼は目を伏せてかぶりを振る。

「いや、無理もない。俺の方こそ、ごめん」

　真摯に頭を下げた春馬さんが、顔を上げるのを待って、

「……ここまで、ついてきたの？」

　私は警戒心を緩めず、探るように訊ねた。

　彼は、ビクッと身を震わせた。

　ザッと前髪をかき上げ、きまり悪そうに視線を逸らす。

「ストーカーまがいなことして、ごめん。今日も、オフィスの前で待ってたんだ。泉水、職場の人と一緒だったから、声かけられなくて」

　彼は歯切れ悪く言いながら、スラックスのポケットに片手を突っ込む。

「ひとりになるの、待ってた。でも、会話が聞こえてきて、気になって」

　言葉を切り、なにか逡巡してから、思い切った様子で私に視線を戻した。

「泉水……結婚したの？」

　半信半疑といった、窺うような声で聞かれて、私はギクッと肩を縮めた。

「その指輪……ペアリングとかじゃなくて、本当に結婚指輪？　それで、この立派なタワーマンションが新居？」

　春馬さんは焦燥感を滲ませ、返事に窮する私に、次々と畳みかけてくる。

「こんな短期間で？　いったい、誰と……。泉水、なんか危ないヤツに騙されてるんじゃないよな!?」

　ガシッと肩を掴まれ、私は反射的にその手を払った。

　激しく拒絶した格好になってしまい、春馬さんは凍りついたような目をしている。

「っ……ご、ごめんなさい」

　彼から逃げるように目を伏せた時、マンションのエントランスの自動ドアが開いた。

　中から、住人らしき女性が出てくる。

　このマンションに相応しい、セレブ感たっぷりの綺麗な女性が、向き合って顔を背ける私たちに、不審感を憚らない。

　私が無言で会釈すると、彼女も同じ仕草を返してくれた。

　そのまま通り過ぎていったけど、怪訝そうに肩越しに振り返っている。

　私は、ためらいながらも意を決した。

「あの……ここじゃ人目につくから。場所を変えませんか」

　春馬さんがここまで後をつけてきたのは、先週、私が逃げてしまったから。

　それほどの話があるんだろうし、今、私も彼に用事がある。

　だけど、ここではマンションの住人の目があるし、柊甫さんもわりと早く帰ってくることもあるから、見られてしまうかもしれない。

　春馬さんは、顔を強張らせていたけれど、

「……ああ」

　同意して、頷いてくれた。




　再び大通りに出て、通りに面したセルフサービス式のカフェに入った。

　ふたりともホットのカフェラテをオーダーして、春馬さんがトレーを持ってくれる。

　少し奥まったふたり掛けのテーブルで、向かい合って腰を下ろした。

　春馬さんは、私からやや目線を外し、なにか思い詰めたような、難しい顔をしている。

　私は、カップを手に取った。無言のまま目を伏せ、二口飲む。

　話がしたいと言った彼が、切り出す様子はない。

　私はカップをトレーに戻し、傍らに置いたバッグの中を手探りした。

「あの。これ……」

　高級感漂うジュエリーケースを、テーブルに滑らせた。

　そこに目を落とした彼が、ハッと息をのむ。

「春馬さんからもらった、婚約指輪です。お返しできないままだったので……」

　手に取ってくれないから、そう説明を入れた。

　春馬さんは何度か惰性のように頷いてから、ケースに手を置く。

「泉水、もしかして、ずっと持ち歩いてたの？」

　目線を上げて探るように訊ねられ、私は虚を衝かれて瞬きで返した。

「そういうとこ、お前らしいよな。どこかで偶然俺に会ったら、返せるかも……って。バッグに忍ばせてたんじゃないかなって」

　先週のように、春馬さんが『話したい』と来ることがあるかもしれない。

　そう思って持ち歩いていたことを、完全に見透かされて、私は不覚にも口ごもった。

　そのまま目を泳がせる私に、彼は小さくプッと吹き出した。

「図星？」

「う……まあ、そうなんですけど」

　なんだかきまり悪くて、私は両手でカップを持ち上げた。

　こういうの、私らしいのか、なんて考えてしまう。

　言われてみれば、柊甫さんと契約結婚の密約を交わしたきっかけも、彼にお金を返すために持ち歩いていたからだ。

　さらに言えば、彼と出会った時も……私は、お金もパスポートの現物も、全部一緒に持ち歩いていた。

　それを、『愚かだ』と言われてしまったけれど……。

　こんな私の行動、柊甫さんが知ったら、また怒られそうだ。

　なのに、なぜだか心が和んで、私は頬の筋肉を緩めてしまった。

「……ふふ」

「泉水？」

　真向かいにいる春馬さんが、訝しそうに見ている。

　私は慌てて、勢いよく首を横に振った。

「ご、ごめんなさい。なんでもないの」

　カップに息を吹きかける素振りをして、ごまかす。

　そんな私を、彼はジッと見つめていた。

　そして。

「泉水。……これは、まだ持っていてくれないか」

　そう言って、ジュエリーケースを、再びこちらに押し返してくる。

「え？」

　その言動の意味がわからず、私は顔を上げた。

　私の視界の真ん中で、春馬さんが硬い表情を浮かべている。

「俺……結婚しないかもしれない」

「っ、えっ……？」

　歯切れの悪い言葉を、瞬時に理解できなかった。

　聞き返した私の方へ、彼がわずかに身を乗り出してくる。

「嘘だったんだ。彼女……妊娠したって」

　低い声で噛みしめるように言って、ギリッと奥歯を鳴らした。

　苦々しく顔を歪ませる彼に、私は大きく目を瞠った。

「嘘って。どういう……」

「だから、彼女、妊娠してなかったんだ、最初から！　俺と泉水が別れる理由は、どこにもなかった！」

　春馬さんは声を殺して、拳でテーブルを叩いた。

　感情が荒ぶるのをこらえたつもりだろうけど、ドンと鈍い音を立てた拳が、小刻みに震えている。

　ほぼ満席の店内のあちこちから、視線が向けられるのがわかる。

　私はゴクッと唾を飲んでから、目の前でうなだれる春馬さんに呼びかけた。

「は、春馬さん」

　どうしていいかわからず、周りの視線から逃げるように身を縮める。

　春馬さんの後輩の妊娠は、嘘だった。

　それを知った彼は、結婚しないかもしれないと言う。

　次々と告げられた事実に、正常な思考回路が麻痺しそうなほど混乱する。

「だから、もとに戻そう」

　春馬さんが、背筋を伸ばして言った。

「彼女には、子供ができていないなら、結婚できないと伝えた」

「え……？」

　私は、カップを持つ手をビクッと震わせた。

「驚くこと、ないだろう？　俺はもともと、泉水と結婚するつもりだったんだから」

　春馬さんは素っ気なく言って、自分のカップを手に取った。

　少し冷めたからか、息を吹きかけずに二口飲む。

「でも……」

　ついこの間、ふたりで指輪を選ぶのを目撃していたからこそ、私は困惑して声を漏らした。

　あの時、春馬さんはすでに知っていて、葛藤していたのか。それとも、あの後で事実を知ったのか。

　私にはわからないけど、それにしたって、彼が言うことは滅茶苦茶な気がする。

　なにか得体の知れない感情で、心が揺れる。

　彼の言葉を、どこまで信じていいのか。いや、信じたところで、どうしろというのか。

　答えが見つからず、私は今この場で唯一はっきりしている〝事実〟に縋った。

「わかってるでしょう？　私、結婚したの」

　自分でも驚くほど低い声が出た。

　春馬さんは、カップを持つ手をビクッと震わせた。そして、一瞬、返す言葉を探すように口を噤む。

　私たちのテーブルに、沈黙がよぎった。

「でも……おかしいだろ」

　春馬さんが、ポツリと呟いた。

　カップをソーサーに戻したものの、目測を誤ったのか、ガチャンと音を立てる。

　そこに、彼の動揺とか苛立ちとか、表に出さない感情が見え隠れしたように思えて、私は身を竦めた。

「俺と別れて、まだ三カ月足らず……その間に結婚って。やっぱりなにかワケありで、騙されてるんじゃ……」

　言ってるうちに感情を昂たかぶらせたようで、春馬さんが腰を浮かせた。

「ちゃんと、愛されてるのかよ!?　いや、泉水は相手を愛してるのか!?」

「っ……」

　直球で突きつけられた言葉の前で、私は返事に窮した。

　柊甫さんに、愛されてなどいない。

　でも、私は？

　春馬さんが口走ったように、私に、彼への愛はないだろうか。

　唇を結んで、目を伏せた。

　愛してる、とはまだ思えない。

　でも、確実に惹かれている。

　だったら、春馬さんになんて言えば、嘘にならないだろう。

「いず……」

「ご、ごめんなさい」

　黙り込む私に焦じれた様子で呼びかけた彼を、私は謝罪で遮った。

「私、もう帰らなきゃ。……ごめんなさい」

　混乱を隠せず、落ち着かなくなって席を立つ。

「泉水……っ！」

　春馬さんが呼ぶ声を背中で聞きながら、慌ただしくカフェを後にした。

　柊甫さんのタワーマンションに戻り、二十階の部屋に入ると、背中で押すようにして玄関のドアを閉めた。

　バクバクと、激しく打ち鳴る胸に手を当て、低い天井を仰ぐ。

　いったい、なにが起きたのか。

　春馬さんの言葉は、どれも全然現実味がなく、私の心を無駄に揺さぶるだけだった。

　春馬さんの後輩の妊娠は、嘘だった。

　彼は彼女と結婚する気はなく、私に『もとに戻そう』と告げた。

　それで……それで？

　私は、答えられないまま、逃げてきてしまった――。




　その後間もなく、柊甫さんが帰ってきた。

　いつもと違い、通勤着のままソファに座っていた私に、怪訝そうな目を向ける。

「今日は、遅かったんだな」

　彼の目にも、帰宅直後に見えたのだろう。

　私は、反射的に「はい」と答えた。

「食事は？」と聞かれて、そっと振り返る。

「まだ……ですけど」

　質問の真意を図って、窺うような口調になってしまった。

　柊甫さんは気にする様子もなく、スーツの上着を脱ぎながら、書斎に向かっていく。

「だったら、ピザでも取ろう。俺も、腹ペコなんだ」

　リビングを横切りながら言われて、私はその背を目で追った。

「え？　こんな時間から、ピザ……？」

　時計は、もう夜九時を回っている。

　どう考えても、ピザを食べていい時間じゃない。

　だけど、柊甫さんは、どこか好戦的な顔をして私に視線を流した。

「せっかくの金曜日だ。多少不摂生だが、後ろめたく思わない方が、ストレスにならない。イタリアじゃ、わりと普通のことだ」

「……そう、ですね」

　あまりに堂々と言ってのけるから、私もついつい笑って同意してしまった。

「じゃあ、ふたりでＭサイズ」

　そう返した私を、柊甫さんが書斎のドアに手をかけながら、肩越しに見遣った。

「足りるかな。サイドメニュー追加で」

「……カロリー、すごいですよ」

　頬を引きつらせると、彼はふんと鼻を鳴らした。

「そのぐらいのカロリー、日々の仕事で軽く消費している」

「そりゃ、柊甫さんは……。でも、いいです」

　私も、最後は開き直って頷いた。

「ローマのトラットリアで、一緒にピザ食べましたよね。あの時みたいに、楽しく食べられるなら」

　ニコッと笑った私に、彼は虚を衝かれた様子だったけど、すぐに不敵な笑みを浮かべる。

「それは、君次第だな」

　それだけ言って、書斎に消えていく。

　その背を最後まで見送って、私は「ふうっ」と声に出して息を吐いた。

　柊甫さんと会話を終えて、強張っていた頬の筋肉がほぐれていることに、自分でも気付いていた。










ワンウェイラブ




　その週末。

　私はなぜかシックなイブニングドレスを纏い、ゴージャスで煌びやかなパーティー会場に来ていた。

　友人の結婚式で身につけるような、ちょっと華やかなワンピースとは、比べる次元が違う。

　胸元がやけに開いている、身体のラインが浮き出るマーメイドタイプの黒いロングドレスで、あまりに覚束ない。

　その上……。

　私は、そっと周りを窺った。

　私が逃げ腰になるようなイブニングドレスを、優雅に、当たり前に着こなす貴婦人たち。エスコートする男性も正装、もしくはそれに準ずる上質なスーツ姿。

　日本人より外国人の方が多い場所にいることが、そもそも私にとって非日常。

　ヨーロッパの社交界にいきなり放り込まれた村娘になった気分で、私は身を縮こませた。

「あ、あの。柊甫さん……」

　ここに私を連れ出した彼に、小声で呼びかける。

「なに」

　隣に立つ柊甫さんは、シックなブラックスーツを寸分の隙もなく着こなしていて、このパーティーに相応しい、立派な紳士だ。

　私とは真逆に堂々と胸を張っているけど、見上げる横顔は退屈しているようにも見える。

「私……やっぱり、場違いじゃないですか」

「そうかもな」

　歯に衣着せない、まったく遠慮のない返事に、私はますます肩を丸めた。

「でも、俺の〝妻〟なんだから、仕方がない」

「仕方がない、って……」

　私にとって、今この場で唯一頼れる〝味方〟のすげない返答に、私は声を尻すぼみにした。

　目を泳がせた先で視界に映るのは、国内外の情勢に疎い私でも見知っているほどの、有名人ばかりだ。

　少し額が上がった外国人と話している小柄な日本人男性は、外務大臣だ。

　つい今しがた姿を現したのは、官房長官。

　そして、多数の黒服ＳＰに囲まれて、内閣総理大臣までいる。

　仕事柄、こういう場に慣れている柊甫さんは、『仕方がない』と簡単に言うけど、全然仕方なくない。

　私は今、ヨーロッパからの国賓をもてなす晩餐会会場にいる。

　ヨーロッパでは、このような公式なパーティーは、男女同伴がマナーだそうだ。

『結婚指輪をはめている以上、妻以外の女性をエスコートするわけにもいかないんでね』

　不敵に言った柊甫さんが、これまでは誰をエスコートしていたのか気になるけど、彼からイブニングドレスを渡された私は、おどおどするばかり。

　身支度の間、反論する余裕もなかった。

「泉水。右手と左足が同時に出てるぞ」

　柊甫さんが、隣からコソッと耳打ちする。

　私はそれに慌てて、「え!?」と自分の姿を見下ろした。

　一瞬、ギクシャクと動きを確認した私に、

「正解だろうが。真に受けて直そうとするなよ」

　彼は呆れた顔で重ねた。

「…………」

　ただでさえ、緊張してるのに。そこをついてからかうなんて、なんて意地の悪い男……。

　私は胸をグッと反らして、無言で彼を睨みつけた。

　けれど、柊甫さんは涼しい顔。

「それでいい。背筋伸ばしておけ」

　目を細めて、ニヤリと笑う。

「え、っと……」

　もしかして、今の意地悪は、私の姿勢を注意しようと、わざとだった……？

　私は答えを探して、彼の横顔をそっと窺う。

　私の視線に気付いた柊甫さんが、口角を上げた。

「言っとくが、親切で言ったわけじゃないぞ」

　あまのじゃくな言い方も、照れ隠しかと思ったのに。

「君、ずっと身を縮めて猫背になってるから。俺から胸元丸見えなんだ」

　なんとも艶っぽくウィンクする柊甫さんと、私は一瞬顔を見合わせた。

「……えっ!?」

　言われた意味に気付き、ギョッとして声をひっくり返らせる。

　彼は、ニッコリと微笑んだ。

「俺は眼がん福ぷくだったからいいが、挨拶に行った先で他の紳士にご披露されちゃ、夫としてはたまらんのでね」

「な、なんでもっと早く教えてくれないんですか……!!」

　私は彼の腕にかけていた手を離し、両腕で胸元をぎゅっと抱きしめて隠した。

　柊甫さんは優雅に口元に手を遣り、くっくっと声を殺して笑っている。

「言ったろ？　眼福だって」

「ひ、ひどい！　最低！　エッチ……!!」

「ひどいのはどっちだ。君の無自覚の誘惑のおかげで、これも一応仕事だというのに、さっさと帰って、愛しい妻を抱きたくなった」

「っ……」

　外向けの知的な笑みが、どこか妖しく歪む。

　私とふたりの時、彼がベッドで見せるその表情に、私の胸は否応なく跳ね上がった。

　どこまで本気で言ってるんだろう。

　いや、多分、九十九パーセント本気だろうけど、それは〝夫婦で愛し合う〟って意味ではなく、ただ快楽を享受するだけの戯れでしかない。

〝一夜の悪い遊び〟よりは、倫理的で道徳に適った行為である、というだけの話。

　わかってるのに、私はお約束でドキドキしてしまう。

「もう……。なにを言ってるんですか……」

　しゅうっと音を立てて蒸気が出そうなほど、顔も耳も熱い。

　きっと、びっくりするくらい真っ赤になってることだろう。

　柊甫さんは、目尻に涙まで浮かべているけれど。

「ほら、シャキッとしろ。次、ちらりとでも覗けることがあれば、問答無用で別室に連れ込むぞ」

　不遜な言い方、しかもとんでもない宣言に、私は目を白黒させるだけ。

「行くぞ、泉水」

　柊甫さんが、私の前に恭うやうやしく腕を出した。

　掴まれと促す仕草に、私も渋々手を預ける。

「今夜は、今の上司である事務次官もいらしてるが、イタリア首相と一緒に、大使もお見えなんだ。挨拶に行くぞ」

「は、はいっ……」

　イタリア大使ってことは、少し前まで柊甫さんの上司だった人だ。

　彼はさらっと口にするけど、日本の村娘の私が、挨拶なんかしていいんだろうか。

　からかわれて憤慨してる場合じゃない。

　私は、今度こそしっかりと胸を張って、彼の隣を歩いた。

　柊甫さんは、わりと背の高い、がっしりした体格の白髪の男性に近付いていった。

　ワイングラスを片手に歓談していた紳士の会話の切れ目を狙って、声をかける。

「大使。お久しぶりです」

　振り返った紳士が、「やあ！」と破顔した。

「成瀬君。どうだ？　久しぶりの本庁勤務は」

「五年も経つと、いろいろシステムも変わっていて、勘を取り戻すのに苦労しました」

　がっちりと握手を交わした後、柊甫さんが大使に答える。

「君を日本に帰したのは手痛い限りだが、こちらからの連絡に迅速に対応してくれて、助かっているよ。これからも、よろしく頼む」

「もちろんです。……大使、紹介します。こちら、私の妻の泉水です」

　挨拶を終えたタイミングで、柊甫さんが大使の視線を私に導いた。トンと軽く背を押されて、私は慌てて一歩前に出る。

「は、初めまして。泉水、と申します」

　柊甫さんが、なんの躊躇もなく私を妻と紹介したのにちょっと驚きながら、私は丁寧にお辞儀をした。

　顔を上げると、大使が「ほう」と目を細めている。

「非婚主義だった君が、とうとう身を固めたか」

　気心知れているからか、大使が悪戯っぽく笑う。

　柊甫さんは、やや苦笑気味にひょいと肩を竦めた。

「大使。その仰い方は」

「あ、すまない。奥様には内緒だったか？」

　もちろん、非婚主義のことを言ってるんだろうと思った。

　私は、「いえ」と言葉を挟んで胸を張った。

「存じております。お気遣いありがとうございます」

　そう言って目礼すると、大使が目元を和らげる。

「在イタリア大使の瀬せ戸とです。……さすがだな、成瀬君。ずいぶんとお綺麗で聡明な女性を娶めとったものじゃないか」

　大使は、私に気さくに名乗ってくれた後、柊甫さんをからかうように相好を崩した。

「褒めすぎです、大使」

　それに返した彼の言葉は、もちろん謙遜ではなく、大部分本心だろう。

　真に受けたつもりはないけど、大使の前で肩を縮める私を、彼がちらりと一瞥する。

　恐縮のあまり、猫背気味になっていたのに気付き、慌てて背筋を伸ばした。

　私たちの目線のやり取りは気にせず、大使が「ところで」と口を開いた。

「先週報告した、イタリアの政治動向の件だがね」

　私を気にするように、ちらりと横目を向ける。

　柊甫さんも、会話の転換にピクッと眉尻を上げた。

「できれば、次官も含めて話がしたい。奥様とご一緒のところ、すまないが……」

「いえ」

　彼は、大使の言葉を短く遮った。

「泉水。すまないが、少し中座する。ひとりで、大丈夫か？」

「え？　あ、はいっ……」

　本当は、『こんなところでほったらかしにしないで！』と、なじりたいところだったけど、イタリア大使から直々に話がしたいと言われているのを目にしてしまえば、心細いだなんて引き止められない。

　私の返事を聞いて、大使が「申し訳ない」と短く謝罪をした。

　それには、反射的に頭を下げる。

　柊甫さんは、私が頭を上げる前に、大使と連れ立って会場の奥の方に歩いていってしまった。

　ひとりになったこの隙に、国賓をもてなす豪華な食事を堪能しよう……と気分を変えられるほど、私の肝は据わっていない。

　一応、料理が並ぶカウンターに近付いてはみたものの、ひとりにされてよりいっそう緊張が強まってしまい、美味しそうなローストビーフを見ても、生唾も出てこない。

　私は人の邪魔にならないよう、ワイングラスを手に、会場の壁際に移動した。

　この近年で最高の出来と言われる、ボジョレーヌーボーをちびちびと口にしながら、私には分不相応な華やかな会場をぐるっと見渡す。

　海外からの要人をもてなすために、外交官がパーティーに出席することが多いのは知っていたけど、それにしても、そうそうたる面子の前で、私は怖おじ気けづいていた。

　柊甫さんは外交官。

　選ばれし人間なのだと、改めて認識して、肩を落として溜め息をつく。

　元上司とはいえ、イタリア大使までもが知っている、柊甫さんの非婚主義。

　特定の相手を作らず、一夜の遊び……という不誠実な女性関係は、眉をひそめていいものなのに、なぜだかとてもグローバルに思えてくる。

　言ってしまえば、プレイボーイで女ったらし。ジゴロ……というのは、ちょっとニュアンスが違うかもしれないけど。

　私が嫌悪感を抱くどころか、言いくるめられた上に惹かれてしまうのは、柊甫さんの場合、一本筋が通っているせいだろう。

　ひと晩限りの相手に、情を持つことはない。

　ローマで迎えたあの朝、素っ気ない書き置きを残されただけの私も、その中のひとりに過ぎなかったはずだ。

　なのに……。

『さっさと帰って、愛しい妻を抱きたくなった』

　愛しい、だなんて、本心じゃないくせに。

　身体を求めるだけの甘い言葉に、私の心は躍る。

　ほんと、私、どうして……。

　自嘲して皮肉な気分になった時、手にしていた小さなバッグから、振動が伝わってきた。

　中に入っているスマホに、着信があったとわかる。

　私は、サッと辺りを見回してから、人がいない場所を探して、バルコニーに続くガラス戸を開けた。

　屋外に足を踏み出した途端、冷たい夜風が身を包む。

　だけど、会場の熱気で火照っていた肌に、それほど寒さは感じられない。

　私は柵のそばまで歩いていって、そこに寄りかかりながらスマホを手に取った。

　案の定、着信があった。

　この間入籍の報告をしたから、実家でのお披露目について、母からメールが来ていた。

　開封して内容を確認していると、少し離れた場所から、人がやり取りする声が聞こえてきた。

　日本語じゃない。夜風に乗って届くのは、英語でもないように思える。

「……？」

　私は、スマホから顔を上げ、その方向に目を遣った。

　会話の内容はわからないけど、綺麗な日本人女性が、酔っぱらった外国人男性に言い寄られている……遠目からはそう見えた。

　こんな、要人ばかりが集まった晩餐会でも、こういうことってあるんだな……。

　ほんのちょっと呆気に取られたものの、私は意を決して近付いていった。

「あの……大丈夫ですか？」

　女性と男性の関係性がわからないから、遠慮がちに日本語で声をかける。

「え？」

　反応を返してきたのは、もちろん女性の方だ。

　突然現れた私に、戸惑った様子。

「なにかお困りなら、人を呼ぼうかと……」

　私がそう続けると、彼女はゆっくり私に向き直った。

「ご親切に、ありがとうございます。でも、彼は友人なので、大丈夫」

「そ、そうですか」

　余計な声かけだったかもしれないけど、大事じゃないならホッとする。

　もしかして、痴ち話わ喧嘩とか、そういうのだった……？

　私は、なんとなくふたりを観察した。

　ふたりとも、三十代半ばくらいに見える。

　女性は、デコルテ部分が黒い総レースのシックなロングドレスを纏っている。

　私より露出が少ないのに色っぽいのは、スタイル抜群でよく似合っているからだろう。大人の女性の艶が漂ってくる。

　男性の方は、正装ではないけど、かなり上質なスーツ姿だ。ここにいる外国人となれば、もちろん招待客には違いないし、それなりの身分の人だろう。

　下手に割って入ってしまったせいで、ちょっとバツが悪い。

「ええと……お邪魔してすみませんでした」

　取り繕ってぎこちなく笑い、会場に戻ろうとして、すぐそばのガラス戸に手をかけた。

　と、そのタイミングで、予期せず内側から戸が開いた。

「わっ……」

　反射的に手を引っ込め、戸口に立つ長身の人影を見上げた。

「泉水。こんなところにいたか。捜した」

　頭上から降ってくるのは、聞き慣れた声。

「しゅ、柊甫さん……！」

　なぜだか安堵して、お腹の底から吐息を漏らす。

「お話、終わったんですか？」

　自分でも、声が弾んでいるのがわかる。

　柊甫さんは、「ああ」と頷いた。

「ひとりにして、悪かった。夜風は身体に毒だ。中に戻れ」

　柊甫さんはそう言いながら、ふと私の先に視線を流した。そして、大きく目を瞠る。

「あらっ。柊甫」

　その反応が訝しくて、無意識に首を傾げた私の後ろで、女性が彼の名を口にした。

「え？」

　弾かれたように振り向く私の耳に、

「静しず香かさん……」

　柊甫さんが、目を瞬かせて呟くのが聞こえた。




　晩餐会を終えて、会場の外からタクシーの後部座席に乗り込んだ。

　タクシーが夜の街に走り出すと、柊甫さんは腕組みをして、すぐに目を閉じてしまった。

　こういう晩餐会も、彼にとっては仕事だ。

　マンションに着くまで少しの間でも眠りたいほど、疲れてるんだろう。

　私は、その端整な横顔をジッと見つめた。

　先ほどの女性……静香さんは、柊甫さんの先輩外交官だそうだ。外務省入省時の指導担当で、彼がイタリアの大使館に赴任した時の前任者でもあるという。

『初めての赴任なのに、前任者があまりに優秀だったので、後任の俺はハードル高くて苦労しましたよ』

　柊甫さんがボヤくのを聞いて、彼女はクスッと笑った。

『なに言ってるのよ。どこに行っても困らないよう、日本で私がみっちり育ててあげたでしょ？』

　言われた彼は、やや苦笑気味ではあったけど、彼女との会話は楽しそうだった。

　指導はとても厳しいけど、仕事から離れると面倒見がよくて優しい。

　柊甫さんが、ひと言で『デキる女』と評したその女性は、ローマで現地の男性と恋に落ち、せっかくのキャリアを投げ打って結婚したのだそう。

　エレガントな見た目に反して、炎のように情熱的な人だ。

　一緒にいた男性の方は、イタリアの政治デスクのジャーナリストで、柊甫さんも顔見知りのようだ。

　三人で流りゅう暢ちょうなイタリア語で会話を交わした後、柊甫さんは『Ciao』と手を振って切り上げた。

　柊甫さんがイタリア語をしゃべるのを、私はローマのトラットリアで一度聞いた。料理をオーダーするだけの、簡単な会話だったし、私もちょっと浮足立っていたから、まともに耳を傾けてはいなかったけれど。

　でも、今日はあの時とは違う、早口な会話の応酬。

　外交官は、英語の他にもう一カ国語の習得が必須だという。柊甫さんは、それがイタリア語だったのかもしれない。

　だけど、彼の書斎に英語でもイタリア語でもない言語の本があるのを、私は知っている。他にもしゃべれる外国語がありそうだ。

　改めてそのハイスペックぶりに圧倒される中、彼に促されるがまま、会場に戻った。

　その後は、目が眩くらむような要人たちに紹介されて、私と柊甫さんの間に、私的な会話はほとんどなし。

　彼に聞きたいことをのみ込んだまま、晩餐会は終わってしまった。

　タクシーに乗った途端、目を閉じられてしまうと、なんだか、私が聞こうとしてることを察知して、拒絶しているようにも思える。

　私は、バッグの中から、別れ際女性にもらった名刺を取り出した。

　住所も電話番号もイタリアのものだけど、『一カ月くらい東京にいる予定だから』と、スマホの番号を書いてくれた。

　そこにローマ字で書かれた名前。

『Shizuka Martini』――。

　柊甫さんは、同居早々、他の女性と間違えて、私を抱きしめたことを、覚えているだろうか。

　その時、誰の名を呼んだかも。

　翌朝、わざわざクラブホステスとの〝不貞〟を蓑みのにして、ごまかしたくらいだ。

　よほど、私の意識を〝しずかさん〟から逸らしたかったんだろうけど、かえって記憶に刻み込まれてしまい、私は、その名が脳裏をよぎるたびにモヤモヤしていた。

　ローマで結婚して仕事を辞めてしまった先輩なら、顔を合わせるのはだいぶ久しぶりのはずなのに、さっき彼らは『久しぶり』といった言葉を交わさなかった。

　もしかして、どこかで会っていた？　あの夜、柊甫さんは、クラブホステスなんかじゃなく、本当に静香さんと会っていたから、酔って名前を口にしたりしたんじゃ？

　同じ名前の女性に会ってしまった今、どうしても気になって仕方がない。




　タワーマンションに着くと、エントランスの車寄せでタクシーを降りた。

　柊甫さんは、私の二歩前を颯爽と歩いていく。

　エレベーターの中でも顔を背け、ガラス張りの壁面から、都会の夜景を見下ろしていた。

　目に見えるような話しかけるなオーラに、呼びかけることも憚られる。

　このまま、彼女のことは無理に聞かずに、流してしまった方がいいのかもしれない。

　玄関の鍵を開ける彼が、私を警戒して身構えているのがわかるから、きっとそれが正しいのだろう。

　だけど……。

　多分、今を逃したら、これから先もずっと聞けない。

　柊甫さんに続いて玄関に入り、後ろ手でドアを閉めてから、私は思い切って呼びかけた。

「柊甫さん」

　靴を脱いでいた彼が、ピクリと肩を震わせる。

「さっき、バルコニーで会った人。静香さん、って。柊甫さんが好きだった人……ですか？」

　ちゃんと聞こうと意を決したものの、さすがにはっきり口に出すのは躊躇した。

　徐々に声を小さくする私に、柊甫さんは回れ右をして向き直る。

「違う」

　目を合わせることなく、素っ気なく答える。

「外交官の先輩として、尊敬していた。それだけだ」

　簡潔に言い切ることで、それ以上の質問を拒絶しようとしたのかもしれない。

　だけど、彼の返事も言動も、腑に落ちない。

　私は、見え透いた嘘ではぐらかそうとする彼に反発して、ムキになってグッと顔を上げた。

「それだけじゃないですよね？　だって、覚えてないですか。柊甫さん、私のこと抱きしめて、『しずかさん』って呼んだことが……」

　反論は、最後まで声にならなかった。

　柊甫さんが、ドアに両手をついて私を囲い込み、唇を塞いできたからだ。

「うっ……ふ、うんっ……」

　あっという間に舌をからめとられ、私はくぐもった声を漏らす。

　柊甫さんは、冷静で巧みなキスで、私を翻弄しながら、背中に手を回してきた。

「そんなことより、今すぐ抱かせろ。言っただろ？　晩餐会の最初から、俺は君の無自覚の誘惑に耐えていたんだ」

「なっ、なにを……」

　カッと頬を染める私の背中で、ファスナーが下ろされる。

　晩餐会の最中、ずっと覚束なかったドレスの胸元が一気に緩み、腰元までずり落とされた。

「やっ……！」

　柊甫さんは濃厚なキスを続けたまま、私の胸をいつもより乱暴にまさぐった。

「い、たっ……」

　思わず悲鳴が漏れてしまうほどの痛みなのに、彼は強い愛撫をやめようとしない。

「しゅ、柊甫さんっ。嫌、やめてっ」

　声をあげ、彼の両肩を押して、引き剥がそうとした。

　なのに、柊甫さんは構うことなく、中腰になって私の胸に唇を這わせてくる。

「んっ……ううっ」

　痛みが一転。

　くすぐったさを覚える甘い感触に、なにかぞくりとした痺れが、背筋を駆け抜ける。

「あっ、あ……」

　たまらず、腰を折る。

　柊甫さんは床に膝立ちになり、まるで木に実った果実を直接食べるように顎を仰け反らせて、私の胸の先をくわえて舌で転がす。

「ひゃんっ……!!」

　私は甲高い声をあげ、柊甫さんの頭を、縋るようにかき抱いた。

　胸元から、くぐもった笑い声が聞こえてくる。

「ベッド、行くぞ。ここじゃ、泉水の色っぽい喘あえぎ声がフロアに筒抜けだ」

「っ……」

　からかい混じりの意地悪な言い方に、思わず言葉に詰まる。

　柊甫さんは構う様子もなく、そのまま私を肩に担ぎ上げた。

「ちょっ、待っ……!!」

　腰をがっちりホールドされて、私は足をバタバタさせる以外、抵抗の術もない。

「や、ズルい。ごまかさな……」

「暴れるな。落っことすぞ」

　彼は、どこまでも飄々と言い捨てるだけで、私の重みをものともせずに、寝室に続く螺旋階段を上っていく。

　寝室に入ると、広いベッドの真ん中に、わりと手荒に放り投げられた。

　身体が跳ねるのをやり過ごす間も与えてくれずに、彼は私に覆いかぶさってくる。

　私は、抗うこともできないまま。

　遠慮の欠片かけらもなく挿し込まれる、尖った舌先の侵入を、呆気なく許してしまう。

　すぐに、淫らでいやらしい水音に、耳の鼓膜を犯された。

「あ、ふっ……」

　強引すぎるキスで、息継ぎもままならない。

「泉水」

　唇が解放され、生理的な涙で潤んだ瞳に、私を跨またいで膝立ちになる柊甫さんの姿が映り込む。

　匂い立つほどの欲情を湛えた瞳が、胸を上下させてぐったりと横たわる私を射貫く。

　ドレスはあっさりと剥ぎ取られた。

　柊甫さんは、勢いよくワイシャツを脱ぎ捨て、引き締まった逞しい胸板を惜しみなく披露してから、ゆっくりと体重を預けてくる。

「あ……」

　熱い肌が、隙間なくぴったり重なる。

　強く抱きしめられたまま、深く熱いキスを浴びせられて、頭がボーッとする。

　彼の手が脇腹から這い上がってくる感覚にも、身体が断続的にビクビクと痙攣する。

「やれやれ……ずいぶんとエロい身体になったな」

　柊甫さんが、わざわざ私の首筋に顔を埋めて、耳を唇でくすぐりながら囁く。

　ぞくりとした戦慄が背筋を貫き、私はさらに大きく身を震わせた。

「かわいいな、泉水。俺は、そういう君、好きだよ」

「っ！」

　心にもない『好き』。口先だけの嘘だとわかっているのに、ドキンと胸が高鳴った。

「やめて。そういう嘘をつくのに、罪悪感は湧かないんですか」

　呼吸を乱し、快楽の狭間に放り出されそうになりながら、私は必死の抵抗を見せた。

　それには、柊甫さんも不快げに眉根を寄せる。

「なぜ、嘘だと決めつける？」

「だって、私に言い当てられて冷静でいられないから、いつもより強引なことして、ごまかそうとして……」

「黙れ。お互い様だろ」

　柊甫さんは、低く凛とした声で、私を短く遮った。

　そして。

「……正解だよ。好きだった人だ」

　不機嫌な、忌々しそうな顔をして、素っ気なく呟く。

「っ……」

　快楽に抗うのに必死だったせいで、理解が一瞬遅れた。

「俺の人生で、最初で最後の片想いの相手だ」

　柊甫さんは、間髪入れずに畳みかけてくる。

　どこか自嘲気味な表情を見せる柊甫さんから、私は目を離せない。

　胸が、痛い。本気の恋も結婚も必要ないと豪語していた彼に、そんな人がいたという事実にショックを受け、私は傷ついていた。

「今まで、まったく相手にしてもらえなかったのは初めてだったから。その分彼女の存在そのものが神々しくて、俺は相当美化してるんだろう。時々思い出すことは否めないし、君を抱きしめて名前を呼ぶようなことも、あったかもしれない。……もういいだろ」

　どこか皮肉げに言い捨てると、柊甫さんは私に聞き返す隙も与えず、再び熱く深いキスを仕掛けてくる。

「んっ……柊甫さんっ……」

　何度も何度も角度を変えて、唇を貪られる。

　丁寧で丹念な愛撫を全身に施され、思考回路までもが麻痺していく。

　彼と触れ合っている部分は、どこもかしこも火傷しそうなくらい熱い。

　溶け合って混ざり合って、蕩とろけてしまいそうなのに、私たちの間に愛はないという、痛烈な現実に打ちのめされ、私は快感に堕ちていけない。

「なにを、抗う？　いつものように感じろ、泉水」

　私の反応に気付いた柊甫さんが、やや苛立ったように言い放つ。

　同時に、全身に施される愛撫が強まった。

「んっ、あんっ……！」

　怖いくらい、執しつ拗ような指先。

　生き物みたいな唇と舌が、火照った肌を敏感にしていく。

　私は目に涙を浮かべて、いやいやと言うように、何度も首を横に振った。

『誰かの代わりにされるのはごめんだ』と言ったのは、柊甫さんなのに。

　私を通して他の人を見ている彼に、抱かれたくない。

　こんな悲しい気持ちで、感じたくないのに……。

　悔しいけれど、私の身体は確実に変えられている。

　柊甫さんに触れられる悦びに、意思に反して身体のあちこちが疼く。ビリビリと肌が粟立ち、この先にある最高の快楽を待ち望んでいる。

「ほら、泉水。そんなに静香さんが気になるなら、君が、彼女以上に、俺を落としてみろよ」

　柊甫さんも、息を弾ませている。それなのに、こんな土壇場でも、余裕たっぷりに私を挑発してくる。

「っは……柊甫さ」

「ローマの一夜で、俺が殻を砕いて暴いてやったこの身体で。少なからず俺を狂わせた君なら……できる、だろうよっ……」

　自らの律動に合わせて、言葉を切る。最後は、一際強く腰を打ちつけられた。

「……！」

　涙の膜の向こうで、チカチカと火花が散る。

　――来る。極上の夜が……。

「っ、く……」

　柊甫さんが、顎を反らして、くぐもった呻き声を漏らした。

　いつも余裕綽しゃく々しゃくの彼が眉間に深い皺を刻み、苦悶に顔を歪めるのを下から見上げているだけで、私は一気に上り詰めてしまう。

「柊甫、さんっ……」

　ぐったりと弛緩した身体に、柊甫さんがゆっくり圧しかかってくる。

　私は、無意識に彼の背中に腕を回した。




　いつの間にか、微睡んでいたようだ。

　ふと目が覚めた時、身体の奥深いところで、甘い疼きを燻くすぶらせたままだった。

　まだ、夜が明けていない。

　カーテンの隙間から射す光は鈍く、寝室も仄暗い。

　私はベッドに肘をつき、それを支えにゆっくり上体を起こした。

　ひんやりした空気に肩を震わせ、胸元に毛布を抱きしめる。

　そうして、初めて、柊甫さんがベッドサイドに座っているのに気付いた。

「……柊甫さん？」

　私が目を覚ました気配を、感じていたのだろう。

　呼びかけても、驚いた様子はない。

　彼は、わずかな間の後、私を肩越しに振り返った。

「まだ早い。寝てろ」

　寝乱れた髪が、少しふわっとしている。

　私は毛布を引きずって、ベッドの上で彼の背中に近付いていく。

「そんな格好で。風邪、引きます。……わ、冷たい」

　柊甫さんは、ルーズパンツを腰で穿いただけで、上半身は裸のままだった。

　そっと触れた広い背中が、まるで氷のように冷たくて、思わず手を引っ込める。

「いったい、いつから……。柊甫さん。早く、こっち……毛布の中に」

　私もなにも身につけていないから、広げて肩にかけるのは、さすがに躊躇してしまった。

「……昨夜、ごめん」

　彼は私から目を逸らし、まっすぐ正面を見据えて、ポツリと呟く。

「身体、大丈夫か？　金曜日からむしゃくしゃしてたから、ちょっと手荒になった。謝る」

「だい、じょうぶです」

　謝罪でもこちらを見てくれない彼に、たどたどしく返事をした。けれど、その理由が心に引っかかる。

「あの……むしゃくしゃって。私、昨夜以外に、なにか怒らせるようなことしましたか？」

　ためらいながらも、思い切って問いかけた。

　柊甫さんはたっぷり一拍分、思案するような間を置いて、

「俺は君に、心まで縛るつもりはないと、そう言った」

　ポツリと返された言葉に、私はぎくりと身を竦ませた。

「だから、聞かないつもりでいた。だけど昨夜、君は俺の心を詮索してきた。禁を犯して踏み込んできたのは、君の方だ」

　淡々とした抑揚のない声に、私の胸はドキッと跳ねた後、ざわめく。

　でも、確かにその通りだ。

　私は、ゴクッと唾を飲んだ。

　自分でも、どうしてあんなに意固地になってしまったのか、説明できない。

　ことあるごとに脳裏をよぎった〝しずかさん〟に初めて対面して、それがとても素敵な女性だったから、柊甫さんにとってどういう存在なのか、気になってたまらなかった。

「ご、めんなさい。私……」

「謝らなくていい。だから、君も答えろ」

　柊甫さんが、私の謝罪を遮った。

「え？」

　虚を衝かれて聞き返した私を、上体を捩って振り返る。

「君が金曜日の夜、そこのカフェで会っていた男……あれが、〝春馬さん〟か？」

「え？　……!!」

　一瞬、なんのことを言われたのかわからなかったせいで、とぼけたように受け取られたのかもしれない。

　言わんとすることに合点して私が大きく息をのんだ時、彼はこれ見よがしに溜め息をついて、ベッドを軋ませて立ち上がった。

「時々、イタリア語の通訳の任務に就くことがあってね。俺もあの時、クライアントと店内にいた。君と一緒にいた男は、ずいぶんと興奮した様子だったから、それほど近い席にいたわけじゃない俺も、会話の内容はだいたい掴めた」

　私の方に向き直って、パンツのウエストに指を引っかけた格好で首を傾げる。

「なぜ、ちゃんと断らずに、逃げたりした？」

「……っ」

　一部始終、すべて知っているからこその直球の質問の前で、私は返事に窮した。

　彼は、私の反応を、目を細めて観察している。

「〝春馬さん〟も、言っていたな。愛されてるのか？　愛してるのか？　答えはＮＯだと、君自身が一番よくわかっている。俺たちは愛し合って結婚したわけじゃない。三年後には離婚するという、密約あっての結婚だ」

　いろいろ滅茶苦茶な人だけど、こんな風に冷笑するのは、初めて見た。

　ドクドクと心拍が加速して、胸が痛い。

　思わず肩を震わせた私に、柊甫さんはふっと口角を上げた。

「その時まで待っていてほしくて、はっきり断らなかったのか？」

「っ、違っ……！」

「なにが違う？　いいじゃないか。他に子供を作っても結婚したいくらいの男だったんだ。俺じゃ役不足で、忘れられないんだろう？」

　自嘲気味な言葉とは裏腹な、蔑むような目に射貫かれ、私の鼓動は嫌な音を立てて乱れる。

　柊甫さんが、ベッドに片膝をのせて、私の顎をぐいと掴んだ。

　強引に顔を上に向けさせて、目線を合わせてくる彼に、私の胸は一際大きく跳ね上がる。

「恥も外聞も捨てて二度もプロポーズするくらいだ。君を愛しているのは、本当だろう」

　冷たく言い捨て、柊甫さんは私を突き放した。ベッドから降り、床に落ちていたシャツを拾い上げると、まっすぐドアに向かっていく。

「ま、待って！」

　私は、喉に声を貼りつかせながらも、なんとか呼び止めようとした。

　慌ててベッドから降りる。

「は、はっきり断れなかったのは、そういう理由じゃありません。言い訳に聞こえるかもしれないけど、突然あんな話されたら、普通誰だって混乱します」

「そうかもな」

「かもな、って。柊甫さん、ちょっと待って……」

　素っ気ない返しに傷つき、毛布を引きずって後を追おうとしたものの、

「きゃっ……」

　足を取られてその場に頽くずおれた。

　柊甫さんは、ドアに手をかけて私を振り返る。

「そんなにあの男がいいなら、遠慮なく戻れ」

「っ……待って、柊甫さ……」

　私の呼びかけは、無情に閉ざされたドアに跳ね返された。

　急いで服を着てリビングに飛び出したけれど、そこに柊甫さんの姿はなく、家中しんと静まり返っていた。

　彼は、あのまま出ていってしまったようだ。

　どこに行ったか、わからない。

　でも、彼の帰りを大人しく待っていては、手遅れになる気がする。

　私はスマホと財布を小さなトートバッグに突っ込み、マンションの外に出た。

　まだ、夜明けを迎えていない。

　東の空はようやく白み出したところで、外の空気は冷たい。

　それでも、せり上がってくる焦燥感に突き動かされるようにして、私は柊甫さんを捜して、駆け出した。

　いつも、人も車も多い青山の街。

　さすがに、こんな早朝だと人ひと気けもなく、ずいぶんと静かだ。

　辺りにきょろきょろと目を遣りながら走り、途中息を整えるために立ち止まって、柊甫さんのスマホに電話をしてみる。

　それを何度か繰り返したけど、彼は一向に応答してくれない。

　気付くと、私は二駅分移動していた。

　朝日も昇り始め、明るく柔らかい日射しが降り注いでいる。

　身体を包む空気はひんやりと冷たいのに、私の肌はじんわりと汗ばんでいた。

　街角で弾む胸に手を当て、身体を折って大きな息を吐く。

　どうしよう。どこに行ってしまったんだろう？

　ゆっくり頭を上げて、半分泣きそうになりながら、ぐるっと街を見渡した。

　こういう時、柊甫さんが行きそうな場所がわからない。

　早く捕まえて話をしなきゃ、と思うのに、彼に対する知識が少なすぎる自分が、もどかしくて腹立たしい。

　私は、頬の筋肉に力を入れて、奥歯を噛みしめた。

『そんなにあの男がいいなら、遠慮なく戻れ』と言われて、引き下がるわけにはいかない。

　昨夜、静香さんのことをしつこく問い詰めたせいで、そう言わせてしまった自覚がある。

　だから、傷ついてる場合じゃないけれど。

「最初で最後の、片想いの相手……」

　ひとりぽつんと立ち尽くし、彼が自ら口にした、そのなんとも切ない響きを持つ言葉を、自分の口で独り言ちる。

　好きな人が結婚してしまい、以降、新しい恋に踏み出せなかった。

　元上司である大使までもが知っている、柊甫さんの非婚主義の理由は、そこにあるの？

　だったら、悪い男だなんてとんでもない。

　あの人は、私のこの先の人生で、もう二度と出会えないほどの、極上の男だ。

　唯一にして最大の欠点は、私を愛してくれないこと、私だけのものにはなってくれないこと――。

「っ……」

　なにか込み上げるものがあり、私は喉の奥で声を詰まらせた。

　必死にこらえていた涙が一筋頬を伝うと、その後は次々と下目蓋を越えた。

　泣いても、どうにもならない。

　誤解を解かなきゃ。

　今、私の身も心も虜とりこにするのは、柊甫さんただひとりだと、誠心誠意伝えなきゃ。

　伝えたって、彼の心には響かないかもしれないけれど……。

　私は、手の甲でぐいと涙を拭った。

　ピリッと痛みを感じるほど強くゴシゴシと擦ってから、空を振り仰いだ。

　一日の始まり。力強く輝く朝日が、私の背を押してくれる気がする。

　大丈夫。

　手遅れになんかしない。










エンゲージメント




　お昼の時間を少し過ぎ、ピーク時の混雑が和らいだカフェ。

　出入口の方から、「泉水！」と弾んだ声が聞こえて、私はハッとして顔を上げた。

「春馬さん！」

　店内の奥まったテーブルに座っていた私の方に、大きな歩幅で歩いてくる春馬さんを見つけて、無意識に腰を浮かす。

「ごめんなさい。せっかくの休日に呼び出したりして」

　ざっくりしたニットに、黒いチノパン。それにトレンチコートというスタイルの春馬さんに、私は頭を下げた。

「いや。むしろ、嬉しい」

　私が頭を上げた時には、彼はもう向かいの椅子を引いていて、はにかんだ笑みを浮かべていた。

　私は、曖あい昧まいに首を傾げて反応を濁し、腰を下ろした。

　春馬さんもそれに続き、近寄ってきた店員にホットコーヒーをオーダーすると、私に向き直る。

「って……休日に泉水と会えるのは嬉しいんだけど……。その用件を深読みしたら、緊張してるのが本音かな」

　彼は、照れくさそうに頭をかいた。けれど、私の表情が硬いのを見て、目を伏せる。

「当たり……だったかな？」

　低く声を潜めて探られ、私は肩に力を込めた。

「ごめんなさい」

　きっぱりと謝罪を口にして、金曜日に受け取ってもらえなかった婚約指輪のケースをテーブルに置いて、彼の前に滑らせる。

　春馬さんは眉間に皺を寄せて、ケースに視線を落とした。

「泉水」

　手に取ろうとせず、どこか苦し気に顔を歪める彼を、ジッと見つめる。

「この前はちゃんと話せなかったけど、私が結婚した経緯を聞いてほしいの」

　背筋を伸ばし、改まって伝える。

「経緯？」

「騙されてるんじゃないって、知ってほしい」

　彼はピクリと眉尻を動かしたけれど、オーダーしたコーヒーが運ばれてくるのを見て、唇を結ぶ。

　緊張してるという言葉に、嘘はないのだろう。やけにゆっくり息を吹きかけて、カップに口をつける仕草から、自分を落ち着かせようとしてるのがわかる。

「春馬さん。あの時別れなかったら、ふたりでイタリアに行く約束してたの、覚えてる？」

　カップに目を伏せる彼に、私はそう問いかけた。

「……ああ。そうだったね」

　春馬さんは、話の展開を警戒しているように、たどたどしく返事をする。

「私ね。キャンセルしないで、ひとりで行ったの。ローマに」

「え？　泉水が、ひとりで？」

　元カレの春馬さんから見ても、私のひとり旅は意外だったようだ。

　目を丸くする彼に、私もほんの少し苦笑した。

「びっくり、でしょ。ひとり旅向きじゃない、って、言われた。現地でお世話になった、外交官さんに」

「外交官？」

　どういう縁でお世話になったか、測りかねているのだろう。彼はパチパチと瞬きを繰り返す。

「私は、春馬さんとの別れのショックから立ち直れずに、すごくぼんやりしてた。そこを、子供のスリ集団に狙われて……」

　私は、ローマでの出来事を、春馬さんに語り始めた。

　親友の沙知には話せなかった、柊甫さんとの〝一夜の過ち〟も、余すことなく口にする。

　その後、日本で再会してから契約結婚に至るまで、できるだけ客観的に話を進めた。

　春馬さんは、〝私らしくない〟話のオンパレードに呆然としている。

「契約結婚……」

　柊甫さんとの一夜のくだりから、顔を強張らせていたけど、最後はそう言って絶句した。

　私が話を締めくくって黙り込むと、気まずい沈黙が流れる。

　春馬さんは、なにを言おうか思案するように口元を手で覆って、私から目線を外している。

　私はアイスコーヒーで喉を潤してから、思い切って顔を上げた。

「この間、春馬さんが言った通り、私と柊甫さんの結婚に、愛はなかった。そもそも、必要もなかった。でもね。私が答えられなかったのは、確かに愛されていないけど、私はどうかなって疑問に思ったからで」

「え……？」

　春馬さんは、掠れた声で聞き返した。

　ゆっくりと口から手を離し、私の方に顔を向けるのを見て、私はゴクッと唾を飲む。

　そして。

「三年後には離婚する約束だし、これっぽっちも私を愛してくれない。それどころか、『遠慮なく戻れ』なんて、春馬さんとよりを戻すように言う人」

　わずかに俯いて、早口で言い切った私に、彼が「え？」と言葉を挟む。

　私は、泣きそうに歪む顔に、必死に笑みを浮かべてみせた。

「意地悪だし、ズルいしひどいし……ほんと、絶対悪い男なのに。私、あの人に、ものすごくドキドキするの……」

「泉水」

「柊甫さんに愛してもらえなくてもいい、私が彼を愛してるから、そばにいたい。こんな風に人を想うの、初めてなの」

　鼻の奥の方がツンとして、私は言葉をのみ込んだ。

　春馬さんに、柊甫さんへの想いをぶつけながら、私は自分の本心に初めて向き合っていることを実感していた。

　ひどい、ズルい、悪い男。

　でも、人を傷つける、裏切るような行動は絶対にしない人だと、私はこれまでの関わりの中で知っていた。

　私の両親に、〝嘘〟をつくのを嫌がる人。

　私の心と願いを込めて贈った指輪を失くして、ごまかす前に必死になって探してくれた人。

　自分が誰かの代わりにされるのを嫌がっているから、私を抱く時は、いつも〝本気で〟全力で欲してくれる――。

　そんな彼だからこそ、今の私の全力で、今度こそ真剣に向き合いたい。

　自分が心から柊甫さんを欲していることに気がついて、必死に涙をこらえて洟はなを啜る。

　春馬さんは、私の名を呼んだっきり、なにも言わない。

　テーブルに置いた拳を、カタカタと小刻みに震わせるだけだ。

　そうやって、どのくらいの間、目を伏せていたか。

「……わかった」

　私から顔を背けて、立ち上がった。

　拳を解いた手が、ずっと置き去りにされていた指輪のケースを掴む。

　私はそれを見守って、顎を上げて彼を仰いだ。

　宙で視線がぶつかると、春馬さんはちょっと寂し気に微笑む。

「全部、俺が悪いんだ。泉水が俺のもとに戻ってこないのも、自業自得。……泉水なら、ちゃんと話せば許してくれるなんて、虫がよすぎた」

「春馬さん……」

「でもさ、泉水。頼むから……愛してもらえなくてもいいなんて、悲しい言い方するなよ。三年間で柊甫さんの心がっちり捕まえて、離婚なんて密約、撤廃させるくらいの気持ちで、追い縋れよな」

　泣き笑いといった表情で、春馬さんが向けてくれたエールに、胸が震える。

「は、い」

　ジーンとして、声を詰まらせる私に、彼は「じゃ」と背を向けた。

「泉水、どうか、幸せに」

　最後にそれだけ言って、出入口に向かう背中に、なにかデジャビュがよぎる。

　だけど私は、なにも言わず、涙で滲む視界で見送った。




　マンションに戻ってきても、やっぱり柊甫さんは帰っていなかった。

　早く、彼と向き合って話がしたい。

『あなたが好きです』って伝えたい。

　私は逸る気持ちをグッと抑えて、彼にＬＩＮＥを送った。

【お願い。帰ってきてください。柊甫さんと、話がしたいです】

　短いメッセージを何度も確認して入力し直し、最後は勢いで送信した。

　とにかく、柊甫さんが帰ってきてくれるのを願い、ソファの上で膝を抱え、ジリジリしながら待った。

　ＬＩＮＥを送ってから一時間、二時間が経っても、一向に既読にならない。

　やがて、窓の外の空は夕焼けに染まった。

　日が暮れて薄暮が訪れても、玄関の鍵が開く音はしない。

　もう何度目かの溜め息をつくと同時に、情けないことにお腹がぐうううっと鳴った。

　考えてみれば、朝から一度も食事をしていなかった。

　こんな時でも、お腹は空く自分に苦笑する。

　キッチンで食べ物のストックを探し、カップ麺を見つける。

　お湯を注いだカップ麺を手に、リビングに戻った。

　夜になり、静まり返った広い家に、ひとりきりなのが心細い。

　なんでもいいから音を欲して、テレビをつける。

　三分待つ間、諦め半分でスマホを取った。

　送信したメッセージが、既読にならないのを確認して、肩を落として落胆する。

　どうしよう。もしかして、私がいるから帰ってこないとか……？

　不安が込み上げてきて、焦燥感が胸に広がった、その時。

　バラエティ番組の途中で、テレビに緊急速報の音が鳴った。

　何気なく目線を上げて……。

「……え？」

　私は、大きく目を見開いた。

　テレビの上部に、『イタリア・ローマで鉄道事故』と、機械的で素っ気ないテロップが映し出されている。

『外務省が、邦人五名が被害に遭ったことを発表』と続く。

「事故……っ!?」

　私は、思わず声をあげて、腰を浮かせた。

　それ以上の詳しい状況はわからない。でも、どうやらこれが第一報ではない。続報のようだ。

　私は急いでスマホを操作して、ネットニュースを検索した。

　ヒットした記事を片っ端から読みあさってみると、日本時間の今日午前中に発生した事故だった。

　イタリアを縦断する長距離列車で、日本人旅行者の利用も多い。

　この事故は、柊甫さんの業務にどう影響するのだろう。いや、彼はきっと、今まさに情報収集に奔ほん走そうしているはずだ。

　駐イタリア大使もイタリア首相も日本に滞在中だから、柊甫さんは彼らのそばで任務を遂行しているに違いない。

　そう判断できても、彼を取り巻く状況がわからず、焦れる。

　そして私は、ハッと息をのんだ。

　脳裏をよぎったのは、つい昨夜出会った柊甫さんの〝最初で最後の片想い〟の相手。

　彼が尊敬していると言った、先輩外交官――。

「静香さんっ……」

　彼女なら、柊甫さんが置かれている状況を、幾分詳しく知っているはず。

　名刺をもらったことを思い出し、私は自分の部屋に駆け込んだ。




　昨日の今日で電話をした私に、静香さんは驚きもしなかった。

　彼女も、ローマの鉄道事故のことは、もちろん知っていた。昨夜一緒にいたイタリア人ジャーナリストの男性や、かつての同僚から、ニュース速報とは比べものにならないほど、多くの情報を得ていた。

　まだ不確定情報ながら、国際的なテロ組織の関与が疑われているらしい。

　巻き込まれた日本人は五人だけど、ヨーロッパの旅行者を中心に、死傷者は五十人に上るそうだ。

　それもあって、

《イタリア首相と大使は、予定を切り上げて緊急帰国したそうよ》

　ネットニュースや速報には出ていなかった、最新でリアルな情報をさらっと教えてくれた。

　私の想像通り、こういう有事の際、日本にいる外交官は、昼夜を問わず現地との交信に追われるらしい。

《柊甫なら、外務省庁舎にいるに決まってるわ。連絡がつかない、帰ってこないのは心配だろうけど、柊甫自身になにか起きたわけじゃないんだから、安心なさい》

　外交官の任務を知り尽くしている静香さんは、わりと淡泊に言い放つ。

　でも、私の心情も察してくれたのか、最後にひと言、こう付け加えた。

《少し落ち着いたら、泉水さんに連絡するよう、元同僚にも伝言お願いしておくから》

　私は掠れた声で「お願いします」と言って、通話を終えた。

　途端に、糸が切れたように、フローリングの床に座り込む。

　柊甫さんが帰ってこない理由が、私を避けているからじゃなくてよかった……と、一瞬とはいえ、安堵してしまった。

　ホッとしていい状況じゃない。きっと彼は、私には想像できないほど追い込まれた状況で、任務にあたっているはずだ。

　わかっているのに、彼の連絡を、帰宅を待つしかできない自分が歯がゆくて、胃がキリキリと痛んだ。




　ほとんど眠れないまま、夜が明けた。

　一週間の始まりの朝、なんとも身体が重い。

　それでも、ヨロヨロと起き上がり、私は出勤準備を進めた。

　テレビをつけて、朝の情報番組を確認する。

　これが最新情報じゃないとわかっているけど、イタリアの鉄道事故の続報を待つ。

　案の定、神妙な顔をしたニュースキャスターは、邦人五人が被害に遭ったと、昨夜のテロップから進展のない記事を読み上げるだけだった。

　機械的に身支度をして、いつもより少し遅い時間に家を出る。

　それほど混雑していない電車に揺られ、私は無意味にスマホを確認した。

　昨日柊甫さんに送ったＬＩＮＥは、いまだ既読にならない。もちろんメールも電話もない。

　無駄だとわかっていてネットニュースをあさってみるけど、ローマの鉄道事故の続報はなかった。

　こんなことをするより、静香さんに連絡した方が、ずっと話は早い。

　でも、昨夜電話したばかりだ。

　彼女は伝言を頼むと言ってくれたし、なにか情報があれば教えてくれると思う。

　自分にそう言い聞かせて気持ちをなだめると、私はスマホをバッグに戻した。

　ドアのすぐ横の狭いスペースに背を預け、そっと目を閉じる。

　柊甫さんが帰ってこなかったのは、たったひと晩。

　最後に会ってから、まだ丸一日。

　なのに、会いたくて会いたくてたまらない。




　オフィスに着き、業務に入ってしまうと、クリスマス、年末を前にした繁忙にのまれた。

　営業社員は、朝から出回っていて、ほとんど不在。社内に残った私たちアシスタントは、絶え間ない電話と、積まれる一方の伝票や書類の処理に忙殺される。

　仕事以外のことを考える余裕がないほど忙しいのが、ありがたいのか焦れるのか……。

　ようやく昼休憩に入れたのは、いつもより一時間も遅い、午後一時だった。

　社員食堂でサッと済ませるつもりでデスクを離れ、エレベーターに乗り込んだ後、私はスマホを確認した。

　そこに、静香さんからの着信履歴を見つけて、大きく息をのんだ。

　社食のフロアに着くまでの間も、ジリジリする。

　ドアが開くと、ほとんど転がるようにエレベーターから降りて、人の少ない場所を探して、静香さんにコールバックした。

　一回、二回、三回……。

　呼び出し音の間も、落ち着かない。

　七回目のコールで《はい》と応答があった時、私は身を乗り出して「静香さん！」と叫んでしまった。

　気持ちばかりが急いて、名乗ることも忘れていたけれど、電話の向こうの彼女はすぐに私だとわかってくれる。

《例の、事故。大使館からの情報量が少なすぎると思ってたら、巻き込まれた邦人五人の中に、ローマ駐在の外交官がいたみたいでね》

　静香さんは、挨拶もそこそこに、すぐに用件を話し始めた。

「えっ……外交官が？」

　言葉尻を拾って聞き返すと、《そう》と短く返事をしてくれる。

《負傷していて、しばらく業務に復帰できないようで。当面の間、代替要員として、柊甫がローマに行くことになったとか》

「しゅ、柊甫さんが……!?」

《ええ。夕方、成田発の政府臨時便で発つそうよ》

　静香さんの抑揚のない返答を耳にしながら、スマホを持った手が汗ばみ、滑り落としそうになった。

　彼女は、《こういうのも、よくあることよ》とあっさりと言ってのけたけれど、外交官じゃない私には、状況の把握もできない。

　ローマ駐在の外交官の、怪我の具合は？　業務に復帰できないのは、どのくらいの期間？

　柊甫さんは、ちゃんと帰ってこれるの……!?

「あ、ありがとうございました!!」

　教えてくれた静香さんには、叫ぶようにお礼を言って、電話を切る。

　そして、一目散に駆け出した。

　エレベーターに再び乗り込み、オフィスフロアまで下降する。

　柊甫さんは、夕刻の政府臨時便でローマに行ってしまう。

　その前に、どうしても会いたい。

　会いたい……！

　オフィスに駆け込んだ私の頭には、それしかなかった。




　課長には、家族の事情と説明して、午後半休をもらった。

　転がるようにオフィスビルを出て、東京駅からリムジンバスに乗った。

　空港に着いた時、腕時計の針は午後三時を指していた。

　通常の海外旅行なら、出発の二時間前にはチェックインしているはず。

　でも、政府臨時便の搭乗客が〝通常〟と同じなのか、わからない。

　この時間、柊甫さんが空港にいるか、すでに出国ゲートを通ってしまっているか、判断できない。

「柊甫さん……！」

　諦めたくなくて、私はスマホを片手に出国フロアを走り回った。

　海外旅行としてはオンシーズンになるからか、平日の午後、中途半端な時間でも、空港を行き交う人の姿は多い。

　背格好だけなら柊甫さんとよく似た、スーツ姿のビジネスマンもたくさんいて、惑わされる。

「っ、すみません。人違いでした」

　正面から見たら全然別人の男性を呼び止めてしまい、私は冷や汗をかきながら頭を下げて謝罪した。

　男性は軽く目礼して、足早に出国ゲートに向かっていく。

　その背を見送って、私は口をすぼめて「ふうっ」と息を吐いた。

　空港に着いて、早三十分。

　もうロビーにはいないかもしれないのに、闇雲に捜し回るだけ。

　バカなことをしてる。自分でもそう思う。

　でも、私を突き動かすこの衝動が、間違ってるとは思わない。

　一度、肩を動かして深呼吸した。

　そして、改めてぐるっとフロアを見渡し……。

「……あっ!!」

　出国ゲートに向かう、かっちりとスーツを着込んだ柊甫さんの姿を見つけた。

　家にいる時と同じ、セットなしのさらっとしたヘアスタイル。

　今度こそ間違いなく、柊甫さんだ。

　淀みない足取りの彼を追って、私は反射的に床を蹴った。

「柊甫さん、柊甫さん……!!」

　喉が張り裂けそうなほど、声が尽きるくらいまで、彼の名を呼んだ。

　外交官用の濃い茶色のパスポートを手にした彼が、出国ゲート手前でピタリと足を止めた。

　私の声が届いたのか、訝し気に周りに視線を走らせ……。

「っ……泉水っ……!?」

　彼めがけて一直線に走る私に気付いて、ギョッとしたように目を剥く。

　次の瞬間、私は彼の胸に飛び込んでいた。

「泉水、どうしてここに……」

　柊甫さんはとっさに受け止めてくれたものの、完全な受け身を取れず、わずかにバランスを崩す。

　彼が手にしていたボストンバッグが、ドサッと床に落ちた。

　その胸元からそっと顔を上げた私を、困惑した目で見下ろしている。

「このまま……会えなくなるなんて、嫌」

　私は、支えてくれる両腕に縋り、必死になって言い募った。

「お願い、ちゃんと帰ってきて!!」

「？　ああ」

　心から絞り出すような咆ほう哮こうだったのに、あまりにあっさりとした、しかも短い返事に意表を衝かれた。

「え？」

　思わず素で聞き返すと、柊甫さんが怪訝そうな表情を浮かべていた。

「え？じゃなくて。もちろん、帰るけど？」

「……は？」

「だから、は？でもなくて。当然だろ？」

　何度も瞬きを繰り返す私に、呆れた様子で眉根を寄せる。

「なに？　今生の別れみたいに。大袈裟な」

　私の手を自分から離させながら、首を傾げた。

「ここにいるってことは、俺がどういう状況下にあるかは、わかってるんだな？」

　淡々とした口調で問われ、私は素直に頷き返す。

「ローマの元同僚が、鉄道事故で全治一カ月の怪我を負ったので、臨時の代替要員として行くことになった。まあ、実質一カ月にもならない。せいぜい、三週間くらいだと見込んでるが」

「さ、三週間……だけ!?」

　柊甫さんの説明に、私は素っ頓狂な声で聞き返した。

　彼はそれに、なぜかムッとしたように顔を歪める。

「なんだ、〝だけ〟って。不服そうな言い方だな」

「だ、だって！　静香さんは、当面の間って言ったから。半年とかそれ以上、って思って……！」

「俺の元同僚を、そんな重傷にするなよ。こっちだって、帰任したばかりでまた海外なんて、たまったもんじゃない」

　さらっと言い捨てられて、私は返事に窮した。

　混乱で目を泳がせる私を見て、柊甫さんは肩を揺らしてクッと笑う。

「だけど……そのくらい離れ離れになって、契約期間満了を迎えた方がよかったんじゃないのか？」

　意地悪な呟きに、私は弾かれたように顔を上げる。

「え……？」

　戸惑って瞳を揺らす私の前で、彼は自嘲気味にふっと口角を上げる。

「静香さん経由で、伝言はもらっていた。泉水が……俺からの連絡を待っていると」

「だったら、なんで……」

「しようと思ったけど、できなかった。このまま俺が音信不通になった方が、泉水も自分の本心に向き合えるんじゃないか、ってね」

「本、心」

　彼の言葉を拾って、私はたどたどしく繰り返した。

　揺れていた瞳をしっかりと柊甫さんに留めると、彼も私にまっすぐ視線を返している。

「期間限定の契約結婚なんて、君らしくないことだ。そうせざるを得なかった原因は春馬さんと別れたからで、その彼が今君のところに戻ってきた」

「…………」

「それなら、本来の君に戻ればいい。俺に気兼ねはいらない。これからは、泉水らしく生きろ」

　感情を滲ませることもなく淡々と言って、柊甫さんは手にしていた鞄から白い封筒を取り出した。

　それを、無言で私の胸元に突きつけてくる。

　惰性的に手に取りながら、

「……なんですか」

　中身がなにか、訊ねる。

「離婚届だ。俺のところは、埋めてある。……ローマに着いたら、送ろうと思っていた」

「っ……！」

　私は呆然として、瞬きも忘れて彼を見つめた。

「離婚届、って。なんで……」

「どちらにしても、必要だろ？」

　即座にそう返されて、私はゴクッと喉を鳴らした。

　間違ってない。三年後、密約が満了する時には、必要になる。

　でも、まだ……まだ、早すぎる。

「こんなの、いらない……!!」

　絞り出すような声で叫んだ私に、彼は男らしい喉仏を上下させた。

「さ、三年しかないんだから。一日だって離れたくない。こんなもの用意する余裕があったなら、連絡ください。帰ってきてください……!!」

　涙混じりに続けて、手にした封筒を確認もせず、ビリッとふたつに破った。

「……え？」

　柊甫さんが、困惑した様子で見下ろしているのがわかる。

　私は、裂いた封筒をバッグに捻じ込み、彼の胸を両手でドンとついた。

「私はっ……これからの三年間で、一生分の恋をするって、決めたんです。ローマで……柊甫さんが、一生分の極上を集めた夜を、教えてくれたみたいに」

　息継ぎを忘れてまくし立てたせいで、心臓が拍動を速めている。ドッドッと乱れ打つ胸が苦しくて、私は肩に力を込めた。

　そして、全身をガチガチに固めて……。

「好き、です」

　喉に声を引っかからせながら、今伝えたいひと言を、不器用に告げた。

「ごめんなさい。三年経って離婚しても、私は柊甫さんを越える極上の男には出会えない。だから、あなたを忘れることもできない。私、柊甫さんに、一生片想いし続けます」

　柊甫さんが黙っているから、顔を上げて反応を確認するのも怖い。

　だけど、このまま言い逃げするわけにもいかず、私は意を決して彼を見上げた。

　すると。

「……バカだな、君は。俺なんかといるよりずっと平和で、穏やかに愛される人生を捨てるなんて」

　柊甫さんが、やや眉尻を下げて、困ったような笑みを浮かべていた。

「せっかく人が、自由にしてやろうって、考えたのに」

「え？」

　激しく昂った熱情を、上り詰める前に寸断されたような、覚束ない感覚。

「一生片想いなんて言われたら、もう放っておけないだろ。……俺も、好きだ。君が」

　私が戸惑うのを見て、彼は柔らかく目を細める。

「多分、俺の方が泉水より早くから。でも、離婚するって約束だったから。三年後、別れる時、海外赴任を終えて戻ってきたら、また契約結婚しようか……なんて、冗談混じりに言おうと思ってた」

　ちょっと照れくさそうに言って、私の目の前に左手を持ち上げた。

　離婚届を用意していたわりに、今もその薬指には、私が贈った結婚指輪がしっかりとはめられている。

「君になら、こんなものはめて、一生束縛されるのもいいかも、って。こんなこと思ったのは、生まれて初めてだ」

　凝視する私から隠すように、その左手で、わりと乱暴に前髪をかき上げた。

　そのまま、根本からくしゃっと握りしめる。

　私は、自分の耳を疑って、大きく目を見開いた。呆けて、バカみたいに彼を見つめてしまう。

「だからこそ、春馬さんの再プロポーズを拒絶できない泉水が、腹立たしかった。柄にもなく、嫉妬したりして」

「嫉妬……ですか？　柊甫さんが？」

　彼の口から聞くとは思いもしなかった単語を耳にして、たどたどしい口調になってしまう。

「元カレに揺れてるくせに、静香さんのことでやけに食ってかかる意味がわからなくて。彼女に片想いしてた……なんて言って、君を試すような真似した」

　早口で言い切って、最後は口元を手で隠し、

「俺の嘘に、いっそ本気で傷ついてくれたらいいって、願ってた。……ごめん」

　くぐもった声で、謝罪を繰り返す。

「え、っと」

　私は呆然としてしまい、言われたことを瞬時に理解できなかったけれど。

「も、もしかして！　最初で最後の片想いの相手って、嘘ですか!?」

　衝撃の真実に行き当たり、素っ頓狂な声を張り上げた。

　彼は悪びれもせず、「ああ」と頷く。

「片想いなんて、これまで三十年生きてきて、したことあったかな……」

「じゃ、じゃあ……！　柊甫さんが、特定の彼女を作らずにいたっていうのも、静香さんを忘れられなかったから、とかじゃなくて……」

「尊敬してたのは本当だ。あんなデキる女が、結婚で外交官の職を辞すなんて、もったいない。何度も、行くな、ここにいろって止めた。俺は、そんなものでこの仕事を放り投げたくない。だから、恋も結婚も必要ないって、君には言ったと記憶してるが？」

　あまりにも飄々と返してくれるけれど、私はなんだか脱力して、がっくりとこうべを垂れた。

　聞いた……確かに。出会ってすぐ、ローマで。

「柊甫さんは、ちっとも悪い男じゃない、なんて。認識を改めたのに、騙されただけだった……」

　やっぱりこの人は、れっきとした悪い男。

　それでこその柊甫さんなのに、ひとりの女性に、一生報われない片想いをしていたと思って、その意外な一途さにきゅんとした自分が悔しい。

　頭上から、くっくっと含んだような笑い声が降ってきた。

「ずいぶんな言い草だな。俺は最初から、君の前ではありのままを見せていたはずだ。俺のことをいい人なんて勝手に決めつけて、騙されたのは泉水の方だろう？」

　それもまた、嘘じゃないから言い返せない。

　プルプルと肩を震わせる私の髪を、柊甫さんがやけに優しい仕草で耳にかけた。

　髪で隠れていた横顔が露わにされ、彼が妖しく細めた目で覗き込んでくる。

　視界の端に映り込む彼に、私の胸は条件反射でドキッと跳ねる。

「そんな男だと知っていて、惚ほれた君が悪い。覚悟するんだな」

　勝ち誇ったようなドヤ顔が、また腹立たしい。

　それだけ言うと、柊甫さんはスッと背を起こした。

「悪い。そろそろ行かなければ。一カ月もせずに帰ってくるから、首を長くして待ってろ……」

　私は、不遜に告げる彼のネクタイを掴み、思いっきり自分の方に引っ張った。

「なっ……」

　私の行動が相当予想外だったのか、正面からぶつかった唇が小さく動く。

　余韻を刻もうと、一度強く押し当ててから、唇を離した。

　同時にネクタイも解放して、上目遣いに窺うと、彼は驚いたように目を丸くしていた。

　そして。

「……こんな人が多いところで、いきなりなにをする」

　口に手を遣り、常識人みたいに呟く彼に、私はプッと吹き出した。

「それ、柊甫さんが言います？」

　自分でも大胆すぎたと自覚しているから、照れ隠しもあり、明後日の方向を見てごまかす。

　もちろん、柊甫さんも、脛すねの傷を思い出したのだろう。

　忌々し気に眉根を寄せて、手の向こうで「ちっ」と舌打ちをする。

　私はなにかとても温かい感情が胸に広がるのを感じながら、一度大きく深呼吸をした。

「えっと……行ってらっしゃい。言われた通り、首を長くして、お帰りを待ってますから」

　改まって背筋を伸ばした私に、柊甫さんが視線を戻す。

　そして、口から手を離し、「ああ」と微笑んでくれた。

「ローマでひとり旅の女の子を助けることがあっても、夕食に誘ったりしちゃ、ダメですよ」

　負けじと意地悪な気分になってそう付け加えると、彼は「あのな」と苦笑した。

「安心しろ。こう見えて、結構君に惚れてるから」

　悪戯っぽいウィンクに、不覚にも胸が跳ね上がった。

　下手な意地悪、しなきゃよかった。

　一気に鼓動が加速して、頭から蒸気が出そうなほど、頬が熱くなる。

　そんな私を見下ろして、柊甫さんはふっと笑った。

　そして。

「戻ってきたら、存分に乱れ咲かせてやるから」

　私の肩を抱き寄せ、耳元でコソッと囁く。

「俺を想って、せいぜい身体疼かせて待ってろ」

「っ……」

　思いがけず、ストレートな言葉に、大きく鼓動が弾んだ。

　囁きを落とされた耳に、反射的に手を当てる。

　彼はすぐに私を解放して、今度こそくるりと背を向けた。

「い、行って、らっしゃい……!!」

　ドキドキしすぎて裏返りそうな声をかけると、彼はまっすぐ前を向いたまま、私に、左手を高く掲げて振ってくれた。

　広く大きな背中が出国ゲートをくぐり、見えなくなるまで、私はその場に立ち尽くしていた。




　柊甫さんを成田空港で見送ってから、三週間――。

　臨時代替要員の務めを果たした彼が、今日、帰国する。

　昨夜遅く、彼から届いたメールに、便名と到着時刻が記されていた。

　実を言うと、この三週間で彼からの連絡はやっと三回目。しかも、私は今日の帰国をそのメールで知ったのだ。

　確かに、出発前に『三週間くらい』と言ってはいたけど、今まで帰国に関してはまったく触れず、前日になって『明日帰国する。空港まで迎えに来い』と送りつけられ、私は軽く憤慨した。

　そりゃあ、鉄道事故が起きた直後で、臨時の渡伊。日本の外務省との交信を最優先にして、昼夜問わず忙殺されていただろうし、連絡が少ないのも仕方がないと思っていた。

　でも、いきなり帰国が決まったわけでもないはず。

　ただの筆不精……というより、連絡するのが面倒くさいだけなんじゃないの!?

『迎えに来い』だけで、行ってやるもんか。

　昨夜は、プリプリしながらベッドに入ったものの……。

　私は、メールに書かれていた到着時刻の二時間も前から、成田空港の到着ロビーに来ていた。

　柊甫さんの意のままに踊らされている……と自覚はある。

　でも、寝て起きたら、少しでも早く会いたいと気が逸り、気付いたら空港に到着していたんだから、どうしようもない。

　便名を表示するモニターを見ると、彼が乗った飛行機は、『ON TIME』と記されている。

　定刻通りだとわかっているのに、検疫カウンターに続く自動ドアが開くたびに、私はそこから出てくる乗客たちに目を走らせてしまう。

　まだかな、まだかな、とソワソワしながらも、帰ってきたらまず文句を言わせてもらおう、と心に決める。

　見送った時、柊甫さんは私に『君に惚れてる』と言ってくれたけど、この三週間、連絡はメール三通だけという扱い。

　どこに愛があるのか、まったくわからない。

　ただひたすら待つ間、ジリジリしてしまうのを紛らわせるように、私は頭の中で彼への文句ばかり、いくつも並べていた。

　だけど――。

　柊甫さんが乗った飛行機が、『ARRIVAL』という表示に変わると、居ても立ってもいられなくなり、ベンチシートから立ち上がった。

　自動ドアの近くまで移動して、意味もなく背伸びをしたりしながら、彼が姿を現すのを待って、胸を躍らせて……。

　ようやく迎えた、その瞬間。

「あっ……!!」

　しっかりとコートを羽織った長身の柊甫さんを目にして、私は声を弾ませた。

「柊甫さんっ！」

　気付いて！とばかりに、大きく手を振った私に、彼が目を留めたのがわかる。

「泉水！」

　意外にも、柔らかく目元を綻ばせるのを見て、私の胸はきゅんと疼いた。

　なにか、身体の奥からせり上がってくる衝動に突き動かされ、彼に向かって駆け出し……。

「お帰りなさい……!!」

　勢いのまま、抱きついてしまった。

「おっと」

　柊甫さんは、私を片手で支えてくれながら、頭上で小さく苦笑する。

「想像以上に熱烈なお迎え、ありがとう。……ふっ。こうやって、嬉しそうに出迎えられるのも、悪くないな」

　三週間ぶりの再会だというのに、からかうように目を細められて、私はハッと我に返る。

　そうだった。

　私、柊甫さんには、いっぱい文句を言いたかったんだ。

　なのに……。

「～～……っ」

　姿を見た途端、全部頭から吹っ飛んでしまった。

　そんなことより、会いたくて会いたくてたまらなかった、三週間分の寂しさが込み上げてきて、人目を気にもしなかった。

　私、自分で思う以上に、柊甫さんなしではいられなくなっている。

　いつの間にか、心ごと囚われてしまったみたい。悔しいような嬉しいような、ちょっと複雑な気分になった。

　無言のまま、彼のコートの胸元に、ぐりぐりと頬を擦りつける。

「……泉水？」

　甘えたいのか照れ隠しなのか、自分の行動に説明がつかない。

　戸惑ったように呼びかけてくる柊甫さんを、見上げることもできない。

　すると、彼は私の頭に大きく腕を回し、抱え込んだ。

「やっぱり、泉水に迎えに来させて、正解だった」

　満足気な独り言を耳で拾って、私はほんの少しムキになる。

「それ……ちょっと文句言いたいです。今日帰ってくるって、私、昨日メールもらうまで知らなかったのに」

「だろうな。直前で飛行機のキャンセルが出なきゃ、明日になるはずだったから」

「……え？」

　溜め息混じりの返答に、私はそっと顔を上げた。

　彼は顎を引いて見下ろしていて、薄い笑みを浮かべる。

「一日でも半日でも早く帰ってきたくてね。予定より早い便に変更できたと思ったら、今度は一時間でも二時間でも早く、泉水に会いたかった」

「……！」

「悪かったな。急に迎えに来いなんて言って」

　彼は「はは」と乾いた声で笑って、私から腕を離した。そして、ボストンバッグを片手に、私の先に立って歩き始める。

　昨夜もさっきまでも、プリプリしていた自分が恥ずかしい。

　柊甫さんが、私と同じ気持ちでいてくれた。

　それが、痛いくらい強く伝わってきて、なんだかジーンとしてしまう。

「しゅ、柊甫さんっ」

　私は、少し先を行く彼を、床を蹴って追いかけた。

　ほとんど体当たりするように、広い背中を捕まえる。

「うっ」

　お腹の前に回した両腕の中で、彼が小さく呻くのを聞きながら。

「私も……ずっと、会いたかったです」

　その背中に顔を埋め、心に直接伝わるように、呟いた。

　ちゃんと届いた、という意味か、柊甫さんは私の両手をポンポンと叩いてくれる。

「俺は、会いたかっただけじゃ、済まないぞ」

「え？」

　私は背中から顔を離して、聞き返した。

　彼は、ゆっくり私の手を解いた。そして、私を肩越しに見下ろし、なんとも蠱こ惑わく的てきに目を細める。

「スコールみたいにキスを浴びせたいし、ひと晩中獣になって君を抱きたい」

「……！」

　そのすごい内容に、私は反射的に彼からパッと両手を離した。

　柊甫さんは、私の反応をおもしろそうに笑って、肩を揺らしながら再び歩き出す。

「嫌とは言わせないし、逃がしもしない。もちろん、手加減する気もないから、家に着くまでに覚悟しておけ」

　どこまでも不遜に言われて、私の胸がドクッと跳ね上がった。

「も、もう」

　私は、火傷しそうなほど熱い頬に手を当て、独り言ちた。

　だけど、彼の背を目で追ううちに、頬の筋肉が緩み出してしまう。

「柊甫さん」

　小走りして彼の隣に並び、その横顔をそっと見上げた。

「お帰りなさい」

　はにかんでそう告げると、一瞬虚を衝かれたような視線が返ってくる。

「……ただいま」

　多分、そう言うのが照れくさいんだろう。

　柊甫さんはそっぽを向いてしまったけれど、私の胸はポカポカと温かくなった。




　その夜、柊甫さんは宣言通り、私を熱く激しく抱いた。

　三週間ぶりに、互いの熱を交わし、絡み合った後――。

　私は脱力して、ベッドに仰向けになった柊甫さんに肌を重ねた。呼吸を整えてから、むくっと上体を起こす。

「……ん」

　温もりが離れたのを感じたのか、彼がうっすらと目を開けた。

「あの……」

「ん？」

「お正月……母が、親族へのお披露目にちょうどいいから、帰省しなさいって言ってるんですけど」

　話の途中から、彼の表情は、わかりやすく苦くなっていく。

「それ、今言うか？」

　本気でボヤくのを聞いて、私はクスッと笑った。

「だって、返事急かされてるんです。柊甫さんがローマから戻ってきたら、連絡するって約束してしまって」

「…………」

「一緒に、来てくれますよね？」

　探るように聞くと、柊甫さんは一度無言で溜め息をついて、

「約束だし、仕方ない」

　諦めたような口調で、答えてくれた。

「ありがとうございます」

　もちろん、ＮＯは予想していなかったけど、しっかり言げん質ちを取って、私はホッと胸を撫で下ろした。

　柊甫さんは、そんな私に、下から視線を向けていたけれど。

「泉水。こっちも、確認しておきたいことがある」

「え？」

「今後は、〝期間限定〟も〝契約結婚〟も取っ払うってことで、いいんだよな？」

　強く真剣な瞳に、私の胸がドキンと大きく弾んだ。

「えっ。で、でも……」

　この間、ローマに発つ彼を見送った時に、言われたことを思い出す。

　私になら、束縛されるのもいい……なんて言ったけど、それは、契約結婚を繰り返すって意味だったはず。

　根無し草の間は、恋愛も結婚も必要ない。その考えに、変わりはないと思っていたけど……。

「柊甫さんは、それでいいんですか？」

　上目遣いで訊ねると、彼はひょいと肩を竦めて笑った。

「俺も経験がないことだからな。いいかどうかは、やってみないとわからない」

「！」

「冗談だよ。密約、満了だ」

　どこか意地悪な瞳で射貫かれ、私の鼓動が一気に加速する。

「それに伴って、新たに約束を取りつけておきたい。世界中、俺の赴任先には、どこにでも連れていくから、そういう覚悟でいろ」

　柊甫さんが、ゆっくりと含めるように続ける。

　私は、ドキドキと高鳴る胸に手を当て、無意識にぎゅっと握りしめた。

「帰任するたびに、空港で嬉しそうに出迎えてもらうのもいいが……それよりも、毎日家で『お帰りなさい』って言ってほしい」

「……！」

「俺は、もうそのつもりなんだけど？」

　あまり見ない悪戯っぽい瞳が、小気味よく動く。

　そうやっておどけながら、私の決意を試しているのが、よくわかる。

「……はい」

　いくらでも試してくれていい。

　もうとっくに、私の意思は固まっている。

　鼻の奥の方がツンとするのをこらえながら、私は口を開いた。

「世界中、どこに行くことになっても、ついていきます」

　挑むように、正面から目を合わせて答える。

　柊甫さんは、意外そうな顔をしたものの、すぐに好戦的な目を向けてきた。

「世界的に有名な高級リゾートかもしれないし、国政不安定でクーデターが絶えない王国かもしれない」

「爆弾が落ちてきても、生き延びます」

　私が真剣な目をして頷いてみせると、なにかのツボに入ったのか、口元に手を遣ってブブッと吹き出す。

「先進国とは違う第三世界で、貧困に苦しむような国でも？」

　それでもまだ、念を押すように探ってくる。

　柊甫さんは、世界を舞台に働く外交官だ。

　次、任務に就くのが、日本のように、当たり前に平和が保障された国とは限らない。

　口調は私をからかうようでも、そこに秘められた重い現実がちゃんと見え隠れしている。

　――きっと。

　これこそが、柊甫さんの本心だ、と思った。

　決まったパートナーを作らずにいたのは、外交官である以上、定まることのない生活環境下で、相手に負担を強いたくないから。

　非婚主義の根無し草生活に徹しようとした彼は、とても強く優しい人だ。

　でも、柊甫さんがどんなに強い人でも、長い人生を独りで過ごすのは、寂しいに決まってる。たったひとりの大事な人ができたら、ずっと手放したくない、一生連れ添いたいと思うに決まっている。

　そのたったひとりに、私を選んでくれるなら。

　彼が私を求めてくれるのなら、なにも怖くなんかない。

「柊甫さんと一緒なら、苦しみなんかないですよ」

　強く大きく首を縦に振って、微笑んでみせた。

「少しくらい食べられなくても困らないように、日本にいる間に、たくさん肉つけておいて……」

「おい。それは、マジでやめてくれ」

　百キロ超の巨漢になった私を想像したのか、彼はわりと本気で渋い顔をして、即座に口を挟んでくる。

「毎晩君を抱くという俺の楽しみ、奪うなよ」

　眉根を寄せて苦言を呈され、私は肩を竦めてクスッと笑った。

「いいですよ。好きなだけ」

「俺は象を抱いて寝る趣味はないんだよ」

　柊甫さんは小さく舌打ちをして、軽く上体を起こした。

　私をベッドに沈ませ、突っ張った両腕の中に囲い込む。

　互いの額をコツンとぶつけて、上目遣いに瞳の奥を探り合ったものの、ほとんど同時に目尻を下げて微笑んだ。

「……安心しろ。君を危険な目に遭わせたり、苦しませたりは絶対しない。連れていくからには、どんなことからも、俺が守ってやる」

　もしかしたら、これほど真摯に想いを告げてくれる強い目を、私は初めて見たかもしれない。

　激しく胸が揺さぶられ、

「っ……」

　私は感極まって、彼の首に両腕を回した。

「愛してます。柊甫さん」

　ベッドからわずかに背を浮かして、しっとりと汗ばんだ、引き締まった身体を引き寄せる。彼の首筋に顔を埋めて、そう囁きかけた。

「私も、約束しますね。毎日笑顔で、お帰りなさいってお出迎えします」

　すると、柊甫さんが、私の耳元でくくっと笑った。

「笑顔よりも、裸の方が嬉しいかな」

「！　も、もうっ」

　斜め上を行く返しにギョッとして、私の顔は真っ赤に染まった。

　なじるように唇を尖らせたものの、考えてみたら、もっとも彼らしいからかい方だった。

「顔や心より、身体なんですね。柊甫さんにとって、私の価値は」

　少しむくれて咎めても、彼にはなにも響かない。

　むしろ、愉快そうに笑っている。

「俺に言われれば、光栄だろ」

　不敵な言葉と共に、柊甫さんは私をベッドに沈めた。

「ローマで抱いてなかったら、こんな結婚に発展しなかった」

「……そうですね」

　そう呟いた唇で、そっと触れるだけの優しいキスを受け止め、私は彼を見つめた。

「この先ずっと、よろしくお願いします」

　頬を火照らせる私に、柊甫さんが柔らかく目を細める。

「こちらこそ」

　新しい、一生ものの〝契約〟。

　彼はそっと身を起こし、締結の証に握手を求めるように、私の胸元に左手を突きつけてくる。

　薬指には、私とお揃いの結婚指輪。

　サイズを直して、私がそこにはめた時からずっと、彼が指輪を外しているのを見たことがない。

　私は、その手に左手を預けた。

　指を絡めてぎゅっと握りしめると、指輪同士が小さくぶつかり、微かな金属音を鳴らす。

　本当の誓いを交わし合った今、それが祝福の音のように響いて――。

　私たちは、どちらからともなく顔を寄せた。

　再び熱情を呼び覚ます、濃厚な誓いのキスをした。
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リアルハート




　かつての同僚が、国際的なテロ組織の関与が疑われる列車事故に遭い、俺は臨時の代替要員としてローマに渡った。

　同僚の怪我も治り、予定通り三週間で帰国すると、その間日本に滞在していた静香さんが、入れ違いでローマに戻るという。

　ちょうど日曜だったから、泉水と連れ立って、成田空港まで見送りに来た。

『柊甫さんのことで、お世話になったから』と、見送りを希望したのは泉水だ。

　なのに、彼女は空港の出発ロビーに着くと、『ごめんなさい、ちょっと』と、俺と静香さんを置いて、化粧室に行ってしまった。

「自分が来たいと言ったくせに……」

　遠退いていく背中を目で追って、ポロッと独り言ちる。

　静香さんは、前髪をかき上げながらクスッと笑った。

「かわいい人ね、泉水さん。柊甫にはもったいないくらい」

　自覚はあるが、それは他人に言われることじゃない。

　ムッと唇を歪めて無言でいる俺に、彼女はまっすぐ視線を向けてきた。

「でも、柊甫とゆっくり話すのは五年ぶりね。晩餐会でも、長々と思い出話ってわけにはいかなかったし」

　そう言われて、俺はしげしげと彼女を見下ろす。

「その前に、宴席ご一緒したじゃないですか」

　泉水と同居を開始して、間もない頃のことだ。

　共通の上司だった局長から、静香さんが一時帰国していると聞いた。『君もどうだ？』と誘われ、三人で酒を交わした。

　局長に合わせて得意ではない日本酒を飲み、家に帰り着いた途端酔い潰れ、俺は泉水を彼女と〝間違えた〟。

「あの時は、局長もいたし、今の外交問題を論じるばかりだったじゃない」

「……そうですね」

　静香さんが外交官の職を辞して、すでに五年。今、彼女はローマで専業主婦だが、相変わらず頭がキレる。

　局長や現職の俺とも、まったく淀みないディベートを闘わせる彼女に脱帽すると同時に、酒が進むにつれて、『なんで辞めたんだ』という気持ちが、沸々と湧き上がった。

　それが泉水への言動に繋がったことは、重々承知しているが……。

「……静香さん」

「なに？」

「俺から好意って感じたこと、あります？」

「は？」と胡散臭そうに眉をひそめる静香さんに、俺は局長たちと解散した後のことを話した。

「あなた……私にそんな下心があったの」

　見たこともない、怯えたような顔を作ってドン引きしてくれる彼女に、俺は「いや、ないです」と即答する。

「美人だけどサバサバした姉御肌で、正直、あまり女として見たことは。『ここにいてくれよ』って、抱きしめたのは……。わりと、酔ってたし。静香さんが戻ってくれば、俺の仕事も楽になるだろうって、冗談で縋ったようなもんで……」

　あの時抱きしめたのが本当に彼女だったら、俺は確実に、二、三発は顔面をやられていただろう。

「柊甫、あなたね……。あ。それで彼女、私たちがゆっくり話せるように、気を遣った……とか？」

「多分」

　俺がみなまで言わずとも、静香さんは先を引き取って深い溜め息をついた。

「ちゃんと、違うって否定したの？」

　呆れ顔で腕組みをする彼女に、ひょいと肩を竦めてみせる。

「さすがに、酔いが醒めたら、正直に話すのもこっ恥ずかしい。ホステスと間違えたなんて、適当な言い訳して」

「私をホステスにするんじゃないわよ」

「で……その後もあんまり疑うから、一度肯定してみせたんです」

「……はあ？」

　ここでも彼女は、見たことがないくらい、あんぐりと口を開ける。

「あ。それは後で、嘘だったと説明しましたが。こう気遣うところを見ると、まだ、本当だと信じてるかもしれない」

「ほんと、あなたね……」

　静香さんが、頭痛を抑えるように額に手を遣った。

「そういうのは私に言うんじゃなくて、ちゃんと泉水さんに言ってあげなさいよ！」

　すごい剣幕でグッと踏み込んでこられて、俺は反射的に背を反らして逃げる。

「なんなら、私が……」

「泉水には、言わないでください」

　彼女が姉御肌を晒して畳みかけてくるのを、短く遮った。

「俺はちゃんと、一度否定しましたし。それでも俺の虚像を作り上げて、『本当は一途ないい人』なんて思うなら、それは彼女の自由です」

　静香さんが、不審げに眉をひそめた。

「結婚した後も、泉水さんを騙して翻弄するの？　大事な妻を弄もてあそんでる自覚ある？」

　そう言われて、俺は肩を揺らしてクッと笑う。

「弄んでる、か。傍から見たら、そうかもしれない。でも、そういう俺の前だから、彼女は、自分でも初めて知る、いろんな感情を露わにしてくれる」

　俺がなにを目論んでいるか、探ろうとしているのか、静香さんの視線が遠慮なくビシバシと突き刺さる。

「静香さんから見たら、俺にはもったいないかわいい女かもしれませんが。俺だけが知る泉水は、そんなつまらない女じゃない」

　俺は目を細めて、彼女に薄い笑みを返した。

「ああ見えて、結構頑固だ。自分で気遣っておいて、多分、俺と静香さんがふたりきりで話していることに、ヤキモキしてる。思う存分妬かせておいた方が、後が楽しい」

「……呆れた。あなたって、ほんとひどい男。女の敵ね」

　俺が知る他の誰よりも、情熱的な恋をして結婚した静香さんに言われると、それは褒め言葉でしかない。

「だから、俺たちの運命は交わったんですよ」

　長い人生の中で、俺と泉水の出会いは、袖を掠める程度の〝ほんの一瞬〟だった。

　その一瞬を長引かせて、日本で再会する運命が拓かれたのは、俺が彼女の元婚約者とは正反対の、〝悪い男〟だったからだろう。

「あの頑丈な殻、俺が破ったんだ。俺はもっと泉水を暴きたい。そのためなら、こんなもので束縛されてもいいと思った」

　ふっと口角を歪めながら、目の高さに左手を掲げた。

　薬指の結婚指輪は、泉水が俺の指にはめた時から、一度も外していない。

　最初にもらった夜は、俺の指にサイズが合わず、彼女を抱いているうちに外れてしまった。

　翌朝、指輪がないのに気付き、最初に胸をよぎったのは、彼女が悲しそうにがっかりする顔を見たくない、という思いだった。

　似たものを探して、ごまかすのが手っ取り早い、と考えた。

　しかし、もしも泉水がその事実を知ったら、もっともっと傷つけてしまう……。

　結局俺は、嘘をつくのは断念して、柄にもなく必死になって、家中を探し回った。

　だけど、彼女と〝真の揃いの指輪〟が必要だった理由は、それだけではない。

　身につけていると、俺が束縛されているように見えるが、同じ指輪をはめた泉水もまた、俺に囚われている。

　俺が泉水の、泉水が俺のものだという、わかりやすい証。

　わざわざ言葉で表さずとも、無言の主張をしてくれる便利なものを、失うわけにはいかない――。

「……魅入られたのは、どっちが先かしらね」

　黒い思考に傾いていた意識に、揶揄するようにうそぶく声が、割って入った。

「え？」

　虚を衝かれ、一拍分の間を置いて聞き返すと、静香さんがどこか好戦的な笑みを浮かべて俺を見ている。

「殻を破られた泉水さんか。……それとも、殻を破ってまで暴こうとした、柊甫の方か」

　鋭く探る瞳の前で、俺は不覚にも言葉に詰まった。

　人に言われるまでもない。自覚している。

　間違いなく、俺が先だ――。

　俺は口元を手で隠して、静香さんから目を逸らした。

　今、泉水を想う気持ちに、決定的なターニングポイントはなかった。

　出会った時、すでに定まっていたベクトルに従って、緩やかに傾いていった、それだけだ。

　そう、俺は最初から、泉水に好感を持っていた。

　ローマで出会った彼女はどこまでも無防備で、その行動は、大人としてどうかと思うほど愚かなものだった。

　だが、おどおどと心細げに瞳を揺らす頼りないうさぎが、自分を変えようと前向きになって、大空の下に踏み出そうとした心意気だけは、伝わってきた。

　ちょっと、手助けしてやろうか、という気持ちになった。

　しかしそれには、彼女が幾重にも纏っていた、頑強な殻が邪魔だった。

　俺は、そこに、時間をかけてヒビを入れた。

　殻を破り、剥がし、羽ばたかせる――。

　ひと晩限りの女に、随分と手間暇かけたものだ。

　今となっては、あの夜の行為は手助けなんかじゃなく、俺が彼女を渇望していたからだと、ごまかしようもない。

　日本で再会する運命を切り拓いたのは、俺の方だ。

「…………」

　返事ができず、黙りこくった時。

「すみません！　戻りました」

　パタパタと走ってくる足音と共に、そんな声が耳に留まった。

　ハッとして声の方向に目を遣ると、泉水が小走りで近付いてくる。

「着いた早々で、すみませんでした。……柊甫さん？」

　すぐ前まで来てピタリと足を止め、窺うように俺を見上げる。

「っ」

　俺は、反射的に顔を背けた。

　今、まっすぐな視線を浴びたら、心のすべてを見透かされそうで、覚束ない。

「柊甫さん？」

「泉水さん」

　きょとんとした泉水に、静香さんが声をかけた。

「いい？　あなたは、妬くんじゃなくて、柊甫に妬かせる女でありなさい」

「……は」

　パチパチと瞬きを返す泉水の隣で、俺は盛大に吹き出しそうになった。

「ちょっ……静香さん、なにを」

「その方が、今よりもっともっと、柊甫に愛されるわよ」

　物理的にも俺を押し退け、泉水に詰め寄って諭す静香さんに、俺は深い溜め息をついた。

　彼女はそれを聞き留め、ニヤニヤしながら振り返る。

　してやったり、といった表情に、忌々しい気分で眉根を寄せた時。

「アドバイス、ありがとうございます」

　泉水が、背筋を伸ばしてそう答えた。

「肝に銘じておきます。……でも」

　ニッコリと、なにか晴れやかな笑顔を見せる。

「柊甫さんに愛される以上に、私が愛したいんです」

　堂々と胸を張ってそう告げる彼女に、俺はグッと詰まった。

　静香さんも、気圧されたように、大きく目を瞠っている。

「だって、柊甫さんは、立ち止まったまま動けずにいた私に、人生の道しるべを与えてくれた人だから。私はずっと、追いかけていたいんです」

　やや照れくさそうにはにかむ泉水に、俺の心が激しく揺さぶられる。

「愛されるのもいいけど、受け身でいるんじゃもったいない。どこまでもどこまでも、私が追いかけたい。柊甫さんは、そう思わせてくれる人」

「っ……」

　なにも、言えない。

　思わず口に手を当て、目を逸らした俺の前で、静香さんは「そう」と笑った。

「頼もしい奥様ね。……どうぞ、お幸せに」

　からかうように俺の腕を叩き、腕時計に目を落とす。

「じゃ、私、そろそろ」

「はい。お気をつけて」

　泉水と握手を交わし、俺をチラッとだけ見上げて、彼女は出国ゲートをくぐっていった。

　俺の分も、というように、大きく手を振っていた泉水が、「ふう」と肩を動かして息を吐く。

「本当に、素敵な人ですね」

　微笑みながら、俺を見上げてきた。

「……ああ」

　ようやく口から手を離し、平常心を取り戻して、短く返す。

『君の方がよっぽど』と口にしかけて、それをのみ込んだ。

「帰るぞ」

　それだけ言って、彼女の肩に腕を回して抱き寄せた。

「っ、はい」

　人目があるからか、華奢な身体が強張るのが伝わってくる。

　俺は、ふっと吐息混じりの笑い声を漏らした。

「泉水。君、さ」

「え？」

「なにを気遣ってんだよ」

　ズバリ、ツッコむと、彼女がカッと頬を赤らめた。

「そ、そういうつもりじゃ」

「バ～カ。見え見えなんだよ。俺も静香さんも見透かしてた」

　俺が即答で重ねると、わずかに唇を尖らせて頬を膨らませる。

「……妬いた？」

　わざと背を屈めて、その耳元に囁きかける。

　泉水は、びくんと身を震わせてから、

「……当たり前、じゃないですか」

　どこか悔しげに、ボソボソと呟く。

　わかりやすすぎる反応が、さらに俺の胸のど真ん中を射貫く。

「そうかそうか」

　それでもおくびにも出さず、歌うようにうそぶいて、肩に回した腕に力を込めた。

「っ、柊甫さんっ」

　さらに密着する身体を気にしてか、咎めるような声が返ってくる。

「こ、こんなくっついてたら、歩きづら……」

「つれないこと言うな。こっちは物陰に連れ込んで、今すぐ抱きたい衝動、必死に抑えてるんだよ」

「っ……!!」

　お約束通り、火が噴く勢いで頬を真っ赤に染める泉水に満足して、俺は遠慮なく顔を寄せる。

「んっ……」

「今は、これで我慢しておく」

　サッと掠めるように彼女の唇を奪い、腕を離して解放した。

　唇を両手で押さえて戦慄いている彼女を置いて、スラックスのポケットに片手を突っ込み、スタスタと歩き出す。

「早くしろ、泉水」

　肩越しに振り返って、立ち尽くしている彼女を促した。

「じゃないと、物陰に連れ込むぞ」

　挑発するように口角を上げると、泉水もハッと我に返った様子で、俺の後を追って駆けてきた。

「な、なんてこと言うんですかっ……」

「愛されるより、愛してくれるんだろ？」

　隣に並んだ彼女を見下ろし、しれっと畳みかける。

　茹ダコみたいな顔をして、口ごもるのを見て、ほくそ笑んだ。

「家に帰ったら、嫌ってほど抱いてやるから」

「っ！」

「それ以上に、愛してくれるの、楽しみにしてる」

「も、もう……」

　泉水は、頭のてっぺんから、しゅうっと蒸気を噴き出しそうだったけれど。

「……負けない」

　拗ねた顔をして、それでも俺に挑む彼女に、猛烈に鼓動が高鳴ったのは……。

　もちろん、内緒だ。










プロミス




　三十一歳を迎える年。

　それは、俺にとって、今までになく気の重い年明けとなった。

　元旦早々新幹線に乗って出向いたのは、静岡にある泉水の実家。

　新年の挨拶というだけでなく、親族との顔合わせが目的の初帰省だ。

　地元では、古くから伝わる名家とは聞いていたものの、集まった親族の多さに、俺は度肝を抜かれた。

『祝言は大袈裟だから、ただの新年会にしてくださいと言ってあるので、分家筋は来ていません。これは本家だけで、全部じゃないですよ』

　泉水は涼しい顔をしていたが……。なんだ、分家だの本家だのって。

　俺は典型的な核家族で育ち、親族は少ない上に、繋がりも薄かった。こういった、親族総出の新年会は不慣れだ。

　しかも、義父母をはじめ、俺より上の世代の親族は、ほぼ揃って着物姿ときて、まるで時代劇のワンシーンに放り込まれたような気分だった。

　泉水の両親はそれぞれ六人兄弟の長男長女だそうで、襖を打ぶち抜いただだっ広い日本間には、大人子供交じえて、六十人近い人間がいる。

　俺は〝本家本元の婿〟的な立場にあり、入れ替わり立ち替わりで酒の酌しゃくを受けた。

　お猪口が空になる前に注がれる日本酒と、遠慮なく探られる、〝子供〟の予定――。

　それには泉水も頬を染めて困り顔で、『まだ結婚したばかりなので』と返していたが、俺の外向けの笑顔は、わりと早い段階から引きつった。

　強くはない日本酒に酔い、気を抜くとボーッとしそうな中、ただひたすら、時間が過ぎてくれるのを待った。

　そして、午後から始まった新年会がお開きになったのは、日付が変わる間際のこと――。




　もともと一泊する予定でいた俺たちの寝床は、同じ敷地内の離れに準備されていた。

　母屋もあれだけ広いのに、離れまであるとは。

　しかし、悠長にツッコんでる余裕はない。

「柊甫さん。大丈夫ですか？」

　完全に酔い潰れ、八畳間の畳に敷かれた布団に転がって伸びる俺を、傍らに正座した泉水が、心配そうに見下ろしている。

「あー……。大丈夫」

　蛍光灯やシーリングライトとは違う、天井からぶら下がるタイプのペンダントライトの明かりは、ややぼんやりしている。

　それでも、今の俺には十分眩しい。

　俺は目をしょぼしょぼさせて、腕をかざして明かりを遮りながら答えた。

「大丈夫じゃ、なさそうですね」

　泉水が、「はあ」と声に出して溜め息をついた。俺を気遣ってか、腰を上げ、ライトの紐を引いて明かりを小さくしてくれる。

「柊甫さん、日本酒苦手だって言っておいたんですけど」

「時代劇に、ワインやらウォッカは出ないだろ」

「？　時代劇？」

　再び正座して、きょとんとした声で訊ねてくる彼女には、無言でかぶりを振ってごまかす。

　結局、どれだけ飲まされた……？

　俺は明日、無事に帰れるだろうか。

　心のどこかで、『車を出さなくて正解だったな』と思いながら、グッと目を瞑る。

「この離れ、子供の頃、私が怒られるたびに閉じ込められたお仕置き部屋で、普段から誰も来ないから、朝もゆっくりしてくださいね。朝食も、断ってあります」

「それはありがたい。……でも、なんだ。お仕置き部屋って」

　泉水は随分とさらっと言うが、俺の家にはそんなもんどこにもなかったぞ。

　ツッコミ満載な気分だが、やはりそれどころじゃない。

　それでも、なんとか気を持ち直してから、「よっ」とかけ声をかけ、布団の上に身体を起こした。

「あ、横になっていた方が……」

　泉水がすぐに手を伸ばして、止めようとするが、

「大丈夫。横になって目を閉じると、脳が回る」

　そう言って、制止を拒む。

　胡座あぐらをかいて、両手の親指で目頭を強く押す。

　ガシガシ頭をかいてから、彼女に目を遣った。

「……泉水？」

　なにか言いたくて、でもためらっているといった感じで、目を泳がせている。

「あの……気にしないでくださいね。みんなが言ってたこと」

　口を開いたものの、俺から目を逸らしたまま。

「みんな？」

「だから、その……。子供、子供って」

　言いにくそうに、声を淀ませる。

「……ああ」

　俺も合点して、口元に手を当てて、短い相槌を打った。

「みんなにも言いましたけど、私たち結婚したばかりですし！　それに、これからも日本と海外を行ったり来たりだから、私たちはずっと、ふたりでいいですよね？」

「…………」

　泉水がぎこちなく笑うのを見て、俺は口を噤んだ。

　無理して明るい声で言ったりするから、本当はそれが本心じゃないことくらい見抜ける。

　しかし、彼女の言葉は、俺にとっては本心そのものだった。

　一生根無し草で、なににも縛られずにその時々を楽しむ。今までずっとそうやって生きてきた俺が、泉水になら、人生を束縛されてもいいと思うようになった。

　意識が変化して、間もない。やっと、妻がいる生活もいいもんだと、慣れてきたところだ。

　今子供ができれば、俺を縛るのは妻だけでなく、もっと大きな〝家族〟という存在になる。

　俺は、新しい家族の誕生を、喜べるだろうか。家族三人での生活を楽しいと思い、順応できるだろうか。

　正直なところ、まだ想像もできない。

　だから、泉水が無理して、『ずっとふたり』と言ってくれたのがありがたい。

　俺たちは、今のままでいい。どこに行っても、泉水さえ一緒にいてくれれば、それで――。

　なのに、彼女の笑顔が胸に痛くて、首を縦に振って同意することもできない。

「あのっ、柊甫さん」

　ふとよぎった沈黙をかき消そうとしたのか、泉水がやや声を弾ませた。

「離れにも、小さいけど家族風呂があるんです」

　そう言いながら、障子戸を見遣る。

「私、入ってきます。柊甫さんは、明日の朝にした方がよさそうですけど……」

　俺を気にする彼女に、何度か頷いて応えた。

「俺はそうする。君は入っておいで」

　泉水は、ゆっくり立ち上がった。

　風呂の準備を整え、俺の横に、ご丁寧にペットボトルの水を置いてくれる。

「じゃ、ちょっと行ってきます」

　着替えを抱えて、障子戸を開けて出ていく背中を、ぼんやりとした視界で見送った。

　――子供、か。

　ひとりになると、俺は親族から言われたことを思い返した。

『柊甫さんは、これからも海外生活が続くでしょう？　一緒に行ったら、泉水は友達もいない異国で、ひとりぼっちじゃない』

　お節介な期待には辟へき易えきしたが、それだけは心に刻まれていた。

『慣れない海外生活だからこそ、臆病な泉水には守るべき存在が必要だわ。子を持って母になると、女は強くなるのよ』

　俺にとっての泉水は、〝臆病〟ではあっても、決して弱い女じゃない。

　しかし、親族の言葉通り。友人知人のいない海外生活、少なからず、彼女に負担をかけ、寂しい思いをさせることは否めない……。

　それほど長い時間じゃなかったが、泉水が入浴中、俺はうたた寝していたようだ。

「……さん、柊甫さん」

　遠慮がちに呼ぶ声が意識に割って入り、

「ん……」

　寝ぼけた声を漏らして、重い目蓋を持ち上げる。

「泉水……？」

「戻りました。起こしてすみません。柊甫さん、掛け布団巻き込んで寝てたので、かけてあげようかと」

「ああ、悪い……」

　上体を起こし、手の甲でゴシゴシ目を擦る。

　少し眠ったせいか、先ほどよりも幾分気分がいい。

「ふわあ……」

　声に出して大おお欠伸あくびをする俺を、彼女はクスクス笑う。

「豪快ですね」

「中途半端に殺すより、気持ちいいだろ」

　目尻に滲んだ涙を、人差し指で拭う。

　その時になってやっと、俺は泉水の姿を見留めた。

　そして。

「っ」

　思わず、息をのむ。

　鏡台の前に正座して化粧水をはたく彼女が、気配に気付いたのか、「柊甫さん？」とこちらを振り返る。

　風呂上がりの泉水は、濃いピンク色の浴衣を着ていた。

　湿り気の残る長い髪は結い上げてまとめてあり、綺麗な白いうなじを覗かせている。

　時代劇の世界にいるのかと錯覚するほど、なんとも艶っぽい光景だ。

　意図せず、俺の喉仏が、ごくりと上下に動いた。

「？　……あ。これですか？」

　泉水は、俺の不ぶ躾しつけな視線にやや怯んだ様子だったが、合点したのか自分の身体を見下ろした。

「うち、お客様の寝間着、浴衣を用意するんです。ほんと、古くさいですよね……」

　彼女は苦笑気味だったが。

「……いい」

「え？」

　俺が無意識にポロッと呟くのを拾って、首を傾げる。

「あ、柊甫さんのも用意ありますよ。着替えだけでもしますか？」

　化粧水のボトルを鏡台に戻し、彼女はポンと手を打った。

「ああ」という俺の返事を待たずに、古い箪たん笥すの方に歩いていく。

　綺麗に裾を押さえて畳に膝をつき、そこから取り出したのは、濃紺の浴衣。

　それを、こちらまで持ってきてくれる。

「はい、どうぞ」

　泉水が横に浴衣を置くが早いか、俺はスッと立ち上がった。

「じゃ、早速着せてくれ」

　首にかかっているだけのネクタイを引き抜き、勢いよくシャツを脱ぎ捨てた。

　上半身裸になって、ベルトのバックルを躊躇なく外す。

「ちょっ、柊甫さ……きゃあっ!?」

　俺が脱いだスラックスを足元にストンと落とすと同時に、布団に膝をついてポカンとしていた泉水が、ひっくり返った声をあげた。

「な、なんでいきなり、私の目の前で脱ぐんですかっ！」

　ボクサーパンツ一丁で仁王立ちする俺から、両手で顔を覆って背ける。

「自分じゃ着られない。ほら、早く」

　腰に両手を当てて、ふんぞり返って促す俺を、

「え？」

　手の指の隙間から窺う。

　そして、そろりと顔から手を離し、訝しそうな目を向けてきた。

「これ、前を合わせて帯結ぶだけで、温泉旅館なんかにあるのと同じですけど……」

　そう言いながら、『今までどうしてたんですか』とでも考えたか、口を噤む。

　しかし、俺には質問せずに自己解決した様子で、赤く火照った頬を膨らませた。

　多分、その時々に一緒に行った〝女〟に着せてもらっていた、とでも結論づけたのだろう。

「……やります。柊甫さん、あっち向いて」

　妬いているのがわかりやすい、憮ぶ然ぜんとした表情。

「ん」

　俺は吹き出したいのをこらえ、素直に彼女に背を向けた。

　泉水は、浴衣を俺の背に羽織らせてから、正面に回ってきた。

　もう何度も肌を重ねているのに、いまだに裸の俺に向き合うのは恥ずかしいのか、伏し目がちに衿を合わせてくれる。

　俺の方は、顎を引いて彼女を見つめていた。

　古い名家の離れの和室。

　天井から吊るされた古いライトから降ってくる、柔らかい暖色の明かり。

　視覚的効果もあるだろうが、初めて見る浴衣姿の泉水が、なんだかとてもなまめかしい。

　彼女は布団の上に膝立ちになり、ほとんど抱きつくようにして、俺の腰に帯を回した。

　身体の側面に来るように結び、ひと仕事終えたといった感じで、「ふううっ」と風神のような息を吐く。

「はい、終わり……」

　わざとらしく、額の汗を手の甲で拭う仕草を見せ、ようやく目線を上げた。

　ずっと彼女を見下ろしていた俺と、宙でバチッと視線がぶつかり――。

「……っ」

　泉水が、ひゅっと喉を鳴らした。

　そのまま、あたふたと目を逸らすのを見て、

「なんだよ」

　俺はムッと唇を結び、その挙動についてツッコむ。

「い、いえ。ええと……」

　泉水は言い淀んで、目を泳がせたけれど。

「……柊甫さんの浴衣姿、初めて見たなあって」

　なにやら、ボソッと呟く。

「お互い様だろ」

「だから、一瞬素で見惚れちゃったんです！　なんか、いつもより色気が壮絶で……」

「それも、お互い様」

　ヤケっぱちになってまくし立てるのを、俺はさらっと遮った。

「えっ……？」

　弾かれたように顔を上げた泉水と再び視線が絡み合い、ふっと口角を上げてみせる。

「君、和服似合うな。考えてなかったけど、時代劇みたいな結婚式、やってもいい」

　思いつきで提案すると、泉水が大きく目を瞠った。

「なんだよ。嫌か？」

「そうじゃなくて。柊甫さんが、そんなこと言い出すと思わなかったから」

　本気で驚いて、忙しなく瞬きする様が小憎らしい。

「俺もそう思う。泉水の艶っぽさに当てられてるな。それに……」

　俺は言葉を切って、顎を撫でた。

　浴衣を着て、赤ん坊を抱く泉水の姿。なんだろう。ひと昔前の、かなり時代臭漂う光景を妄想して、やけに胸が高鳴る……。

　俺は、彼女の腕を掴んで立ち上がらせ、勢いに任せて抱き寄せた。

「柊甫さん？　え、きゃっ」

　泉水が俺の胸に顔からつんのめり、上擦った声をあげる。

　瞬時に強張る身体から、息をのんだ気配が感じ取れた。

「目の毒だ。脱げ」

　その耳元に唇を寄せ、意図的にねっとりと囁きかける。

「え……？」

　泉水が、びくんと身を竦ませた。

　勢いよく顔を上げた時には、俺はすでに彼女の浴衣の帯を解いていた。

「柊甫さ……あっ！」

　ちょっと焦った声が、和室に響く。

　泉水はだいぶ綺麗に浴衣を着ていたが、帯を解いて袷を開いてしまえば、あっという間にしどけない下着姿だ。

「しゅ、柊甫さんっ……！」

　早速、剥き出しの首筋に顔を埋め、白い肌を吸い上げながら、彼女の背中に手を回した。

　泉水が身を捩って抵抗するのも構わず、ブラジャーのホックを外す。

　浮き上がってできた隙間から、遠慮なく手を滑らせると、「あんっ！」となかなかそそる声をあげる。

「ほんと、君、胸弱いな」

　熱を帯びた耳みみ朶たぶを吐息でくすぐりながらからかうと、泉水は大きく身を震わせた。

「柊甫さん、ダメっ。ここ、私の実家で……」

　慌てふためいて、胸をまさぐる俺の手を止めようとする。

「お仕置き部屋で、普段から誰も来ないんだろ？」

「うっ」

「なら、問題ない」

　俺はそううそぶいて、彼女の肩から浴衣を落とした。

　ハッとしたように目で追う彼女の視界を、独占したい――。

　俺は、その視線の先に回り込むようにして、唇を奪った。

「！　う、ん……しゅ、すけさ」

　熱い口内を嬲るように蹂躙して、声と共に抵抗をのみ込む。

　銀糸を引くほど濃厚なキスを何度か交わせば、泉水の固い理性にもヒビが入る。

　抱きしめる腕の力を少し緩めただけで、彼女はその場に頽れた。

「っ、は……」

　呼吸を乱し、はだけた胸を上下させる。

　しなだれた姿態がどこまでも扇情的で、俺の全身にゾクッと痺れが走る。

「抱くぞ、泉水」

　逸る気持ちで宣言した時には、俺もすでに自分の帯を解いていた。

　彼女を布団に沈め、覆いかぶさりながら、浴衣を脱ぎ捨てる。

　すぐにぴったりと重なる肌が、抗いようのないほど官能を煽る。

「は、あ……っ……柊甫さ、熱い」

　泉水がうわ言みたいに呟いて、俺の背中に両腕を回した。

「気持ちい……もっと、ぎゅって……」

　自らぎゅっと抱きついてきて、感じている声を漏らす。

「っ……」

　俺は、一気に昂る自分を自覚して、彼女の耳を甘噛みしながらごまかした。

「やれやれ。本当に、ずいぶんエロくなってくれたもんだな」

　彼女の中に、最後に残った羞恥心を刺激して、小さく身悶えする反応を楽しむ。

「どこまで俺好みになるんだ、君。……ほんと、たまらない」

　俺自身タガを外して、なめらかな肌を貪った。




　初めて夫婦で越えた元旦の夜は、いつになく濃密な一夜となった。

　夜中、『柊甫さん』と、何度も囁かれた泉水の甘い声。

　彼女の実家を後にして、新幹線のふたり並びの席に腰を下ろした今でも、鼓膜に刻みついている。

　俺は、やや窮屈な席のピッチで、足を組み上げ、シートに深く背を預けた。

　ふっと隣を見遣ると、泉水は窓の方に身体を向け、車窓を流れる風景を眺めている。

　そんな彼女を視界の端に映したまま、顎を撫でる。

『子を持って母になると、女は強くなるのよ』

　一夜明けても、その言葉だけは、俺の意識に深く刻まれていた。

　胸をよぎるたびに、浴衣姿で赤ん坊を抱く泉水のビジョンが、網膜で再現される。

　俺の勝手な妄想の中で、泉水は腕に抱いた赤ん坊に、慈愛に満ちた優しい笑顔を向けている。

　そんな彼女は聖母のように美しく、女神のように力強い――。

「……泉水」

　俺は、彼女の肩に手を置いて呼びかけた。

「はい？」

「子作り。開始するか？」

　肩越しに振り返った彼女の視線が、俺に留まるのを待って、しれっと口にすると……。

「……え」

　泉水が一拍分の間を置いて、大きく目を瞠る。

「聞こえなかったか？　だったら……」

「い、いえっ！　聞こえた。聞こえました！」

　俺に二度言わせたら、二度目は、人の耳を気にしないあけすけな言い回しになることを、見透かしている。

　泉水は慌てふためき、勢いよく俺を止めると、肩を動かして深い息を吐いた。

　そして。

「あの……改めて、ごめんなさい。みんなが、想像以上に子供の話振ってきて、私もどうしようって思ってて。でも、柊甫さんが気遣ってくれる必要はないですから……」

　シートに背を預け、最後は尻すぼみにして、声を消え入らせる。

　予想通りの反応を見て、俺は「ふう」と口をすぼめて息をついた。

「せっつかれたから仕方なく……っていうんじゃない。そもそも、人に強要されることでもないからな」

　声の抑揚を殺して、淡々と返事をした俺に、彼女はそっと視線を戻す。

「俺はこれから先も日本と海外を行ったり来たりだけど、どこにでも君を連れていくと宣言した。君がどこにでもついていくと言ってくれて、俺はそれで満足なんだが」

「私も……満足ですよ？」

　腕組みをして目線を上に向けた俺の横顔を、探るように見つめている。

　俺はわずかに逡巡してから、顎を引いてかぶりを振った。

「君に、ほんの少しも、寂しい思いをさせないとは、断言できない」

「え……？」

「家族も友達もいない知らない土地で、君が頼れるのは俺だけ。でも俺は、仕事で帰れないことも多々ある」

　さらに重ねると、泉水が瞳を揺らして口ごもる。

「俺が帰れない時。イコール、赴任国の情勢が落ち着かない時だ。そんな中、君はだだっ広い家にひとりきり」

　その状況を想像して、即座に『大丈夫』と胸を張ることはできないのだろう。

　顔を伏せるのを視界の端で確認して、俺は彼女の方に顔を向けた。

「ごめんな。俺を待って、君がどんな思いで過ごすか、気にかけていなかった。昨夜、親族に言われて、目から鱗うろこの気分だったよ」

「……柊甫さん」

「でも、俺は多分、立派なイクメンにはなれないだろうし、かえって君の負担になるのは、本意ではない。どちらにしても、できる限り寂しい思いをさせないよう、俺も努力する」

　泉水が、瞬きも忘れて俺をジッと凝視しているから、言っていてこっ恥ずかしくなってきた。

　腕組みを解き、ガシガシと頭をかいて照れ隠しをする。

「……見てないで、なんとか言え」

　そっぽを向いて、促すと。

「なんか……ジーンときました。私、ちゃんと柊甫さんに大事にしてもらえてるんだなって、改めて実感したというか」

　泉水が、なんだかしみじみと言うのを聞いて、思わずがっくりくる。

「そこ、今さらかよ……」

　顔に手を当ててうなだれると、彼女が焦ったように、「改めて、ですよ！」とフォローに回る。

「だって。柊甫さんって、私が笑顔で出迎えるより、裸の方がいいとか言うし」

　もじもじと両手の指を組み換えながら、唇を尖らせる。

「それはわりと本心」

「～～！　だから、そういうところですよっ。昨夜だってその……私のことエロいとか言って、それを俺好みだなんて。私って、一番愛されてるのは身体なんだろうな……とか」

　Ｕターンラッシュのピークにはまだ早い車内は、わりと空席も目立つ。

　それでも泉水は、一応辺りを憚ったのか、モゴモゴと口を濁した。

　隣にいれば、聞き取れる声量ではあったが、

「なに？　聞こえない」

　俺は彼女の方に身体をグッと傾け、ほとんど寄りかかるような体勢で、聞き返した。

　唇を掠めるギリギリまで耳を寄せ、「ん？」と促す。

　泉水はむうっと頬を膨らませてから、小さな溜め息で俺の耳をくすぐった。

「聞こえてるくせに。意地悪……」

　ボソッと悪態をついてから、甘えるように俺の腕にしがみついてくる。

「あの……作ろう、って気合入れるんじゃなくて。自然に任せませんか？」

　上目遣いの視線で、俺を探る。

「自然に？」

「はい。その……もう少し柊甫さんとふたりで、って気持ちも、本当なんです。もっとふたりで過ごして、愛し合って……それで、自然と授かった時、ふたりで『やった！』って喜べるのが、最高だなって」

「もっとふたりで愛し合って……」

「……やっぱり、そこを拾う」

　不満げな呟きに、俺は肩を揺らしてくっくっと笑いながら、身体を起こした。

　自分のシートに背を戻しても笑い続けていると、泉水が「もう」と肩を竦める。

　再び窓の外に目を遣って、「あ、富ふ士じ山さん」と呟く拗ねた膨れっ面を、視界の端に映しながら――。

「……サンキュ、泉水」

　俺は、口を手で覆ってお礼を言った。

　手の平に阻まれてくぐもり、聞き取れなかったのか、彼女が「え？」と聞き返してくる。それには、無言でかぶりを振った。

　俺は泉水を気遣ったかもしれないが、彼女もまた俺を気遣っての返事だったことはわかっている。

　もともと束縛を嫌っていた俺が、家族が増えることにはまだ消極的なのを、彼女はしっかりと見抜いている。

　それでいて、自分の希望をのみ込むでもない。

　意思を貫いた、完璧な折衷案。

　さすが、と心の中で脱帽すると同時に、彼女を愛おしむ気持ちが胸に込み上げてくる。

　こういう何気ない会話の後で、俺がどれだけ彼女への想いを募らせているか――。

　泉水は俺の返事を待っているのか、きょとんと首を傾げている。

　俺は口元から手を離し、黙って目を伏せ……。

「寝る」

　短く告げてシートを倒すと、呆れたような溜め息が返ってきた。

「話の途中なのに……」

「文句言ってないで、君も寝ろよ。そっちだって、寝不足だろ？」

　薄く目を開けて問いかけると、彼女はなにやら言い淀む。

「今夜もめいっぱい愛してやるから。今のうちに寝て、体力温存しとけ」

　俺が口角を上げてうそぶくと、小さく息をのんだ。

「も、もう。ほんと、そういうことばっかり……」

　不服そうに愚痴るのが聞こえてくるけど、俺は構わず目蓋を閉じた。

『私って、一番愛されてるのは身体なんだろうな……とか』

　そんなことない。それだけじゃない――。

「一番も二番もない。君の全部、分け隔てなく愛してるよ」

　息をのむ気配がしたから、ちゃんと彼女の耳に届いただろう。

　目を開ければ、頭のてっぺんから蒸気を噴きそうなほど真っ赤に染めた顔を拝めることはわかっていたが、それよりも俺の方が気恥ずかしい。

　結局、目を閉じたまま、やり過ごそうとして……。

「私も、どんな人でも、柊甫さんのこと愛してます」

　独り言みたいな呟きと同時に、肩に重みを感じた。

　俺の頬をくすぐる柔らかい髪の感触。ふわっと立ち上る優しい花の香りは、昨夜俺を狂わせたものと同じ。

　肩口から染み入る知り尽くした体温に、俺はふっと微笑んだ。

　目を閉じたままなにも言わず、温もりを逃がさないよう、抱き寄せる。

　抗うことなく委ねられる重みを、愛おしく抱きながら――。

　東京駅に着くまで、俺は束の間の眠りについた。
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あとがき




　本作は、〝悪い男〟が書きたくて、着手した作品です。そもそも、悪い男ってどんな男？というところから始まりました。

　女にだらしないのではなく、女性視点で、心を表してくれない、自分ひとりのものになってくれない。なのに、どうしようもなく魅力的な女の敵……と、私なりに定義づけて、今作のヒーロー・柊甫を書きました。

　投稿サイトのコンテストに出そうと思っていたので、現在サイトで公開されている作品は、極上味も出そうと、柊甫のキャラがやや中途半端に収まっています。が、今回の書籍化はしがらみがなくなったのもあり、修正して、思いっきり解放しました！

　好き嫌いが分かれるというより、嫌いの方が多いヒーロー像かと思いますが、それでもたまらなく惹かれる……というのを、ヒロイン・泉水の心情で表したくて。この手のヒーローはかなり冒険でしたが、あまり書いたことがないので楽しかったです。

　また、今作、柊甫のキャラ的に、今まで以上に〝色気〟にも踏み込んでおります。

　先日のマカロン文庫の書き下ろしでも〝色気〟を求められましたが、ベリーズ文庫でも、そういった内容のものが増えてくるんでしょうか。だとしたら、書いておいてよかったです。

　書き下ろしの番外編は柊甫目線です。ヒーロー目線は、ヒロイン目線の本編でのイメージを殺さないように、本心を書くのに苦労するのですが、今作は今までになく難しかったです。柊甫のわかりづらい優しさと想いが、少しでも伝わればいいな、と思います。

　カバーイラストは、相葉キョウコ先生です！

　ラフや線画から、とにかくふたりが色っぽく艶っぽく……。柊甫の、間違いなく〝悪〟な挑発的な流し目に突き動かされ、原稿も開き直って書くことができました。しかも、完成イラストでは、まさかの黒背景に青いバラ！　妖しい濃厚な雰囲気が、いい意味で今までのベリーズ文庫らしくなく、私にとっても挑戦だった本作を後押ししてくれました。相葉先生、ありがとうございました！

　最後に、本作の書籍化にご尽力いただいた皆様に、心より御礼申し上げます。

　手に取って読んでくださった読者様、ありがとうございました！
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